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この報 告 書 は,日 本 自転 車振 興 会 か ら競輪 収 益 の一 部 であ る

機械 工業 振 興 資金 の補 助 を 受 け て,昭 和48年 度 に実施 した

「イ ン フ ォメー シ ョン ・ユ ーテ ィリテ ィに関 す る調 査 」 の成果

を と りま とめた もので あ ります 。
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わ が国 にお け る情報化 の進 展 には め ざ ま しい も のが あ り,拡 大 の一 途を た ど っ

て い ます が,近 年 そ の進 展 に新 しい局面 の展開 が期 待 され て お ります 。 これ は,

今 まで の 一企 業 あ るい は 一日一団体 内 とい った単体 の 内部 で の情 報 の利 用 か ら,さ ら

に大 きな広 が りを も った 広 域 に おい て発生 す る情 報 を総 合 的 に利 用 す る効 果 を 目

的 とす る もの と考 え られ ます 。

この よ うな状 況 に あっ て,情 報 化 の進 展 におけ る次 の段 階 とい わ れ る 「必 要 な

時 に必 要 な情 報 を必 要 な場 所 で 自由 に取 得 で きるサー ビス 」い わ ゆ る イ ン フォ メ

ー ショ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィの 出現 が期待 され て お ります 。 しか し,こ の要 請 を満

た す た めに は,一 企 業 ・一団 体 の み では 非常 に困難 で あ るた め,生 活 情報 を含 め,

現 代 社 会 にお い て どの よ うな情 報 が必 要 と され てい るか,,ど の よ うにす れ ば,サ

ー ビスで き るか な どの調 査研 究 は 非常 に緊要 な こ と と考 え られ ます。

当 財 団 では,第1段 階 と して,生 活 に関 す る情 報 のニ ーズ,サ ー ビス の可 能 性

等 を調 査 す るた め,日 経 広 告 研究 所 に調 査 を委 託 し ま した。

本 報 告書 は,同 研究 所 よ り提 出 され た もの を,ま とめ紹 介 す る もので す。

昭和49年3月
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は じめ に

生活環境の不確実性増大 につれ て,消 費者 のこ うむ る リスクは拡大の傾向にあ

る。 この リス.クの生 じる原 因 のひ とつは,消 費 者 の生 活 資源配 分 に関 す る的確 な

情 報 が不 足 してい る こ とに ある。 企 業 は,行 動 に先 だ って(資 源 配分 に先 だっ て)

環 境 の不 確実 性 を 柔 らげ る手 段 と して経 営 情報 システ ム(MIS,Managem ,ent

lInfomationSystem)を 導 入 した が,こ れ と 同 様 に,消 費 者 側 で は,生 活 情 報

シ ステ ムの導 入 が必要 な 時期 に きて い る と思 わ れ る。体 系 的 な 行 動 事 前 チ ェ ッ

そ システ ムで あ る生 瀦 報 シ ステ ム樽 入 す る こ とに よ って ・消費者 は生 活資金

と生 活時間 とい う二大 資源 の ロスを最 小 に と どめ る こ とが でき る
.と期待 さ れ るか

らで あ る 。この よ うな生 活情 報 シス テ ムのフ ィー ジ ビ リテ ィを検 討す るため には,

消費 者 行動 と生 活情 報 の需 要 構造 との関連領 域 に焦 点 を おいた研究 が必要 とな っ

て くる と思わ れ る。

本 報 告書 は,以 上 の よ うな問題 意 識 に立 ち,生 活情 報 に関 す る イ ンフ ォ メー シ

ョ ン ・ユ ーテ ィ リテ ィの 市場性 とそ の構 造,な らび に現 段階 で イ メー ジで き るイ

ンフ ォ メー シ ョ ン ・ユー テ ィ リテ ィに対 す る消費 者 の 一般 的 な態 度,構 え に つい

ての基 礎 的 な研 究 を 社会調 査 に よる調 査 結 果 か ら と りま とめた もので あ る。 この

研 究 結果 が今 後,生 活情 報 を 中心 とす るイ ンフォ メー シ ョン ・ユー テ ィ リテ ィの

供給 体 制を 具体 化 す るに あた って の事 前評 価 デー タ と して活 用 され,願 わ くば具

体化 後 の事 後評 価 デー タ のた め のベ ンチマー ク として参 考 とされ るな らぽ幸甚 で

あ る。
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1.イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ユ ー テ ィ リ

テ ィ の 市 場 性 に 関 す る 問 題 点 の 検 討

と 展 望

この章 では生 活情 報 に関 す る イ ンフォ メー シ ョン.ユ ー テ ィ リテ ィ(以 下

IU)の 市場 性 を需 要 者 の側 か ら眺 め た場 合 に考 え られ るい くつ か の問題 点

に触 れ,各 市場 の 大 きさ と広 が りにつ い ての概 括 的 な展 望 を描 く。

A

、

1.11Uへ の一 般 的 期待

必 要 とす る情 報 がす ぐ入取 で き る装 置や サー ビス に対 ず る期 待 は,予 想 された

以 上 に大 きい。.その種 の もの に期待 す る と答 えた 人は67.4%で あ る。 た だ し,

そ の期待 の 強度 は あ ま り強 い とい えず,「 是 非 ともほ しい 」 と思 ってい る ものは

そ の うち の33.49・ で,全 体 の約2割 程度 で あ る。現状 で は,当 然 の こ とな が ら

漠 然 と した期 待 に とど ま って い る といえ る 。

IUに 対 す る期 待 を,対 象 者 の 層性 別 に み る と,年 令 との関係 がは っ き りみ ら

れ,若 年 層 ほ ど期待 して い る もの が多 い 〔図1-1〕 。 性 別 でみ た場合,男 性 の

方に期 待 が若 干多 い もの の さ した る特徴 では な い。 世 帯年 収 別 にみ て も差 はみ ら

れ な い 。 〔図1-3〕 期 待 しな い 人の理 由 を きい てみ る と,そ うした装 置 ・サ ー

ビスを作 る こ と自体 に反 対 す る強 い否 定 的意 見 には,次 の比率 の結果 にな ってい

る。

*そ うい うもの は 人を怠 惰 に させ るか ら27.6%

*欲 しい情 報は 自分 で苦 労 して探 す の が楽 しみ だ か ら …… …27.6%

*情 報 で社 会 が管 理 され て しま うお それが あ るか ら26、5%

この種 の強い 否定 的意見 よ りも,期 待 しな い理 由 の1位 に あげ られ て い るもの

は,「 そ うい う体 制 を つ くる よ り先 に解 決す べ き問題 が 社 会 に沢 山 あ るか ら」 と'
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〔図1-1 .〕IUへ の 期 待(男 女 別)

全 体

男

女

〔図1-2〕

～19才

～29才

～39才

～49才

50才 ～

〔図1-3〕

100万 円未満

]50万 円未満

200万 円未満

250万 円未満

300万 円未満

40p万 円未満

500万 円未満

期待する
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勾'03(OÌ1̀勾84.('lIー

D̀11(

'旬3㊤

「'
''一'

'

/

＼

勾63(,̀10

1)263(11̀Il)95佗

)62@
ヨ

「
、

∠

1
、

0

ーめ9G̀̀̀'1)017(

/

＼

)943(「

η62(

カ92(

oo】

4̀̀

1

働
疏1'p̀

1
)313(

.

、、、q、、.076、、、、、、

の92(

)22⑬助0(

傷
卿±.、、、、、、、、、、̀＼、、、、̀0

-

1

,
1

.̀

D2㊦

/
)O↑64(の4⑫

旬70〔

.

/

＼

60〆1ー
ー)620F-Il」

、①0⑫

一'
''

'

〕93⑱
、、、、

40.'̀̀

`
.)973.(」1一一,」η8佗

/

501}

`の4臼Il■̀」

⑳

め82(

r

`

`

|

ー

1
`

l
I

l

∨

、
・

`

`

`

`

■7

'

、

＼
'501̀

lD7口IÌ1
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〔図1 .-4〕 各 種 情 報 へ の 要 求 度

情 報 の種 類

L'食 べる こと

2.健 康

3.着 る こ と

4.住tい

5.交 際

6.学 ぶ こ と

7.余 暇 活 動
レ シ ヤ ー

8移 動

金 銭 ・家計9. のや りくり

10.仙 く こ と

'

悩 み ご と11. もめ事処理

0

全 くいら祇'
050(Ll)

`■ ■`・,``.100

是非…}注しい(27.0) ま あ ま あ ほ し い(44.1) それ程で もない(25.3)
無
回
答

ミ
(50.8) (39.0) (9.6)

/

(17.7) (45.8) (30.3) (3.9

＼ ＼ ＼＼

(26,4) (44.4) (24.4)
、

・・…1

(143) (44.1) (35.1) (5.6)

＼
.

(33の (43.3) (19.7)

///

(24.4) (44.9) (23、9) (4,5)

(6.5) (29.2) (435)》 (14.9)

/

(29,8) (348)・(28.1)(5.6)

/

(223) (43.3)(26.7)(6.5) 、

フ ・
(15,7) (33.7) (34,8) (13.5)

1●II'・ ■ ■
.

/

/

50 100

A

.4

へ
θ

一4一



骨

い う時期 を 問題 に す る若 干弱 い 否 定 的見 解 で ある 。 また,そ れ らの装 置 ・サ ー ビ

スを具 体 的 に想 像 で きない ことか ら起 る反 対理 由 には,次 の比 率 で回答 さ れ てい

る。

奪 で きた として も内容 が貧 弱 と思 うか ら15.9%

*装 置を 買 った り,問 合 わせ た りす るの にお金 が か か りそ うだ か ら

14.7%

*自 分 は それ ほ ど情報 を求 め てい な いか ら23 .5%

その よ うな装 置 ・サ ー ビスに対 す る期待 は,情 報 の種 類 に よって変 わ っ てい る。

期待 す る と答 え た もの に対 して情報 の種 類(大 分類,例 えば食関連,健 康 関連etc)

別 に,そ れ らの装 置 ・サ ー ビ スの必 要 度 を きき,そ の結果 〔図1-4〕 必 要 度 の

高 さの順 に,情 報 を な らべ てみ る と次 の よ うにな る。健 康 ・食 生 活 ・住 宅 な どの

情報 に対 す る期待 が高 い こ とは 当然 だ が,そ れ に対 等 に,教 育 関連 情報 に対 す る

要 求 が強 い こ とは 注 目さ れて よい。

1位.

2〃

3〃

4〃

5〃

6〃

7〃

8〃

9"

10〃

11〃

健康 関連情報

食生活関連情報

教育関連◆情報

住関連情報

余暇活動関連情報

労働関連情報

家計関連情報

衣関連 情報

交際関連情報

悩 み関連 情報

.移 動関連情報

89.0%(

77.1%

77.0%

70.8%

69.3%

65.5%

64.6%

63.5%

58.4%

49.4%

35.7%

「非常 に欲 しい 」 「まず

欲 しい 」 の比率)

要 求度 の高 い情 報 の種類 は,男 女別 にみ た場合,か な り差 がみ られ る。 次 にみ

る よ うに,男 性 は 女性 に く らべ て,余 暇活 動 ・労働 に関 す る情報 を求 め てい る も

の が多 いが,女 性 の方 は,食 生 活 関連 情報 ・衣 関連 情報 を求 め る ものが 多 い。労
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働 や,食 ・衣生 活情報 に み られ る差 は 当然 であ るが,余 暇 活 動 に対 す る情報 志 向

性 が 異 な る とこ ろが注 目 され る。

また,要 求 度 の順位 で男 女 差 が み られ ない情報 でも,家 計 ・交 際 関連 情報 には

女 性 に要 求 が多 く,悩 み,移 動 に関 連 す る情報 には男性 の要 求 が多 くむ け られ て'

い る特徴 が あ る。

男 性 女 性

1位 健康 88.8% 健康 90.7%

2 教育 76.3 教育 77.4

3 余暇 75.0 食 74.6

4 住 71.7 衣 73.1

5 労働 71.7 住 70.0

6 食 8&8 家計 66.6

7 家計 61.8 余暇 65.2

8 交際 55.9 労働 60.8
`

9 悩 み 520 交際 60.3

10 衣 50.7 悩み 47.5

11 移動 42.8 移動 30.4

年 令別 に情報 志 向性 を み た 場合 に も,顕 著 な傾 向 がみ られ る。IUに 対 す る一

般 的期 待 は,若 い年 令 層 ほ ど強 かっ たが,特 に,衣.交 際 ・教 育 ・余 暇 ・移動 ・

労 働 ・悩 み の関連 情報 には,高 年 令 層 に くらべ て若 年全 層 ほ ど要 求度 が強 い 。〔表

1-1〕 は,各 情 報 への要 求 度 を加 重 平均 値 であ らわ した もので あ るが,こ の表

をみ る と,上 記 の特 徴 以外 に,健 康 関 連情 報 は高 年 令 層 ほ ど,家 計 関連 情報 は20

代 ～40代 の 中年 令 層 に求 め られ てい る様 子 が わか る。住 関 連 情 報 の み 年 令 差 は

み られ な い。
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〔表1-1〕 各 種 情 報 への要求 度(年 令 別)

1.食 2.健 康 3.着 る 4.住 5.交 際 6.学 ぶ

全 体 1.99 2.40 1.79 1.93 1.68 2.1 .1

～19才 L77 2.23 2.12 1.85 2.12 2.38

～29才 2.03 2.34 1.88 2.03 1.55 2.15

～39才 2.04 2.46 1.70 1.89 1.71 2.13

～49才 2.01 2.40 1.80 1.94 1.74 2.06

50才 ～ 1.88 2.57 L47 1.71 1.55 1.78

7余 暇 8移 動 9.家 計 10労 働 11,悩 み

全 体 1.91 1.29 1.90 1.82 1.53

～19才 2.12 1.38 1.69 2.00 1.80

～29才 2.08 1.33 1.94 1.85 1.51

～39才 1.89 1.33 1.97 1.90 1.56

～49才 1.76 1.14 1.91 1.70 1.51

50才 ～ 1.52
●

1.24 1.69 1.58 L32

*加 重 平 均値 は,問3-2の 各 選 択 枝 「ぜひ 欲 しい」3点,「 まあ欲 しい」2

点,「 それ程 で も ない 」 に1点,「 全 くい らない 」 に0点 を与 えて,平 均 得 点

を計 算 した値 で あ る。 した が って,こ の値 が高 い ほ ど要 求 度が高 い とい える 。

1.21U期 待 と情 報 によ る損害 の経 験

問5で は,過 去一 年 間 に誤 った情 報 で損 害 を受 け た経験 が あるか ど うかを きい

てい る。 この よ うに,具 体 的 経験 を記 憶 に た よって調 べる方法 で は,実 態 そ の も

のを正確 に調 べ られ な い に して も,各 種 情 報 に対 す る対象 者 の あ る種 の 心理 的傾

向(例 えば,あ る種 の情報 は誤 りが多 い,信 用 で きな いな ど)を 知 るた め には 有

効 な データ で あ ろ う。
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被 害 経験 の多 い情報 の順 に な ら べて み る と,食 ・衣 といっ た 日常生 活 に密 着 し

た 情報 に よる被 害経 験 が多 い ことがわ か る。接 す る機 会 が多 い 情報 に よる被 害 が

多 い こ とは 当然 で あ ろ う。

情報 に よる損害 の経験 被害経験 あ りIUに 期待する

1位

2〃

3〃

4"

5〃

6〃

7〃

8〃

9〃

10〃

r11:・

連

連

連関

関

関

醐暇

食

衣

余

労 働 関 連

家 計 関 連

健 康 関 連

住 関 連

交 際 関 連

教 育 関 連

悩 み 関.連

移 動 関 連

17.2%

12.1

11.6

9.7

8.3

8.0

8..0

7.2

6.3

4.5

2.7

77.1%

63.5t

69.3

65:5

64.6

89.0

70.8

58.4

77.0

49.4"

35.7

情報 の被 害経 験 は,必 ず し も情報欲 求 へ とっ な が らな い。 被害 経 験 とIU期 待

との関 係 を対 応 させ て み る と,例 えば,「 健康 関連情 報 」は,期 待 度 が きわめ て

高 い の に,被 害経 験 は 少 ない 。 また,「 教 育 関連 情 報 」 につ い て も同 様 の こ とが

い え る。 したが っ て,被 害経 験 も多 く,IU期 待 度 も高 い食 関連,衣 関連 の情 報

は 市場 性 が高 い と当然 予想 され るが,他 の情 報 に関 しては,被 害 の実 態 を よ り詳

わ し く調 べ てみ る必 要 が あ るだ ろ う。例 えば,健 康 や教 育関 連情 報 は,誤 った情

報 を受 けと りなが ら,そ れが誤 りであ る と評 価 しに くい面 が あ る ことが 予想 され

るが,そ うした事 情 を この結果 は反映 してい るか もしれ ないか らであ る。

一8一

へ

4

、

σ



,β㌧

∀

'

1.31U期 待 の強 度 一情 報 欲 求度

各 種情 報 に対 す るIUの 必要 度 は 前 にみた が,情 報 の種類 を も う少 し細 く具体

的 に と り,ど の よ うな情報 に つい てIUの 期待 が生 じ てい るか をみ てみ よ う。

そ のた め,問3で,IUに 「期待 す る」 と答 えた も のだけ を と りあげ,そ れ ら

の 層 が,問1-Bで,各 種 の具 体 的情 報 に どれ ほ ど欲 求 を持 ってい るかを みた。

次表 〔表1-2〕 は,IU期 待 層 の各 種 情報 へ の期 待 度 を加 重平 均 で と り,要

求度 の高 い順 に全郷 の情 報 を な らべ た もの で あ る。 これ でみ て明 らか な よ うに,

IUを 期待 す る層は,「 家庭 ・医 学 情報 」,「 環境 汚染 ・公 害 情 報」,「 医者 ・

医 院 」,「 医 薬 品 」 とい っ た健康 関連 情報 のなか で,日 常 生 活 と深 い関 連 を持 つ

情報 へ の欲 求 が強 い。 そ の他 上位 に位 置づ け られ て い る情報 も,こ れ と同 じ よ う

に,日 常生 活 で利用 頻 度 の多 い情 報 で あ る。

〔表1二2〕IUへ の期待 度

対 応 ◆ IU期 待者の IU期 待者の

順 位 情 報 の1種 類 要 求 度 情報所有水準
コー ド (加重平均値) (加重平均値)

1 9家 庭.医 学 情報 1.93 1.71

2 11環 境汚 染.公 害情報 1.88 1.64

3 8医 者.医 院 1.83 1.67

4 10医 薬 品 1.70 1.66

5 51税 1.62 1.48

6 6買 物 L58 1.67'

7 24冠 婚 葬 祭 1.50 1.58

8 47預 貯 金 i.50 1.70

9 56事 故.も め事 処理 1.49 1.38

10 18住 宅.土 地 購 入 1.46 1.40

11 28進 学 L45 L70

12 40旅 行 L42 1.74

13 50保 険.年 金 1.41 1.55

14 3特 別の目的のための食事 1.39 1.49
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順 位
対 応 情 報

の 種 類
IU期 待者の
要 求 度

IU期 待者の

情報所有水準
コ ー ド (加 重平均値) (加 重平均値)

15 12体 力の維持向上 1.38 1.47

-
・16 27話 し方.手 紙 の書 き方.電 話 のか け方 1.38 1.76

17 32育 児.し つ け 1.35 1.67

18 17買 物(衣 類) 1.32 1.56

・

18 52転 就 職 1.32 1.40

20 15衣 服 の手 入れ.保 存 1.30 1.61

21 1毎 日の献立 1.27 1.60

21 22住 宅設備情報 1.27 1.59

21 39日 常 レ ジ ャ ー 1.27 1.74

24 2特 別あ日の食事 1.26 1.60

24 7外 での食事 1.26 1.71

24 23家 屋 の維 持.修 理 1.26 1.48

24 46天 気.気 象 1.26 1.71

28 13身 だ しなみ.化 粧.着 こな し 1.25 1.77

29 33知 識.教 養.語 学etcの 修 得 1.23 1.52

30 36観 賞 1.22 1・74

31 4手 づ く りの料理 1.20 1.47

31 21室 内装 飾 1.20 1.61

31 45交 通 1.20 1.59

34 48投 資 1.20 1.37

35 30子 供の学力向上 1.18 1.51

36 49ロ ー ン 。ク レジ ッ ト 1.17 1.47

37 16衣 関 連 の用 具.器 具 1.16 1.61

38 44自 家用車 1.14 1.53

39 5食 関 連 の用 具.器 具 1.12 1.49

40 31子 供の体力向上 1.12 1.43

41
'
29子 ど もの情 操教 育 1.10 1.50

42 34創 作活動 1.10 1.48

43 25同 好 会.サ ー ク ル ・ク ラ ブ 1.07 1.39

44 42各 種 スポ ー ツ 1.02 1.61

45 53サ イ ドビ ジ ネ ス 1.01 1.23

46 14洋 裁.和 裁.あ み もの 0.99 1.50

47 57精 神 的.肉 体 的 悩 み ご と解 消 0.98 1.39

48 54パ ー トタ イ ム 0.93 1.29
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順 位 対 応 』 情 報 の 種 類
IU期 待者の

要 求 度

IU期 待者の

情報所有水準

コ ー ド (加 重平均値) (加重平均値)

49 35け い こ ごと 0.91 1.43

50 55実 務教 育 0.89 1.33

51 20造 園 0.82 1.30

52 26結 婚 相談 0.79 1.28

53 37ゲ ー ム 0.75 1.50

54 19別 荘 0.75 1.17

55 43ペ ッ ト飼 育 0.72 1.47

56 41蒐 集 0.59 1.35

57 58宗 教 0.54 1.29

58 38ギ ャ ン ブ ル 0.44 1.29

また,こ れ 以外 に注 目す べ き特 徴 は,要 求 度 が 上位 にあ る情 報 の なか を み てみ

る と,ほ とん どの人間 に共 通 して求 め られ る と思 わ れ る一般 的情 報 と,特 定 の層

に特 に必 要 と され る特 殊 的情 報 が あ る こ とが わか る。

例 えば,健 康 関連 情報 は病 人,あ るい は病 人を持 つ世 帯 の 人間 に と って特 に重

要 だ とい う意 味 で は特 殊 的情 報 か も しれ ない が,他 の健康 人に と って も無視 で き

な い こ とか ら,あ る程 度 の一般 的情 報 で あ ろ うが,税 ・事故 ・もめ事処 理 ・住 宅

・土地 購 入 ・進 学 ・育 児 の しつけ
,転 就 職 な どは,そ れ らの事 件や 事 実 ・経 験 に

遭 遇 して い る 人,あ るいは遭 遇 した 人に特 に意 識 され る情報 で あろ う。 したが っ

て,こ れ ら の情 報 は,一 般 の人間 に とってみれ ば必 要 度 が少 ない に もかか わ らず

当事 者 に とっ てみれ ば不 可欠 の情 報 で あ り,加 重 平 均値 に よ る順 位 以上 の要 求 度

があ る とみ な けれ ば な らない 。

そ の意 味 で は,比 較 的 下位 に あ る情 報 .(例 えば,投 資 ・子 ど もの学 力 向上,

な どの教 育関連,・ 一 ン ・ク レジ ソ ト,etc)も,IU市 場 と して無視 で きな

いo

問題 は,そ れ らの特殊 的情報 を現 実 に必要 とす る層力㍉ 実 数 と して どの程 度 い

るか,と い うこ とで ある。 問1-Bで,そ れ ら各 種 情 報 に欲 求 を持 ってい る人 の

実 数 は わ か るが,情 報欲 求 が 自覚 化 され た ものだ け でな く,客 観 的 に,そ れ らの

『1仁



事 件 ・経 験 に遭 遇 して い るも のが どの程 度 の数 い るかを,別 の資料,あ るいは実

態 調 査 に よ って お さ えて お く こ とが必要 で あ ろ う。

1.41U期 待者の情報所有水準 と情報欲求度

IUを 期待 す る層 の特徴 を 明 らかに す るた め,こ の層 が各 種 情 報 を現在 どの程

度 持 ってい るか(情 報 所 有水 準)と,そ の各種 情報 にどの程度 欲 求を 持 って い る

か(情 報 欲 求 度)と の関連 を みて み よ う。

〔表1-2〕 は,こ の両 者 の関係 をみ るため に作 成 した もので あ る。 これ で み

る と大 ざっ ぱな傾 向 と しては,情 報 要 求 度 の高 い情 報 は,そ の所 有水 準 も高 い と

い う相 関 が み られ る。IUの 市 場性 を 考 え るな らぽ,情 報 所 有水 準 が低 くて,情'

報 欲 求 度 の高い も のが もっ とも市 場性 が高 い とい え るが,そ うした情報 は少 ない。

情 報 所 有水 準 と情報 欲 求 度 の相 関を み るた めに,〔 表1-2〕 を 図示 した のが 〔

図1-5〕 であ る。 これ で み る と,所 有水 準 と欲 求 度 の相関 で,全 体 の傾 向 か ら

とび出 てい る もの を ひろ うと次 の情 報 であ る こ とが わか る。
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A群:所 有水準 と くらべて欲求度 の高 い情報

9

・

1

&

0

工

6

&

1

1

5

に
∨

-

家庭 ・医学情報

環境汚染 ・公害情報

医者 ・医院

医 薬 品

税

事故 ・もめ事処 理

住宅 ・土地購入

B群:所 有水 準 に くらべ て欲 求 度 の低 い情報

38.ギ ャ ン ブル

5&宗 教

41.蒐 集t

43.ペ ッ ト飼 育

37.ゲ ー ム

A群 の情報 がIUへ の市 場性 が高 い こ とは,当 然 予 想 され る と ころで あ るが,

B群 が ま った く市 場性 が低 いかは安 易 な結論 は 出 せ ない だ ろ う。

なぜ な らば,情 報 欲 求 度 が低 い とは い え,現 段 階 で情 報 所 有水準 が比較 的 高 い

とい うこ とは,そ れだ け その情報 へ の関 心 が あ る とい うこ とで もあ るか らだ。 し

た が って,こ の種 の情 報 は 関 心を 持 た れ なが ら も,情 報 欲 求 と して顕 在 化,自 覚

化 さ れ るの が押 え られ てい るの か も しれな い。(例 えば ギ ャ ン ブル情報 。)

こ の よ うな事 情 は,A・B群 以 外 の情 報 につい て もい え るだ ろ う。 した がっ て

個 々の情報 に つい て,そ れ が,さ きにみた一 般 的情 報 か,特 殊 的情 報 か!一とい う

問題 にあわ せ て,所 有 水 準 と欲 求 度 の関 係 が ど うい う意味 を特 って い るかを詳 わ

し く検 討 しな けれ ばな らない だ ろ う。

IUの 市場性 を,A群 ・B群 以外 の情 報 につ いて も検 討 す るた め,次 の 〔表1

-3〕 を作 ってみ た 。す なわ ち,IUの 期待 者 の みに つい て,各 種 情 報 の所有 量r・

の大 きい順 に1位 ～19位 までを 所有 最 大 の情報 群,20～41位 を所 有 最 中 の情報
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群,42位 ～58位 を所 有 最小 の情 報群 と し,そ れ ぞれ の群 の 情報 に対 して,ど の

程 度欲 求 が もたれて い るか,所 有 量 と欲 求 度 の関係 を表 示 した。

〔表1-3〕

情報慧 求 1位 一19位 20位 一41位42位 一58位

27話 し方,手 紙 の書 き方 21.室 内 装 飾42.各 種 ス ポ ー ツ

電話のかけ方 13.身 だ しなみ.化 粧.着 こな じ

1位 40.旅 行 36.観 賞

9.家 庭 医学情報 39.日 常 性 レジ ャ ー

47預 貯 金 7外 での食事

.28.進 学 46.天 気.気 象

8.医 者.医 院 15.衣 服 の手入 れ.保 存

6.買 物(食 品) 16.衣 関 連 の用 具.器 具

19位
32.育 児.し つ け

10.医 薬 品

11.環 境汚 染.公 害情 報

24.冠 婚葬 祭 1.毎 日の献立 29.子 ど もの情操教 育

17買 物(衣 類) 2.特 別 の 日の食事 14.洋 裁.和 裁.あ み も の

20位 50.保 険'年 金 22.住 宅設 備情報 37ゲ ー ム

3.特 別 の目的 のた め の食 45.交 通 34.創 作活 動

事 44.自 家 用 車 43.ペ ッ ト飼 育

5L税 33.知 識.教 養.語 学

12.体 力 の維持 向 上 30.子 ど もの学力向 上

5.食 関 連 の用具.器 具

41位 23家 屋 の維 持.修 理

4.手 づ く りの料理
'

49.ロ ー ン.ク レ ジ ッ ト

18.住 宅.土 地 購 入 31.子 どもの体力 向 上 35.け い こ ご と

52.転 就 職 48.投 資 25.同 好 会.サ ー クル.ク ラブ

56.事 故 ・もめ 事処 理 57精 神的 。肉体 的悩 み

42位
.

'41
.蒐 集

55.実 務教 育

20.造 園

54.パ ー トタ イ ム

26.結 婚 相談

38.ギ ャ ン ブ ル

58位
58.宗 教

53.サ イ ド ビ ジ ネ ス

19.別 荘
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この よ うに表示 した場 合,IU期 待 者 の なか で,所 有 量 が小 さ く,欲 求 度が高

い情報 が市 場性 が もっ とも高 い だ ろ うし,所 有 量 中位,欲 求 度強 が その 次 に,ま

た,所 有 最 上位,欲 求 度強 が それ にっ い で市 場 性 が高 い とい え るだ ろ う。

この よ うな観 点 で,IUの 市場 性 が高 い情報 の 特徴 をみ る と,

1.特 別 な事 件 ・経験 を も った 層 が要 求 す る情 報 … … …住 宅 .・土地 購 入 ・転 就職

・事故 ・もめ事 処理 ・進 学 ・育児 ・しっけ

2.多 くの 人が特 別 な機 会 に必 要 す る情 報 …… …冠 婚葬 祭 ・保 険 ・年金 ・特 別 の

目的 のた め の食 事 ・税 ・旅 行 な ど

3.多 くの 人 が 日常 必要 とす る もの で,特 別 な注意 を必要 とす るよ うな情報 ……

…話 し方 ・家 庭 医学etc

∀

1.51Uの 市場性 一 大分類の情報種類でみた場合

詳 細 な,具 体 的な情 報種 類 ご との市 場 性 に つ いて は次 章 で検 討す る こ とに して,

ここで は,食 関連 とか衣 関 連 とか の大 まか な分 類 で 情報種 類 を み た ときの市場 性

に つ いて,お お よそ の検 討 を加 わ えて お こ う。

〔図1-6〕 は,そ れ ら各 種 情報 の期待 の程 度 を み た もの で あ る。前 に あげ た

〔図1-4〕 は,IUを 期待 す るも のを100%と した ときの情報 必要 の程 度 別 の

分布 をみ た もの であ るが,こ の 〔図1-6〕 は,IUを 期待 す る しない にか かわ

らず,全 対 象 者 を100%と した値 を図 と した もの で あ る。 したが って,図 の なか

で濃 く示 され た部分 の多 い情報 ほ ど市 場 性 が高 い と,お よそ の検 討 が可能 で あ る。

な お,白 地 の部分 はIUそ の ものを期 待 しない もの,お よ び,期 待 す るが,必 要

度 を答 え なかつ た ものが ふ くまれ て い る。

まず市 場 性を 判 断す る基 準を少 し甘 くとって,「 非 常 に欲 しい 」 と 「まあ まあ

欲 しい 」の比 率 を合計 した値 を とって み る と,そ の値 の高 い順位 は次 の よ うに な

る。

また,市 場 性 の判 断基 準 を よ り辛 くと った 場合(「 非常 に欲 しい 」 の比 率 の み)
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には,市 場 性 の順 位 は次 の よ うに な る。

市 場 性 の 判 断の 基 準 を 甘 くとっ た場 合 と,辛 くとっ た場 合 で,市 場 性 の順位 が

大 き くか わ るのは 家計関 連 情 報 であ る。す なわ ち,甘 い基 準 の場 合 には7位 と低

か ったの に対 して,辛 い基準 の場 合 には3位 にあが っ て くる。

IUの 市 場 性(甘 い基準 を とった場 合)

1位:健 康 関連 情 報

2":教 育 関連 情 報

3〃1食 関連 情報

4〃:住 関連 情 報

5":余 暇 活動 関連 情報

6":労 働 関 連情 報

7〃:家 計 関連 情報

8":衣 関連 情報

9":交 際 関 連情 報

10〃 二悩 み関 連 情報

11":移 動 関連 情報

IUの 市 場性(辛 い基 準 を と った場 合)

1位:健 康 関連 情報

2":教 育 関 連情 報

3":家 計関連 情 報

4":食 関連 情報

5〃:住 関連 情 報

6":余 暇 活動 関連 情報

7":労 働 関連情 報

8":衣 関連 情 報

9〃:悩 み 関連 情報

一18一
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51.8
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47.6
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10位:交 際 関連 情報

11":移 動 関連 情報

9.6%

4.3

した が って,IUQ市 場 性 を 予測 す るた めに は,必 要 度の基 準 を どの程 度 で き

るか とい うこ と と,必 要 度 の比 率 が どの程 度 あ るか に よって総 合 的 に判 断 され る

べ きで あ る。 この意 味 では,市 場性 が高 そ うな情 報 として確 実 とい え そ うな りは,

健 康 関 連 情報.教 育 関連 情報 とい え る。

IUの 市 場性 を 別 の 角度 か ら検 討 してみ よ う。 〔表1-.4〕 は,IUを 期 待 す

る もの と,期 待 しな い もの にわ け て,各 種 情報 にっ い'て,情 報 の所有 水 準,欲 求

度 を みた もの で あ る 。数値 は,問1-A.Bで 各 種 情 報 の所有水 準,欲 求度 の加重

平 均値 が得 られ るが,そ れ を情 報 の大分 類 別 に平 均 した ものを とっ て ある 。 これ

に よつて,大 分 類 でみ た情報 種類 の,所 有 水 準,欲 求 度 があ らわせ る。

IU期 待 層 と,期 待 しない 層 の所 有水 準 ○欲 求度 の差 が大 きい情報 ほ ど,IU

期 待 の濃 度 が高 い とい うこ とは,そ う無 理 な判 断 では な いだ ろ う。

〔表1-4〕IU期 待 の有 無 別 にみ た情報 所 有 ・欲 求 度

v.期 待の有無別情報所有水準 W.期 待 の有無別 情報欲求度

期 待 有 期 待 無 期 待 有 期 待 無

1.食 関 連 1.57 1.54 1.29 1.12

2.健 康 1.85 1.61 1.74 1.65

3.衣 1.61 1.61 1.20 1.11、

4.住 1.42 1.36 1.12 0.99

5.交 際 1.50 1.43 1.18 0.97

6,教 育 1.55 1.43 1.23 1.01

7余 暇 活 動 L53 1.48 0.94 0.81

8.移 動 1.61 1.53 1.20 0.91

9.家 計 1.51 1.46 1.38 1.20

1α 労 働 1.31 1.23 1.04 0.82

1L悩 み 1.35 1.30 1.00 0.81

この よ うに,IU期 待 者 と非期 待 者 の間 の,情 報 所有 水準 と欲 求 度 の差 で順位

を み る と,こ れ まで み て きた順位 と,だ い ぶか わ った ものに な る。 も ち ろん,こ

一19一



の順 位 力㍉IU期 待 の濃 度 であ る と単純 に はい い きれ な い 。差 がな い とい うこと

は,期 待 者 も非期待 者 も,同 程 度 所 有,欲 求 して い るか ら と もい え るか らで あ る。

例 え ば,健 康 関連 情報 は,情 報 欲 求 度 の差 では9位 で あ るが,こ れ は,上 記 の事

情 が働 い てい る ともいえ る 。

IU期 待 者 と非期 待 者 の情報 欲 求 度 の差

1位:移 動 関連 情報

2〃:教 育関 連 情報

3〃:交 際 関連 情報

4":悩 み 関連 情 報

5〃:家 計 関連情 報

6〃:労 働 関連 情報

7〃:余 暇 活動 関連 情報

7〃:住 関 連情報

g〃:健 康 関連 情報

9〃:衣 関連 情…報

11〃:食 関連 情報

IU期 待者 と非期待者 の情報所有水準の差

1位:健 康 関連情 報

2":教 育 関連情 報

3":移 動 関連情 報

3〃:労 働 関連 情報

5〃 二交 際 関連 情報

6〃:住 関 連 情報

7":余 暇 活動 関 連 情報

7":家 計 関連 情報

7〃:悩 み関 連情 報
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10位 食 関連情 報

11"衣 関 連 情報

0.04

0.00'

した が っ て,こ こで は,い ま まで の順 位 と くらべ て,特 殊 な 変化 を 示 した情報

に注 目 して み る ことが必 要 で あ ち う。

まず,所 有水 準 の差 で み る と,こ の特 徴 を示 す ものは,移 動関 連 情報 ・交 際関

連 情報,で あ り,情 報 欲 求 度 の 差み る と,移 動 関連 情報 ・交際 関連情 報 ・悩 み関

連 情 報,な どで あ る 。お そ ら くこれ らの情報 は,こ れ を求 め る特 殊 な 層 が い る と

い う特 殊 的 な情 報 だ か らで あ ろ う。

1.61U期 待 者の 情 報 入取 障害 の 自覚 .

t

IU期 待 者 の別 の特 徴 を み るた め,こ れ らの層力㍉ 情 報 を入 叛 す る と きなん ら

Q・の障 害 を感 じてい るかを指 標 に してみ てみ よ う。問1-Cで,各 種 情 報 を入手

す る ときの問題1点を きい てい るが,こ の入取 障害 を 自覚 して い るほ ど,IU期 待

の切 実 感 は 高 い と思 われ る 。す な わち,現 在 情報 を 入取 す る場合 にな ん らか の問

題 点を 感 じ てい る ものは,そ れを 感 じてい ない もの に くらべ れ ば,期 待 の質 は よ

り高 い もの とい え るだ ろ う。

情報入取障害度(障 害 あ りものIU期 待 ・非期待別)

1一位:健 康 関連 情報

2":衣 関連 情報

3〃:食 関連 情報

4":家 計関 連情 報

5":住 関連 情報

6":教 育関連 情 報

7〃:労 働関連 情報

一21－

Iu期 待 者

89.9

87.4

85.6

85.0

83.4

8`2.6

82.6

IU非 期 待 者

79.8

80.0

77.9

75.8

70.0

70.2

69.8



8位:交 際 関連 情報

9〃 余暇 活動 関連 情 報

10"移 動関 連 情報

11〃 悩 み 関連 情報

81.9

80.2

79.3

79.3

72.9

69.5

66.9

69.6

こ こで は,具 体 的 に どの よ うな障 害 を感 じ てい るか は 問題 にせず,何 らか の問

題 あ りと答 えた 人が多 いか 少 ない か とい うこ とで,各 種 情報(大 分類 別)のIU

期 待 の質 を み てみ よ う。

情 報 入取障 害 あ りと答 え た ものが多 い順 に,各 種 情報 を な らべて み る と次 の よ

うにな る 。 こ こで も,健 康 関連 情報 へのIU期 待 は高 く,こ の情報 を期待 す る も

のは,単 に量 的 に多 い だけ で な く,そ の期待 の質 もか な り高 い とい え るだ ろ う。、

あ な み に;健 康 関連 情報 の なか で,こ の情 報 入 取障 害を あげ た ものが 多 い のは

次 の もの であ る。

&医 者 ・医 院 情報(g3.3%)

10.医 薬 品 情報(92.4%)

11.環 境 汚染.公 害 情 報(91.6%)

次 いで情 報 入 取 障害 を あげ た ものが 多 い の は,衣 ・食 ・家 計 とい った 日常 生 活

関 連情 報 で あ る。 その な か で も,次 の情 報 へ のIU期 待 の質 が高 い とい え る。

13.

2.'

1.

7.

15.

17.

6.

化 粧

特別 の日の食事

毎 日の献立

外での食事

衣服 の手入 れ

買物情報(衣)

買物情報(食)

(93.3%)

(89.9%)

(8&2%)

(8&2%)

(81.4%)

(81.4%)

(81.4%)

一22一

,A

い∀

戸

'



亀

51.税

16・ 衣 関 連 用 具 ・器 具

48.投 資

50.保 険 ・年 金

(86.6%)

(85.7%)

(85.7%)

(85.7%)

この観点 か らみ る と,教 育 関連 情 報 に対す る1.U期 待 は6位 で,今 まで の順位

と くらべれ ば低 くな って い る。 この情 報 は,こ れ よ り上位 にあ る情 報 と くらべ れ

ば,欲 求 の量 的側 面 は強 い けれ ど も,質 的側 面 は弱 い の か も しれ ない 。

情 報 の単位 を よ りこま か くみ る と,IU期 待 の質 が 高 い情 報 には,上 記 以外 に

は,次 の ものが あ る。

18.住 宅 ・土 地 購 入(90.8%)

40.旅 行(8&2%)

39.日 帰 性 レ ジ ャ ー(86・8%)

53..:サ イF .ビ ジ ネ ス(86。6%)

56.事 故 ・も め 事 処 理(86.6%)

9.家 庭 医 学 情 報 、(86.6%)

27.話 し 方 ・手 紙 の 書 き 方 ・電 話 の か け 方(85.7%)

32.育 児(85・7%)

36.観 賞(85・7%)

「

●
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2イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ ユ 一一テ ィ リ

デ ィ の 市 場 規 模 の 推 定

前 章 では 主 と して,生 活 情報 を構 成 す る主要 な タ イ プ(「 食 関連 」 「健康

関連 」 … …)ご とに様 々な角度 か ら市 場 性 の検 討 を お こな って きた。 この章

では これ らの各 タ イ プを構 成 す る個 別 の生 活 情報58項 目につ い ての市 場 の大

きさを,IUへ の期待 度 と情報 欲 求 と(・ う二 つ の尺度 を組 み 合 わせ る こ とに

よ り探 る こと にす る。

2.1分 析 の 視点

生 活 情 報 を 中心 と したIUの 市場 の大 きさ,あ るいは広 が りと一 口 にい って も,

現実の需要 ば;提 供 され る情報あ るいは情報を提供す る媒体(も しくは装置 ・機

器)に 需 要 者側 が支 払 うべ き コス トと,提 供 され る情報 に需要 者 が感 ず るベ ネ フ

元 ラ トの ・ミラ シ スで決 ま って くるわけ であ るか ら,現 実 にまだ供 給 体制 の具体 的

な 内容 が 固 まってい な い段階 で需要 量 を 的確 に予 想 す る ことは 難 しい といわ ね ば

な らな い だ ろう。 た だ し現 段 階 で イメー ジで き るIUの 体制 を 前 提 と して,様 々

な生 活情 報 を 需 要者側 が 日 ごろ どの程 度希 求 してい るの かを測 定 す る こ とは 可能

で ある。

今,調 査対 象 全 サ ン プルをS(年 齢18才 ～59才 まで の東 京都 民)と した場合

S==Sil+Si2+Si3+Sio

とい う構 成 にな ってい る と しよ う。

ここで

Sii=IUを 期待 し,か つ 生 活情 報iを 「非 常 に必要 」 と してい る人
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々

Si2=同 じ くIUを 期 待 し,か つ生 活 情報iを 「か な り必要 」 と して

い る人 々

SVa-IUを 期 待 し,か っ生 活 情報iを 「少 しは必 要 」 とし てい る 人

々

Si,=「IUを 期 待 しない 人 」 またはIUは 期待 して も 「生 活情 報i

は全 く必 要 と しな い」 人々の和

っ ま り,Siiは 現 段 階 で 予想 され る生 活情 報iに 対 す る ミニマ ム な需 要 量,Si1

+Si2+Si,は マキ シマ ムな需 要 量 とい え よ う。 もち ろん,先 に も述 べ た よ う

に,現 実 の需 要 量 は主 として コス ト/ベ ネ フ ィ ッ トの・ミラ ン スを通 して 決 ま って

くるわ けで あ るか ら,も し実 際 に供 給 され る情 報 が 非常 に高 くっ き(現 在 消費 者

が新 聞,雑 誌,テ レ ビ,ラ ジ オ,電 話 な どに支 払 う額 を は るか に越 え る よ うな額)

しか も提 供 内容 が貧 弱 で あ っ た よ うな 場合 は,こ こで算 定 さ れ た ミニ マ ム な需 要

量 を は るか に下 廻 るか も知 れ な い 。 また逆 に,コ ス トが安 く,内 容 が高 度 で あれ

ば,予 想 され るマキ シマ ム な需 要 量 を越 え る こと も当然 の こ となが ら考 え られ る。

したが って,こ こで求 め た,情 報 希 求 の 度合 に よ るマー ケ ッ トの広 が りは,単 に

IUに の ぜ る生 活 情報 の プ ライ オ リテ ィを把 握 し,事 前 選択 す るため に役 立 つだ

け で な く,実 際 にサー ビス体 制 が整 い可 動 した事後 の評 価指標 と して用 い る こ と

もで きる であ ろ う。 つ ま り,た と えば,「 ギ ャ ン ブル に関す る情報 」 へ の希 求 は

表2-1か ら も明 ら か な よ うに,「 医 者 ・医院 に関 す る情 報 」 よ りも希 求 され て

い る度 合 は低 い が,も し実 際 に両 方 の情 報 を扱 うIUが 出来 上 っk場 合 に現 実 の

マ ー ケ ッ トの規 模 が逆 転 し,「 ギ ャ ンブル に関す る情 報 」のIUの 方が は るか に

利 用 度が 高 い とい っ た事態 が起 った な らば,「 医 者 ・医院 に関 す る情報 」のIU

体 制 には 何 ら かの欠 陥(コ ス トが高 いあ るいは 内容 が適 当 でな い も し くはPR不

足)が あ る ので は ない か とい う問題 意識 を もっ こ とがで き るで あ ろ う。

え ノコ
以 上 の よ う な 意 味 か ら,本 節 で はSl1=Sii/S×100,Sl2=Si2/S×100,

ノ ノ

Si3=Si3/S×100,Si・=Si。/S×100を 調 査 結 果(問3「IUに 対 す る 期 待
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度 」,問1-B「 各 生 活 帖報 に対 す る欲求 」)か ら算 出 し,こ れ を提 示 す る と同

時 に,こ れ らの各 生 活情 報 を獲 得 す る場 合 に,日 ごろ 人 々がい か な る点 に問題 を

感 じて い るの か とい った 点 を か らみ 合 わせ て分 析 す る。

2.2推 定 結 果 の要 約 と検 討

表2-1はSil(IUを 期 待 し,生 活情 報iを 「非常 に必 要 」 と してい る 人々 の

パー セ ン ト)の 大 きい順 ,つ ま り ミニ マ ムな需 要 量 が大 きい順 に各 生 活情報 を リ

ノ ノ

ス トしてい る。 この表 でSil+Si2に つい て順位 を 求 め てみ る と,Siiの 大 き さ

の 順 とほ ぼ似 た 形 の順 位 づ け にな る。実 際,両 系 列 のス ピアマ ンの順 位 相 関係 数

ノ ノ ノ

はrsp(Sii,Sil+Si?)==一 ・O.9'2で あ り,両 者 の 順 位 に よ る 構1造 は ほ ぼ 同 じ で あ

ノ ノ ノ ノ

る こ と が わ か る 。 し か しSi1とSil+Si2+Si3と の 順 位 相 関 は か な り く ず れ てrsp

'

(ノ ノ ノ ノSil,Si1+Si2+Si3)=o.63にま で 下 る 。 こ の よ う な こ と か ら 考 え る と,sti、

ノ ノ ノ

+Si2+Si3を マ キ シマ ムな需 要量 と定 義 は す るがSi3部 分 は時 と場合 に よって

あ ま りあて にな らない部 分,選 挙 でい えば浮動 票 の よ うな もので あ る と考 えて お

ノ ノ ノ

いた 方 が よい と思わ れ る。 したが って 表2-1で はSilお よびSii+Si2ま で の

欄 に特 に着 目 して,市 場 規模 の 大 きい上位 グル ー プベ ス トテ ン附近 までを 眺 め て

み る と,第1章 で も触 れ た通 り次 の よ うな生 活情 報 が ク ロー ズ ア ップ され て くる。

家 庭 医学 情 報

環境 汚染 ・公 害 情報

医 者 ・医 院 に関 す る情報

税 に関 す る情 報

医薬 品 に関 す る情 報

住 宅 ・土 地購 入 に関す る情報

買物 情 報(食 関連)

事 故 もめ事 処 理 ・手続 きに関 す る情 報

進 学情 報

保 険 ・年金 に関 す る情 報

一一26-一
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セ

尺

預貯 金 に関 す る情 報

これ ら トッ プグ ルー プを 占め る生 活情報 に は,環 境 汚染 ・公 完 問題 ・イ ン フ レ・

物 価 高 ・住 宅 問題 とい った最 近 の社会 経 済 的環 境 の マ イナ ス側 面 と して クrJJ－ ズ

ァ ソ プされ る問題 に関 連 してい る もの が多 い。

… 方 ,市 場 規模 の大 きさ と して は,下 位 グルー プに属 す る生 活情 報 と して 次 の

よ うな もの が あげ られ る。

宗 教 に関 す る情報

造 園 に関 す る情報

蒐 集 に関 す る情報

ペ ソ ト飼 育 に関 す る情 報

ゲ ー ムに 関す る情 報

ギ ャ ンブル に関 す る情報

け い こご とに関 す る情報

糸吉女昏杓ヨ談情 報

'

観 賞 に関 す る情報

別 荘 に 関す る情報

衣 関連 の 用具 ・器具 に関 す る情報

精 神 的 肉体 的悩 み ご と解 消 のた め の情報

以 上の下 位 グル ー プにあが って い る生 活情 報 の 中 には レジャー 関連 情 報 が多 い

カ㍉ これ は レジャ ー活 動 が よ り個 人的 な 嗜好 に よ って多様 化 してい るた め,個 々

の 活 動別 には マ ー ケ ソ トが広 くな い ものが 多 い こ とに よる もの と考 え られ る。.ま

た 宗 教 や精 神 的 ・肉体 的 な悩 み ご とに関 す る情報 の よ うに,個 人の内面 的 な 問題

や障 碍 に関 して欲 求 力瀕 在 化 しに くい と い うこ とがあ り,需 要 は 少 ない と推 定 さ

れ て い る 。
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〔 衣2-1〕

(%)

順 対 コ
小 計 小 計 ノ

S,i・づ00

1

位

1生 活 情 報

応 ド

ゴi、 6i2 順

位
,ノ

Si汁Si2

ぎi3 順

位

'

,Si1ナ
Si2十Si3

〔Si汁3i2

+〆i3)

1 9.家 庭.医 学' 20.1 227 1 42.8 19.1 2 61.9 38.1

2 11.環 境 汚 染.公 害 19.7 21.0 2 4α7 21.6 1 62.3 377

3 8.医 者.医 院 19.1 203 3 39.4 21.2 4 60.6 39.4

4 51.税 15.3 170 5 32.3 24.8 11 571 42⑨

5 10.医 薬 品 14.4 20.8 4 35.2 25.0 5 60.2 398

6 18.住 宅. .土地 購 入 13.3 15.5 8 28.8 24.6 25 53.4 46.6

7 6.買 物 11.9 19.1 6 31.0 278 6 58β 51.2

8 56、 事 故.も め事 処理.手 続 き 11.7 16.4 10 28.1 25.9 22 54.0 46.0

9 28.進 学 109 148 13 25.7 25.5 32 51.2 488

10 50.保 険.年 金 102 14.5 15 24.7 30.4 18 55.1 44.9

11 47預 貯 金 10.0 18.7 9 28.7 28.2 12 56.9 43.1

12 52,転 就 職 9.6 15.3 14 24.9 24.3 38 49.1 50.9

13 32.育 児.し つ け 9.3 15.3 17 24.6 26.6 32 51.2 48.8

14 27話 し方.手 紙 の書 き方.電 話 8.9 14.8 18 23.7 32.8 16 56.5 43.5

ユ5 24.冠 婚 葬祭 8.7 20.7 7 28.4 318 3 61.2 38.8

16 40.旅 行 79 18.5 11 26.4 30.8 10 572 42.8

17 30.子 ど もの学 力 向 上 77 12.4 29 20.1 26.4 43 46.5 53.5

18 3.特 別 の 目的 のため の食事 75 18.7 12 26.2 30.5 14 56.7 43.3

19 17買 物(衣 服) 74 15.5 20 22.9 30.9 24 53.8 46.2

19 49.ロ ー ン.ク レ ジ ッ ト 74 10.2 37 176 32.3 35 49.9 50.1

]9 53.サ イ ドビジ ネ ス 74 75 44 14.9 26.8 47 41.7 58.3

22 29.子 ど もの情 操教 育 70 9.6 40 16.6 30.6 40 472 528

23 44.自 家 用 車 6.8 138 26 20.6 25.3 45 45.9 54.1

24 46.天 気.気 象 6.6 14.0 26 20.6 34.2 20 54.8 45.2

24 48.投 資 6.6 142 24 20.8 26.8 39 47.6 52.4

26 】2,体 力維 持 向 上 6.5 18.2 15 24.7 341 6 58.8 41.2

27 1.毎 日の献 立 63 12.5 35 18.8 39.1 9 579 42.1

28 45.交 通 6.2 14.5 25 20.7 28.9 36 49.6 50.4

29 22住 宅設備 6.1 16.1 21 22.2 32.0 21 54.2 45.8

30 13.身 だ しな み.化 粧.着 こな し 5.9 12.3 36 18.2 38.4 15 56.6 43.4

30 15,衣 服の手入れ,保 存 5⑨ 16.1 22 22.0 34.4 17 56.4 53.6

32 31.子 どもの体力向上 58 1L7 39 175 29.5 41 470 53.0

32 54.パ ー トタ イ ム 58 8.6 45 14.4 24.3 50 38.7 61.3
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〔表2-1〕 っ づ き

小 計 小 計 Sio-100
順 .

位

生 活 情 報 S[1 Si2 順

位
Sil十St2

Sl3 順

位

Sll十

Si2十Si3

(S1ビ トSl2

+S13)

34 33,知 識.教 養.語 学 などの修得 5.6 14.3 30 19.9 329 28 52.8 47.2

35 7外 での食事 5.5 14.4 30 19.9 36.9 13 56.8 43.2

35 21.室 内 装 飾 5.5 13.6 33 19」 33.5 31 52.6 474

35 23.家 屋 の維持.修 理 5.5 176 19 23.] 299 27 53.0 470

38 39。 日帰 性 レ ジ ャ ー 5.4 16.1 23 21.5 31.6 26 53」 46⑨

39 4.手 づ く りの 料理 5.1 13.8 34 ]8.9 33.9 28 52.8 472

40 2.特 別 の 日の食事 4.4 15.9 28 203 378 8 58」 41.9

40 5.食 関 連 の用 具.器 具 44 1L7 41 16」 36.7 28 52.8 472

42 34.創 作活動 43 11.] 42 15.4 35.7 34 51.1 48.9

42 42.各 種 ス ポ ー ツ 4.3 9.8 46 14.1 32.0 44 46.1 539

4455.実 務 教 育

4514.洋 裁.和 裁.あ み も の

4525.同 好 会.ク ラブ.サ ークル

4757.精 神 的.肉 体 的 悩 み ご と解 消

4819.別 」 荘

4936、 観 賞

5026.結 婚 相談

5116.衣 関 連 の 用 具.器 具

5235.け い こ ご と

5238.ギ ャ ンブ ル

5437.ゲ ー ム

5443.ペ ッ ト飼 育

5641.蒐 集

5720.造 園

5858.宗 教

4.1884912,7

4,09.34813.3

4.011.44215.4

3.99.64713.5

3.66.65110.2

3.516.430]9.9

3.27.05ユ]0.2

3.014.63717.6

2.68.15010.7

2.63.0585.6

2.45.85582

2.46.2548.6

2.23.7565.9

2.ユ7.0539.1

L84.1565.9

26.14939.06Lσ

33.34246.653.4

33.93749.350.7

31.04644.555.5

23.55533.766.3

35.11955.045.0

25.55235.7643

36.32353.946.1

34.65435.364.7

13,85819.480.6

28.55ユ36.763,3

26.85335.464.6

23.35629.270.8

32,44841.558.5

20.65726.573.5

図2-1の 横 軸 は各 生 活 情報 を入 手 す る場 合 に現 在 何 らか の問 題 点(障 害)が

あ る と した 人の割 合 を あ らわ してお り,縦 軸 は各 マー ケ ッ トの規 模(Sii+Si2)

を あ らわ してい る。各 生 活情 報 の位 置は 対応 す る番 号で示 され てい るが,各 点 の

ち らぽ りは,ほ ぼ右 上 りの直 線 の まわ りに回 帰 した形 を とっ てい る 。 これ は情 報

欲 求 が強 け れ ば,そ れ だ け 求め る情報 を得 るに際 して 問題 点 も また 多 い こ とを示
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して い る。 しか し,情 報 の種 類 に よって は同 じ程 度 の需 要 の大 きさを もつ と思わ

れ る。13番 の 「身 だ しなみ ・化 粧 ・着 こな しのた め の情報 」 と46番 の 「人 気 ・

気象 に関 す る情報 」 とで は障 害 の程 度 に大 き な差 が あ り,前 者 の方 が は るか に情

報 を入 手 しよ うとす る際 に大 きな問題 が横 たわ って い るこ とが 示唆 され る。 「身

だ しなみ ・化粧 ・着 こな しのた め の情 報 」 に関 す るそ の よ うな問 題 の代 表 的 な も

の は表2-4(50頁 参 照)で 明 らかな よ うに,「1"F.1分 のほ しい情報 や 知識 に ぴ

っ た りした ものが ない」 「手 間や お 金 が か か っ て手 軽 に得 られ な い 」 「同 じ よ う

な 情報 や 知識 が多 くて選 ぶ の が む つ か しい 」 な どで あ る。 した が って,こ の種 の

情報 を提 供 す るIUが,こ れ らの問題 点 を 的 確 に解 消 す る よ うな サー ビス を行 え

るな らば,需 要 者側 が そ のIUに 対 して感 じるベ ネ フ ィソ トは大 き く,市 場 は拡

大 方向 に向 か うで あ ろ う。逆 にそ の よ うな 問題 点 がIUに よっ て解 消 さ れな い の

ノ

で あれば,有 効 需 要 は ここ1で推 定 された ミニ マ ムな需 要(Sii)に も満 た な いか

も知 れ な い。 今 こ こで 一般 的 に いえ るこ とは 「身だ しなみ ・化粧 ・着 こな しのた

め の情報 」 に求 め られ てい るよ うな,個 々 人 に とって ユニー クな情 報 を 提 供 して

い くこ とは,IUと い え ど もか な り難 し く,技 術 的 には可能 にな っ て も コ ス トが

かか り,先 に代表 的 な問題 と して あ げ られ た 「手 間 やお金 が か か って手 軽 に 得 ら

れ な い」点 が増 幅 され て くるお それを 併 うで あ ろ う。 この よ うに考 えて くる と,

「身 だ しな み ・化 粧 ・着 こな しのた め の情 報 」のIU市 場 の広 が りにつ いて は,

推定 さ れた需 要 量 か らか な りの割 引 を して考 えて おか ねば な らない と思 わ れ る。

さて求 め る情 報 を 入 手 す る際 に考 え られ る問 題点(障 害)と して今 回 の調査 に

リス トされ た のは次 の7点 で あ る。

①

②

③

④

⑤

⑥

ど うや っ て手 に入 れ れ ば よいかわ か らな い

関 連 す る情 報 や 知識 が少 な す ぎ る

手間 や お金 が かか って手 軽 に得 られ ない

目分 の ほ しい情 報 や知 識 に ぴ った りした もの がな い

信 頼 で きる情 報 が 少 ない

同 じ よ うな情 報 や知識 が多 くて選 ぶ の がむ つか しい
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⑦ そ の 他

これ らの うち,「 その 他 」 は 除 い て 考 えれ ば,現 在 の段 階 で イ メー ジで きるI

Uの サー ビス体 制 を も って して,解 決 が相 対的 に容 易 で あ るの は㊦,③,⑤ では

な いか と思 わ れ る。

まず ① の 「ど うや っ て 手 に入 れ れ ば よい かわ か らない 」は,そ うで あ れば こそ

IUを 発 想 す るわ げ で あ るか ら,上 記7っ の問題 の うちで真 先 に解決 され る問題

で あ ろ う。次 に③ の 「手間 や お金 が か か って手軽 に得 られな い 」 につ い ては,「お

金 」 に コ ス トの問 題 がか らん で,や や 問題 は あ る と思 われ るが 「手 間 」 と,「 手

軽 」 さ に重 点 を お けば,IUで こそ簡 単 に解 消 され る障 害 で あ る とい い得 る。 ま

た ⑤ の 「信 頼 で き る情報 が少 な い 」 は,①,③ よ りも困難 度 は増 す と思 わ れ るが,

IUが しっか りした ア ン ・ミイ や機 能 を持 つ ことは,'IUサ ー ビス体制 の いわば ゾ

ル レンで あ るか ら,少 くと も既 存 の サー ビス体 制 よ りは,解 消 能力 にお いてす ぐ

れ てい る と考 えた い 。

残 りの ②,④,⑥ にっい て は,現 段 階 ではIUが 簡 単 に解 決 で き る問 題 で あ る

とア プ リオ リには 考 え難 い面 が あ る。 特 に④,⑥ につ い ては 先 に も述 べ た よ うに

解 決 し よ うとすれ ば,③ の 「お金 」 の問 題 が大 き くか らんで きて難 しい面 が でて

くるの では あ る まい か。

以上 の よ うな考 え 方か ら,わ れわ れ は先 に掲 げた図2-1の グラ フを修 正 して

図2-2を 描 い てみ た。 図2-2の 縦 軸 は図2-1の 縦 軸 と同 じ く,推 定 需要 量

Sii+Si2で あ るが,横 軸 は生 活 情 報iに 関 してIUを 「是 非 ほ しい」 とす る人が,

情 報 入 手 上 の問題 点 と して,①,③,⑤ に回 答 した割 合,Pb,P@,P⑤ の和PO+

P③+P⑤ を あ らわ してい る。

この よ うに して得 られた 図2-2の グ ラフ上 の各 点(58個 の生 活情 報)は 図2

-1の グ ラ フで得 た結 果 よ りも横 へのバ ラ ソキ が 大 き くなって い る。 今 この グラ

フ上 を バ ラ ツキ の レンジ の中 間 で タテ ・ヨコに分 割 して,図 に示 され るよ うに第

1象 限 か ら第W象 限 まで 区 切 っ てみ ょ う。 そ れ ぞれ の象限 は 次 の よ うに意 味 づけ

られ るで あ ろ う。
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第1象 限 ……1い 易規 模 大 て あ り,1Uがij・ え るベ ネ フ ィ ソト人

第1{象 限 … …ll∫ 場祝 寿莫人 で あ るが,IUが 与 え るベ ネフ ィ ソトは 小

箱 田象限 … …ll∫ 塒鳥↓模 は 小 で あ り,IUが 与 え るベ ネ フ ィ ソトも小

館]V象 限 …… 市場 規↓莫は 小で あ るが,1し が 与え るベ ネフ ィ ソ トは人

cしたが って,た とえば,18番 のr住 宅 ・L地 購入 情報 」 に対 しては推 定 市場 規

模 の水 準 がほ ぼ同 じであ る24番 の 「冠婚 葬 祭情 報 」 よ りも,需 要 者側 が よ りIU

に対 して のメ リッ トを感 じるで あ ろ うと思 わ れ る 。 とい うこ とは,他 の条 件 が…・

定 で あ る とす れ ば,24番 の 「冠 婚 葬 祭情 報 」 のIU需 要 は18番 の 「住 宅 土 地 購

入情 報 」の需 要 よ り割 引 い て 考 え なけ れ ばな らな い こ とを意味 す るであ ろ う。つ

ま り,現 実 に 「住 宅 」tt地購 入情 報 」 のIUが 整 え られ,有 効需 要 が100で あっ た

場 合 この デー タ の教 え る と ころは 「鋤 昏葬 祭 榊 艮」ua100の 有効 需要 ま期待 し

難 い とい うこ とで あ る。 もち ろ ん,実 際 の需 要 はPRの 巧拙 や 他 の マ ーーケテ ィン

グ要因 が複 雑 に絡 んで決 ま るか ら,こ れ らの 条件 が 不変 で あ るとい う仮 定 は 必要

で あ るが … …。

ち な みに18番 の 「住 宅 ・土地 購 入 情報 」 を入 手す る上 で の障 害 は 次節 以 下で述

べ る各 論 の 中 の表2-5(56頁 参 照)か らも明 らか な通 り,「 信 頼 で きる情 報

が少 ない 」(28%),「 ど うや って 手 に入 れ れ ば よい かわ か らな い 」(26%)で

あ り,・Uが 礼 ・れ らの 問齢 端 消す るサー ビス体制 でaseれ ば ・緩 者1貝1

はIUに 対 して メ リソ トを感 じな い こ とにな るであ ろ う し,需 要 も拡 大 しな いで

あ ろ う。'

A

?

戸

2.5生 活情報 タイプ別にみた市場の規模

この節 で は 生 活 情 報各 種 タ イ プを構 成 す る個 別 の生 活情 報 に対 して強 い欲 求 を

もっ階 層 の イ メ ー ジを描 き,市 場 の規 模 を 示 す 。 また これ と合 わ せ て情報 入 手 上

の問題 点 が何 で あ るか に も触 れ る 。
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2.5.1食 関連 情 報

この タ イプの情報 を構 成 す る生 活情報 は次 の 通 りて ある ・

L毎 日の献 立 に関 す る情 報

2.特 別 の 日の食 事 に関 す る情報(来 客 ・正月 ・ク リスマ ス ・パー テ ィな どの献

立や 演 出)

3.特 別の 目的 の ため の食 事 に関 す る情 報(美 容 ・老 人 ・病 人な どの ため0)献 こノ1)

4.手 づ く りの 料理 情 報(味 噌 ・漬 もの ・ケー キ ・果実 酒 の つ く り方 な ど)

5.食 関連 の用 具 ・器 具 に関 す る情 報(食 器 ・計 器 ・皿洗 機 ・オー プ ン ・鍋 な ど

の新 製品,上 手 な 使 い 方等)

6.買 物 情 報(お 買徳 占11・自然 食E無 公 害食 ・名物 ・珍味 な どの情 報)'

7.外 で の食 事 に関 す る情報(う まい もの屋 ・食 事 処 な どの 情報)

これ らの うち 「外 で の食 事 に関 す る情報 」 以外 は総 じて女 性,そ の うち て も特

に主 婦 が求 めて い る情報 で ある とい え る。

(11毎 日の献 立 に関 す る情 報

この情 報 の ス トック量 が多 い のは 女性,そ の うちで も主 婦 で あ る こ とは い

うまで も ない 。年 令別 では30代,40代 の 層の ス トックが 多 い。 また年 収別

の多 い 方が情 報 の ス トソクが多 い とい う傾 向が み られ る 。現在 よ り詳 しい情

報 の必要 性(情 報 欲 求)に 関 して も,や は り男性 よ りも女性,中 で も主 婦 が

よ り必 要 性 を 認 め て い るが,年 令別 では ス ト ック量 の少 い10代,50代 以 上

の 層 での 欲 求 が 強 い。

IUへ の 希求 度 とい う点 か らみ た市場 の 大 きさ に関 しては,マ キ シマ ムな

需 要 量(9i、+ばi,+S'i,)ま で とれば,全 項 目58個 中第9位 とか な り大 き く

な るが,ミ ニマ ムな需 要 量 までで あ る と27位 と中間 程度 の大 き さ にな る。

〔表2-1頁C参 照 〕 この よ うに希 求度 の程 度 で順 位 が変 動 す るのは,す

で に この種 の情 報 の流通 量 が大 き く,情 報 の欠 乏に困 って い る 人 が それ程 多

くは ない ため で あ ろ う。 した が っ て情報 入 手 の問 題点 と しては,「 自分 の欲

しい情 報や 知 識 にぴ った りした もの がな い」 や 「同 じ よ うな情 報 や 知識 が 多
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く て 選 ぶ の が む つ か[、 いiな ど が 多 くあ が っ て い る 、,〔 表2-2参 照 〕

〔 図2-3 .〕
ひ)、 ひ)一

二一 ぽ'

cり 一
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、oリ
ニ
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〔 表2-2〕
e

あな た の望 む情 報.知 識を 手 に 入れ た い場 合.

どん な点 が問題 なの で し ようか

ど ど 関 手 自 に 信 岡 多 そ

れ う 連 問 分 ぴ 頼 じ く

か や す や の つ で よ て

{こ

回

答

し

た

っ よ

て い

手 か

に わ

入 か

る
情
報
や 少
知 な

お手
金軽
が に
か 得
か ら

ほ た

しじ

闘
報 の

き
る
情
報
が

う 選

な ぶ

鱈
報 む
や っ

の

人 れ ら 識 す つ れ や が 少 知 か
の れ な が ぎ て な 知 な な 識 し
% ば い る い 識い い が い 他

毎 日の献立
全 体 82.8 9.7 ll.7 11.7 27口 10.4 19.5 ]2.5

1.に 関 す る 情 IUを 是非 ほ しい入 88.2 10.1 13.4 13.4 23.5 ll.8 22.7 13.4

報
IUを 期待 しない人 824 71 8.8 11.2 30.0 1L8 16.5 11.8

特別の日の
全 体 79.5 108 13.3 18.6 21.8 4.9 13.] ll.6

2.食 事 に関 す IUを 是 非 ほ しい人 89.1 ユ4.3 ]6.8 19.3 24.4 6.7 10.9 工2.6

る情報
IUを 期待 しな い人 771 11.2 9.4 13.5 ]82 5.3 13.5 . 13.5

特別の目的
全 体 79.7 12.9 18.4 7.2 16.9 1ユ.9 lLO 13.4

のた め の食3
,事 に関 する IUを 是非 ほ しい人 84.0 176 21.8 ll.8 15.1 ]4.3 118 10.1

情報
IUを 期待 しな い人 81.8 118 159 5.9 ]5.3 13.5 ]0.0 171

手 づ く りの
4.

全 体

IUを 是非ほしい人

744

80.7

104i玉29

115
,]13.4

12.5

14.3

]5.7

15.1

44

3.4

U2

176

16.l

l3.4

料理情報
IUを 期 待 し ない人 74.1 10.6 12.4 9.4 15.3 3.5 7.1 18.2

食関連の用
全 体 739 11.6 ]3.3 14.2 11.0 9.8 13.3 パ.9

5.具.器 具 に IUを 是非 ほ しい人 80.7 21.0 185 16.8 6.7 76 11.8 10.]

関する情報
IUを 期待 しな い人 70.6 1α0 8.2 8.8 9.4 山.8 』5.9 12.9

全 体 81.6 13.6 19.3 5.5 15.2 208 ユ5.0 8.5

6.買 物 情 報 IUを 是非 ほ しい人 874 16.0 26.1 59 13.4 26ユ 10.9 6.7

IUを 期 待 しな い人 81.2 124 19.4 4.7 14.1 206 14.7 10.0

外での食事
全 体 79.0 9.5 11.9 ll9 17.0 ]5.0 16.1 11.2

7に 関 す る情 IUを 是非 ほ しい人 88.2 工0.1 工2.6 ユ76 20.2 18.5 19.3 5.9

報 IUを 期 待 し ない人 78.2 112 ]0.0 8.2 !6.5 15.3 15.3 13.5
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令

(2)特 別 の 口の食 事 に関 す る情報

これ は,来 客 ・正月 ・ク リスマ ス ・パー テ ィー な どの献 立や 演 出 に関 す る

情 報 を指 してい る。

この情 報 の ス トック量 が多 い のは,性 別 では や は り女性 であ り,主 婦 であ

るが,年 令別 では50代 を除 い てい えば,年 令 が高 くな る程 ス トック量 が ふえて

い る。 また 職業 別 で は 専 門職や 企 業 経 営 者 ・管 理職 ・年 収別 で は 年収 が高 く

な る程 ス トソク が多 い傾 向 に あ る。 これは そ の よ うな 層程,交 際 もふ え必 然

.的 に こ うした情 報 の ス トックが多 くな るた め と考 えられ る。

これ に対 して情報 欲 求 は,性 別 では や は り女 性 の 方が高 い が,年 令別 では

ス トソク の少 い10代 や50代 の 人 々が強 い 。 また年収別 で も,300万 円～400

万 円未 満 層 を別 と して年 収 が 高 くな る程,欲 求 が 強 くな る とい った リニ アな

傾 向 は み られ ない 。

IUの 希求 度 か らみた 市場 の大 き さ とい う点 か らみ る と,マ キ シマ ムな需

要 量 は 「毎 日の献 立情報 」 と同 じ程 度 の規模 で あ るが,ミ ニマ ム な需 要旦 で

は,全 体 で40位 とな りか な り小 さな市 場 にな って くる。

情報 入 手 の問題 点 と しては 「毎 日の 献 立情 報 」 と同 じ く 「自分 にぴ っ た り

の もの がな い」 とい う点 が高 く出 てい るほ か,「 手 間や お金 がか か って 手 軽

に得 ら れな い」 があ が っ てい る。

●

℃ (3)特 別 の 目的 の ため の食 事 に関す る情報

こ れ は,美 容,老 人,病 人 な ど の た め の 献 立 に 関 す る情 報 を 指 して

い る 。

この情報 の ス トック量 が 多 い のは や は り女性 であ り,主 婦 で あ る が,年 令

別 では50代 を 除 き,年 令 が高 くな る程,ス トソクが多 い 傾 向 に あ る。 また職

業 別 で は専 門職 の 人 々の ス トック が非 常 に多 い。

情 報欲 求 の高 い のは,女 性 であ り,主 婦 で あ るこ とに変 りは な い が,年 令

別 では50代 層 の欲 求 が高 い。 ス トソク量 の多 い専 門職 は ス トソクが豊 富なた
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めか,そ れ 程 欲 求は 高 くな い〔,

lUの 【li場性 とい う観 点 では,マ キ シマ ムな 需 要 川で14位 ,ミ ニマム な需

要 品 で18位 で あ り,食 関 連情 報 の 中 では 高 い方 で あ る。

情報 入f"の 問 題 点 と して は,「 関 連 す る'hij報が少 なす ぎる」,「 自分 のほ

しい情報 ・知 識 にぴ った りした もの がな い」 が高 くあが って い るが ,同 時に

IUを 是 非期 待 す るグルー プで は 「ど うや って手 に入 れれ ば よい の か わか ら

ない 」,「 乎 間 や お金 がか か って手 軽 に得 られ な い」 あ るい は 「信頼 で き る

情報 が 少 ない 」 な ど,IUが で きれ ばか な り解 消 さ れ る と思 われ る問題 点 が

多 くあ げ られ てい る。 φ

(4)手 づ く りの料理 情報

これ は味 噌,漬 もの ,ケrキ,果 実 酒 な どの つ くり方に関 す る情報 を指 し

て い る。

この情 報 の ス トソク が豊 富 な の は ,性 別 では もち ろん女性 で あ り,主 婦で 一

あ る。 年 令別 で み る とや は り,年 令の 高 い 層 ほ どス トソクが豊 富 で あ る とい

う傾 向 が顕 著 で あ る。 情報 欲 求 も当然 の こ とな が ら,女 性 しか も主婦 が強 い。

年 令別 では40代 を除 け ば,年 令 が高 くな る程,情 報 欲 求 が強 くな っ てい る。

IUの 市場 の大 きさ とい う点 では,マ キ シマ ム な需 要量 で53%(28位) ,

ミ ニ マ ムな需 要量 で5%(39位)で あ るか ら..そ れ程 大 き くは ない 。 しか も

情 報 入 手 上 の問題 点 と しては,「 自分 の ほ しい情報 ・知 識 にぴ った り した も

の が な い」や 「関連 す る情 報 や 知識 が少 なす ぎ る」 な どが高 くあが って い る

の で,IUの メ リソ トは そ れ程 大 き くは な い よ うだ 。

(5)食 関連 の用具 ・器 具 に関 す る情 報

これ は食 器 ・計 ・皿 洗 器 ・オー プン ・鍋 な どの新 製 品,上 手 な 使 い 方等 に

関 す る情 報 を 指 してい る。

こ の情 報 にっ い て も,女 性 の ス トソクが男性 の それ よ り も多 い よ うで ある
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も

が,こ れ まで み て きた食 関連 情報 と異 って,そ の 差は 小 さい。 年 令別 では 年

令 が高 くなる程 ス トック の多 い傾 向 が顕 著 で あ る 。

情報欲 求 の強 いの は 女性 で あ り,ヒ 婦 で あ るが,年 令別 で は ス トソクの少

い10代 がか な り求 め てい る傾 向 がみ られ る 。 また 世帯年 収 でみ る と,年 収

の高 い 層程,欲 求 が強 い とい う傾 向 も読み とれ る。

IUの 市場 の大 き さとい う点 て は食 関連 情 報 の 中 では,最 も規 模 が小 さい

よ うに思 え る。 しか し,IUを 是 非 ほ しい とす る グルー プの情 報 入 手 の問題

点 と し て 「ど うや っ て手 に入 れ れ ば よい のか わ か らない 」,「 手 間や お金 が

か か って 手軽 に得 られ な い 」,「 信 頼 で きる情報 が少 な い 」 な どが多 くあげ

られて いる ところ か ら判 断 す れば,需 要 者側 か らは,「 毎 日の献 立情 報 」

や 「手 づ く りの料 理情 報 」 よ り喜 ば れ るか も知 れ な い。

t

(6)買 物 情 幸艮

これは お 買徳 商 品 ・自 然食 ・無公 害食 ・名物 ・珍 味 な どの売 場,値 段 な ど

の情報 を 指 して い る。 この 情報 の ス ト ソクの多 い のは性 別 では 女性,年 令別

では 年 令 が高 くな る程多 くな る傾向 に あ る。主 婦 は もち ろん ス トックが多 い

カ㍉ 職業 別 では企 業 経営 者,管 理 職,専 門 職 な どの 層で多 い 。

情 報欲 求 度 で も女性,主 婦 が高 いの は 当然 と して,ス トソクの多 い専 門 職,

高年 全 層 な どで高 くな って い る。IUの 市場 の大 きさ とい う観点 か らい えば,

食 関連 の 中 では,ミ ニ コム,マ キ シマ ムい ず れ の需要 量 を とって も最 も規 模

が 大 きい 。 しか もIUを 是 非 ほ しい とす るグル ー プが情 報 入 手 上 の問 題 点 と

して 「信 頼 で きる情 報 が 少 な い」や 「ど うや って手 に入 れれ ば よいの か わか

らない 」,あ るい は 「関連 す る情 報や 知 識 が少 な す ぎる 」を 多 くあげ て い る

ところ か らみ れ ば,IUが 需 要者 側 に与 え る メ リソ トも大 きい と考 え られ る。
o

つ ま り食 関連 情 報 の中 で は,需 要 者側 か らす れ ば最 もIUに 期待 が か け られ

て い る情 報 であ る といえ よ う。
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(7)外 で の食 事 に関 す る梢報

これ は レス トラ ン ・食堂 ・料 理 屋 とい った 食 事処,う まい もの屋 な どに関

す る情報 で あ る。 この情報 に対 す る ニー ズ の構 造 は,こ れ ま て述 べ た食 関連

の情 報 とは やや 趣 を異 に してい る。

まず,ス トソ クに関 して も情報 欲 求 に関 して も女性 よ りは男 性 の 方 が多 く・

あ るいは高 い 。 これ に対 応 して主 婦 の ス ト ソク は低 く,情 報欲 求 も低 い。年

令 別 では,ス トソクは20代,30代 が豊 富 で あるのが顕 著 で あ り,情 報 欲求

は,10代,20代 が高 い,ま た 職 業別 で は企 業 経 営者,管 理 職,専 門職,小

企 業経 営 者 層 の ス ト ック がズ ・ミ抜 け て 多 く,そ れ に対 応 して情報 欲 求 も高 い。

学 生 は外 食 の頻 度 も多 く,年 も若 い とい うこ とか ら,ス トソク も多 く,情 報

欲 求 も高 くな って い る 。

IUの 市場 の大 きさは,マ キ シマ ムな需 要 量 で579・(13位),ミ ニマ ムな

需 要 量 で5.5%(35位)で あ るカ・ら・中規模 で あ る・ ただ情 報 入 手 の問題 点

と して 「ど うや って手 に入 れ れ ば よい の かわ か らな い 」 「手 間 や お金 が かか

って手軽 に得 られ な い」 あ るい は 「信 頼 で き る情 報 が少 な い」 な どが他 の食

関連 情 報 よ り多 くあ が って い る こ とか らす れば,需 要 者側 がIUに 感 じる メ

リソ トは大 きい と思 われ る。

σ

2.5.2健 康 関連 情 報

この タ イ プの情 報 を構 成 す る生 活情 報 は 次 の通 りで あ る。

8.医 者 ・医 院 に関 す る情 報

9.家 庭 ・医 学 情 報(応 急処 置,育 児,病 気 に関 す る知 識 な ど)

10.医 薬 品 に 関す る情 報(医 薬 品 の種類,効 能,使 い 方な ど)

ll.環 境 汚染 ・公 害情 報(ス ーモ ソク,PCB,水 銀 汚 染 な ど の現状 や 対 策 に関す
ゆ

る情 報)

12.体 力 の 誰 持 向 上 に 関 す る 情 報(ト レー ニ ン グ 法,人 間 ト ソ ク,マ ソサ ー ジ,

バ リ ,き ゅ うな ど に 関 す る 情 報)
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(8)医 者 ・医 院 に関 す る情報 。

この 情報 は 後 で述 べ る環境 汚染 ・公害 情 報 に次 いで ス トックに 比 して桔 報

欲 求が 相 対的 に高 い情報 で あ る。

情 報 ス トソクは男 性 よ りも女性 の 方がや や 多 い よ うで あ り,年 令別 では10

代20代 の ス トソクが少 い傾 向 が顕 著 にみ ら れ る。 また世 帯 年 収別 で は,年 収

の高 い程,ス トソクが多 い とい う傾 向 がみ られ る。専 門職 で は 職業 柄 を 反 映

してか ス トソク 量 が非 常 に多 い。

情報 欲 求 につい て は男 女差 は全 くな く,と もに欲求 が 高 い 。 ま た年令 に よ

る欲 求 の差 も少 い。 専門 職 は ス トック量が 多 いため か,情 報 欲 求 は 比較 的低

い 。年収 別 で は年収 が上 る程 情 報欲 求 が高 くな る とい う傾 向 は な く〆 む しろ

200万 円 以 上 の層 で は年 収 が 上 る程,欲 求 は 低 くな って い る。核 家 族 世帯 や,

現 在住 ん ,でい る所 に永 住 した くない世 帯 の情 報 欲 求は そ れ'それ,、 そ うで ない

グ ルー プ よ り高 くなっ てい るが,こ れ は居 住地 が転 々 と し,ど の医者 や 医院 、

が よい のか迷 うこ とが 多 い とい うことを反映 してい るた め で あ ろ う。

IUの 市 場規 模 は マ キ シマ ムな需要 量で61%(4位),ミ ニマ ムでは19

%(3位)で あ り,ト ップグル ー プを 占 め てい る。 またIUを 是 非欲 しい と

す るグ ルー プの情報 入 手 上 の問題 点 は 「信 頼 で きる情報 が少 な い 」 「関連 す

る情報 や 知 識 が少 な す ぎ る」 「ど うや って 手 に入 れれ ば よいか わ か らな い」

な どが 多 くあが って お り,需 要 者側 がIUに 感 ず るン リ ッ トは 大 きい と考 え

られ る。 供給 上 の諸 問 題 は別 として マー ケ ソ トの広 が りは大 きい 分 野 で あ る。

⑨ 家 庭 医 学 情報

これ は病 気 や け が の応 急 処 置法 や 育児,あ るいは病 気 に関 す る知 識 ・情報

を 指 してい る。

この情 報 もス トックに対 して,情 報欲 求 の 相対 的に高 い情 報 で あ る。

ス トックは 男 性 よ り女 性 が高 く,こ れは情 報 欲 求 につ い て も同 じで あ る。

年 令別 で は年 令 が高 くな る程 ス トソク が多 くな る傾向 が顕 著 にで てい るが,
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情報 欲 求 は 全 く逆 に年 令 が,若 くな る程 高 くな って いる。 っ ま りス トソクが な

くて固 ま るか ら情報 に対 す る∴一 ズ が 発生す る とい う性 質 の情 報 の よ うで あ

る。

lUのfl]'場 の大 きさは マ キ シマ ムな需要 」「1が62%(2位),ミ ニマムが20%

(1位)で トソプ グル ー プに入 っ てい る。IUを 是 非期 待 す る グルー プが情 報

入手 上 の問 題点 と して強 くあ げ てい る ものは 「関 連 す る情報 や知 識 が少 な す

ぎる」 と同 時 に 「同 じ よ うな知 識 や 情報 が多 くて 選 ぶの がむ つ か しい」 「ど

うや って手 に入 れ て よい の かわ か らな い 」 「信 頼 で き.る情 報 が少 な い ⊥ な ど

を あげ て い る。
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〔表2-3〕
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・10)医 薬品 に関 す る情報

これ は医薬 品 の 種類 ・効 能 ・使 い 方な どに関 す る情 報 で あ る,,

この情 報 も ス トック に対 しで 情報 欲求 が 高 い情 報 とい える がそ の程 度は1医

者 ・医 院 に関 す る情報 」 「家庭 医 学情報 」 ほ どで はな い。

性 別 にみ る と男 性 よ りも女性 の 方が ス トック も多い し,情 報 欲 求 も高 い,

しか し,年 令別 で は ス トックは 高年 全 層ほ ど高 い が,逆 に情報 欲 求 は 若 年∫湧

ほ ど高 くな ってい る。 この よ うな傾 向は世 帯年 収 別 で も観 察 さ れ る。 っ ま り,

年収 が高 くな る程 ス トソクが多 くな る傾向 が あ るが,情 報 欲 求 の 方はそ れ と

は逆 の形 を とってい る。

情報 の希 望度 か らみ たIUの 市場規 模 は マ キ シマム で60%(5位),ミ=マ ム

で14%(5位)で あ る か ら トソ プグ ルー プの1っ であ る,ま たIUを 是 非ほ

しい とす る グルー プ の 情報 入 手 上 の問題 と しては 「信 頼 で きる情報 が少 な凶

が大 き くあが って お り,IUに 対 して ア ン ・くイヤー機 能 が強 く求 め られ る情

報 の1つ で あ る。

(11〕 環境 汚染 ・公 害 情報

これは ス モ ソグ やPCBあ るいは水銀,カ ド ミウム な どに よ る汚染 の現状

や 対 策 に関す る情 報 で あ る。

この情報 は す べ て の情 報 の うち,ス トソク に対 して情 報 欲 求 度 が相対 的 に

最 も高 い もの で あ る。 ス トソクは 女性 に比 して男 性 が豊 富 に も って い る と答

え て い るが,情 報 に対 す る欲 求 の レベ ルは ほ ぼ等 しい 。年 令別 では30代 まで

の層 が,ス トソク,情 報欲 求 とも高 い傾 向 に あ る 。専 門職 は 他 の層 に比 して

ス トソク も豊 富 だ と意 識 され てい る し,情 報 欲 求 も他 に くらべて 強 い 。 この

点 は 医者 ・医 院 に関す る情 報 」や 「家庭 医 学 情報 」 と異 ってい る点 であ るが

これ は環境 汚染 や公害 の問 題 の新 しさを 反映 して い るので あ ろ う。

IUの 市場 の大 き さの 推 定 は,マ キ シマ ム62%(1位),ミ ニマ ム20%(2

位)で,規 模 は大 きい 。IUを 是 非 ほ しい とす るグル ープが 情報 入手 上 の問

題 点 と して強 くあげ て い る のは 「関連 す る情 報 や 知識 が少 なす ぎる」 「信 頼
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で き る 帖 報 が 少 な い 」 な ど で あ る 、、 こ れ ら の ネ ッ ク を1Uで 解 消 で き れ は,

需 要1雪 側 の べ ネ フfッ トは 大 き い だ ろ う。

〔12)体 力の維 持 向上 に関 す る情報

これ は トレー ニ ング法,人 間 トソク,マ ソサ ー ジ,バ リ,き ゅ うな どに関

す る情報 で あ る 。

この情 報 の ス トック,情 報 欲 求 度 とも男性 が女 性 を上 廻 ってい る。 年令別

では 年令 が高 くな る程 ス トソクが多 い と意識 され て お り,情 報 欲 求度 も10

代 を 除 け ば そ の傾 向 に あ る.職 業 別 では企 業 経営 者管理 官 学a三の構 蹴 求

度 が強 い 。IIJのli∫ 場規 模 推 定 は マキ シマ ム で59%(6位)と 大 きい が,ミ

ニマ ムで は6.5%(26位)と な り,「 健 康 関 連情 報 」の 中 では最 も下位 の ラ

ンク とな る。IUを 是 非ほ しい とす るグル ー プが情 報 入 手 上 の問題 点 と して

多 くあ げ て い る のは 「関連 す る情 報 や知 識 が少 な す ぎ る」 「ど うや って手 に

入 れれ ば よい の かわ か らな い 」 「自分 にぴ っ た りした情報 や知 識 が少 な い 」

「信 頼 で き る情報 が少 な い 」な どであ る 。

■

イ

2.ろ.ろ 衣 関 連情 報

このタ イ プの情 報 を構 成 す る生 活 情 報 は次 の5つ であ る。

13.身 だ しなみ ・化粧 ・着 こ な しの た めの情 報(流 行 ・ファ ソシ ョン ・配 色 ・

組 み 合 せ ・和服 の着 方 ・化 粧 方法 な ど)』

14.洋 裁 ・和 裁 ・あ み もの の情 報(っ く り方 ・理論 ・学校 な ど)

15.衣 服 の手入 れ ・保 存 に関 す る情報(洗 濯 方法 ・アイ ロンかけ ・しみ ぬ き ・

虫 ・「しの 方法 な ど)

16.衣 関連 の用 具 ・器 具 に関 す る情報(ア イ ロン ・洗 濯機 ・タ ン スな どの新 製

品 ・上 手 な使 い 方な ど)

17.買 物 情 報(お 買徳 商品 ・自分 の セ ンス に あ う店 な どの情報)

ウ

・-48一



●

(]鋤 身 だ しなみ 化 粧,着 こな し・)ため の情報

これは 衣服 の流 行 や ファ ソシ ョン,配 色 や組 合わ せ,和 服 の着 方あ るいは

化 粧 方法 な どに関 す る情報 を指 して い る。 衣 関連 情報 に共 通す るこ とで あ る

が,ス トック,情 報 欲 求 と も男 性 よ り女性 の 方が高 い,ま た年 令的 には ス ト

ソク,情 報 欲 求 度 と も20代 が 高 い 。情 報 の欲 求 度 か ら想 定 され るIUの 市場

の広 が りは,マ キ シマ ムで57%(15位),ミ ニマ ムで5.9%(30位)で あ る。

女性 中心 で 嗜 好性 の強 い ものを対 象 と して い るの で,中 くらい の規 模 と思 わ

れ る 。

IUを 是 非 ほ しい とす る 人があ げ る情報 入 手上 の大 きな問題 点 は,「 自分

の ほ しい情 報 や知識 にぴ った りした ものが な い 」や,「 手 間 や お金 が か か っ

て手 軽 に得 られ な い 」 「同 じよ うな情 報 や 知識 が多 くて選 ぶ のが む つか し司

な どで あ る。

■

(ω 洋裁,和 裁,あ み もの の情報

この情 報 も女性 型 マー ケ ッ トに属 す るわ け で あ るが,年 令 的 には,情 報 ス

トソク情報 ニー ズ と も高 年 全 層 の 方が高 い。

IUの 市場 規 模 推定 は,最 大 で47%(42位),最 小 で4%(45位)で あ り

衣関 連 情報 の 中で も規 模 は小 さ い と思わ れ る。

情報 を 得 る上 で の問 題 点 は 「自分 の ほ しい情 報,知 識 にぴ った りした もの

が ない 」 「手間 や お金 がか か って手軽 に得 られ ない」 「同 じ よ うな情報 知 識

が多 くて選 ぶ の がむ つ か しい」な どで あ る。
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(15)衣 服 のTz入 れ 保f∫:に関す る情 報

これ は洗 濯 の 方法,ア イPン が け,し み ぬ き ,虫 「しの 方法 な どに関 す る

情 報 ・知 識 を 指 してい る。 この情報 の ス トソク欲 求 と も当然 の ことな が ら女

性,主 婦 に多 い。 また 年令 別 に も年 令 が高 ま る程 ス トソク,情 報欲 求 が と も

に高 ま る とい う関 連 が顕 著 に み られ る。

IUのll∫ 場 の大 き さ とい う観 点 か らみ る とマ キ シマムで56%(17位) ,ミ

=マ ムで は5 .9%(30位)程 度 で あ り,生 活情報 全体 の中 で は中 程 度 の規 模

の も ので ある 。た だ し衣関連 の 中 で は ト ソプ グル ー プの 市場 の一 つ で あ る。

IUを 是 非 ほ しい とす る グル ープ が情 報 入 手 上 の問題 点 と して多 くあ げ て

い るの は,「 関連 す る情 報 や知 識 が少 なす ぎ る」 「ど うや って手 に入 れ れば

よい かわ か らない 」 な どで あ る。

ひ

胴 衣 関連 の用 具 ・器具 に関 す る情報

これは アイPン,洗 濯機,タ ンス な ど衣料 品 に関連 す る用 具や 器 具 の新 製

品紹 介 や 上手 な使 い 方の 情報 ・知 識 を指 してい る。情 報 ス トソク,欲 求 とも

女性,主 婦 が高 い のは もち ろん で ある が,年 令別 では 年 令 が高 い程 ス トソク

が 多い とい う傾 向 が み られ る。 しか し,情 報 欲 求 につい て は余 り年 令 に よる

違 い はみ られ な い。

IUの 市場 規模 と しては,マ キ シマ ムで,53.99・(23位),ミ ニ マ ムで3 .0

%(51位)で あ るか ら,生 活 情 報 全体 で も衣関 連 情 報 の 中で も規 模 の小 さい

市 場 と考 え ら れ る。

IUを 是 非 ほ しい とす る グル ー プ の情 報入 手 上 の問題 点 と して多 くあげ ら

れ てい るの は 「関 連す る情報 の知 識 が少 なす ぎ る」 「自分 の ほ しい情報 や知

識 にぴ っ た り した もの がな い」 あ るい は 「ど うや って手 に入 れ れば よいかわ

か らな い 」 な ど で あ る 。

φ
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`

tGT買 物 情 報

これは衣 料 品 のお買徳 商 品 の売 場,価 格 や 自分 の セ ンス にあ った店 の紹 介

とい った情 報 を 指 してい る。 情 報 ス トック,欲 求 とも女性 が高 い が,年 令別

で は,情 報 ス トックは20代,30代,50代 で高 く,情 報欲 求 は逆 に10代,40

代 で 高い とい う関連 がみ られ る。職 業 別 では専 門職 の ス トックが高 く,欲 求

が低い とい う点 が特徴的 である・な註 婦 のス ・・プ 情報欲求 は予想 計

る程 高 くはな い 。

IUの 市 場規 模 と しては,マ キ シ マ.ムで54%(24位)ミ ニマ ムで.7.4%(19

位)で あ るか ら生 活情 報 全 体 の 中 では 中 の上 程 度 の大 き さを もっ てい るが,、

衣 関連 情 報 の 中で は トソプの市 場 で あ る。

IUを 是 非 ほ しい とす るグ ル ープが情 報 入 手 上 の問題 点 と して大 き く と り

あげ てい るの は 「自分 の ほ しい情報 や知 識 にぴ った り した もの が な 凶 や 同

じよ うな情 報 や 知識 が多 くて選 ぶ のが む っ か しい 」な どで あ る。

2.ろ.4住 ま い に関 す る情 報

も

この タ イ プ の情報 を構成 す る生 活情報 と して と りあ げた のは次 の6通 りの情 報

で あ る。

18.住 宅 ・土地 購 入 情報(物 件 ・周 辺 環境 ・住宅P－ ン ・法 律知 識 な ど)

19.別 荘 に関 す る情報(物 件 ・周 辺環 境 ・上手 な使 い方な ど)

20.造 園 に関 す る情報(庭 石 ・芝 ・植 木 ・池 な ど)

21.室 内装飾 に関 す る情 報(じ ゅ うた ん ・カー テ ン ・壁紙 ・照 明 ・三 点 セ ッ ト

な ど)

22.住 宅 設 備情 報(冷 暖 房 ・通風 ・防 音 ・風 呂 ・ トイ レな ど)'

23、 家 屋 の 維持 ・修理 のた め の情 報(大 工 ・工務 店 ・簡単 な修理 技 術 な ど)
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⑱ 土 地住 宅購 入情 報

これは住 宅,土 地 の物 件や 周 辺 環 境 に関す る情 報,あ るいは住 宅 ロー ンや

法 律 に関 す る知識 な どを指 して い る。 情報 ス ト ック,情 報 欲求 は と もに女 性

よ り男 性 の方 が高 い 。 年令別 には30代 の 層が ス トック,情 報 欲 求 と も最 も

高 くな っ てお り,10代,20代 の 層 は と もに低 い 。 ライフス テ ー ジ別 で は

「第1子 が小 学校 入 学 」前 後 の 層 のス トック情報 欲 求 が高 い 。職 業別 では経

営 者 ・管理 職,小 企業 経営 者 が ス トック,情 報 欲 求 ともに高 い。 これ に対 し

て農 林 労務,サ ー ビス職 は ス ト・クは{比い が,情 報欲 求 は高 い ・

IUの 市場 の搬 と して は,マ キ シマ ムで53%(25位),ミ=マ ムで13

%(6位)で あ り生 活情報 全体 の 中 では 上位 グルー プに入 る。 また 住 ま い に関

す る情報 の中 で は規 模 と しては第1位 で ある。

IUを 是非 ほ しい とす る グル ー プが情 報 入手 上 の問 題 点 と して多 くあげて

い るのは,「 信 頼 で き る情 報 が 少 な い 」 や 「ど うや って手 に入 れれ ば よい か

わか らな い 」 な どで あ る。

⑲ 別 荘 に 関す る情報

これ も先 の土地,住 宅 購入 情 報 と同 じ く,物 件 や周 辺 環境 な どの情報,あ

るいは上 手 な使 い 方の情 報 を指 して い る。情 報 ス トック,欲 求 とも男 性 の 方

が高 い傾 向 にあ る。年 令別 では30代 以 上 の 層 で ス トソ クが高 く,情 報 欲 求

も高 い 。職 業別 では経 営者 ・管 理職 グル ープ の ス トックが高 く,情 報 欲 求 も

高 い。 また年収 別 で は200万 円以 上 の 層 で ス トソク,情 報 欲 求 が と もに高 く

なる とい う傾 向 が み られ る。-

IUの 市 場 の大 き さは ーマキ シマ ムで349・(55位),ミ ニマ ムで3.6%(48位)

で あ るか ら規 模 ほ小 さい と思 わ れ る 。こ れは 住 まい に関 す る情報 の 中 で も次

に述 べ る造 園 に関 す る情報 に次 いで小 さい規 模 の もの で あ.る。

IUを 是 非 ほ しい とす る 人 々 が情報 入 手 上 の問 題 点 と して多 くあ げ てい る

のは 「信 頼 で きる情 報 が少 な い 」 「ど うや って手 に入 れれ ば よい の か わ か ら
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ない 」 「手 間や お金 がかか って 手軽 に得 られな い 」 な どで あ る。 これ らは■J

で解 消 されやす い 問題 点 と思 わ れ るの で,需 要 者側 に とってはIUの メ リッ

トは大 きい情報 で あ る とい え よ う。

`

20)造 園 に 関す る情 報

庭石 ・植木 ・芝 ・池 な ど庭 づ く りに関す る情 報 で あ るが,情 報 ズ トック ジ

情報 欲 求 は男 女 と も余 り差 が な い。年 令別 には ス トック,情 報 欲 求 とも年 令

が高 まる程高 まっ てい くと い う傾 向 がみ られ る 。 また 当然 の こ となが ら現在

住 んで い る所 に永 住 を 希 望 す る人 の 方が そ うでな い グル ー プ よ りもス トック'

量,情 報 欲 求 度 と も高 い。

IUの 市 場規 模 は,マ キ シマ ムで42%(48位),ミ ニマ ムで2.1%(57位)

で あ るか ら,生 活情 報 全体 の 中で も低位 グル ー プの中 に入 る。 ま た住 まいに

関 す る情 報 の 中 で も最 も市 場規 模 が小 さい。

IUを 是 非 ほ しい とす る グル ー プの情 報 入 手 上 の大 きな 問題 点 と しては,

「手間や お金 がかか っ て手 軽 に得 られな い」 や 「ど うや って手 に入 れれ ば よ

い の かわ からない 」 な どが あが っ て いる。

●

,
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〔表2-5〕
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の
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住宅.土 地
18.

購入情報

全 体

IUを 是非ほしい人

IUを 期待 しない人

81.1

90.8

80.6

176

26.1

15.3

11.2

134

71

74

10.1

53

13.1

13.4

14.1

25.8

177

25.9

'15
.9

13.4

14.1

11.7

118

14.1

別荘 に関 す
19,

る情報

全 体

IUを 是非ほ しい人

IUを 期待 しない人

71.4

82.4

688

11.9

16.8'

10.6

47

76

29

11.7

12.6

8.8

70

8.4

5.3

176

21.0

18.2

11.0

'10
.1

9.4

18.6

20.0

21.8

造 園 に関 す
20, '

る情 報
ン:1,

全 体

IUを 是非ほ しい人

IUを 期待 しない人

70.3

773

68β

13.4

16.0

10.6

76

9.2、

3.5

14.6
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9.2

6.5
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5.0

8.2

68
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8.2
、
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18.5

23.5

室内 装飾 に
21.

関 する情 報

全 体

IUを 是非ほしい人

IUを 期待 しない人

76.7

83.2

78.8

10.2

11.8

11.2

10.2

109

8.8

14.0

ユ6.8

10.0

18.4

19.3

18.8

6.8

76

76

15.5

15.1

14.7

12.5

13.4

153

住宅 設備 情
22.

報

全 体

IUを 是非ほしい人

IUを 期待レない人

75.4

82.4

771

11.9

15.1

9.4

1L6

10.9

1L2

1し4

9.2

10.6

13.8

16.8

15.3

.10 .0

13.4

10.6

12.7

109

11.8

14.6

14.3

176

全家 屋 の維 持

23.修 理 のた め

の情報

体
.

IUを 是非 ほ しい人

IUを 期 待 しない人

75.6

84.0

75.9

172

202

176

14.6

18.5

1L2

6.6

76

4.1

10.2

12.6

76

12.9

16.0

12.9

70

5.9

76
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17.6

21.2

、
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訓 室 内 装飾 に関 す る情 報

これは,じ.ゆ うたん ・カー テ ン ・壁紙 ・照 明 ・ニ ノはセ ッ ト等,い わゆ るイ

ンテ リアに関 す る情 報 を 指 して い る、,この情 報 に 関す る ス トック,欲 求 と も

男 女万は 認 め られ な い。 また10で は ス トックカ㍉50代 では ス トソク,情 報 欲

求 が とも に低 い傾 向 に あ る ほか は,年 令別 に も余 り差 が な い。、た だ職 業別 で

は経 営 者 ・管 理職 一与門 職 ・小 企 業経 営 者,な どが ス トソク,欲 求 も高 い と

い う特 徴 がみ られ る。'

IUのll∫ 場 の 大 き さは,マ キ シマ ムで53%(31位)ミ ニ マ ムで55%(35位)

で あ るか ら全 体 で は 中 の下 ク ラスの規 模 であ るが,住 まい に関す る情 報 の中

では やや 大 きい 方 であ る。

IUを 是 非 ほ しい とす る グル ー プが情 報入 手上 の問 題 点 と して多 くあ げて

い るのは 「自・分 の ほ しい情 報 や 知識 にぴ った りした ものが ない 」 「手間 や お

金 が か か って手 軽 に得 られ な い」 「同 じ よ うな情 報 や知識 が 多 くて選 ぶ のが

む つ か し い」 な どであ る 。

,

221住 宅 設備情 報

これは,冷 暖 房 ・通 風 ・防 音 ・風 呂 ・トイ レな ど文 字 通 り住 宅 設 備 に関 す

る もろ も ろの情 報 を指 して い る。 この情 報 に関 しては,ス トックは 男性 の 方

が高 く,情 報 欲求 は女 性 の 方が 若干 高 い とい う構 造 を もっ てい る。 年 令別 で

は年 令 が高 くな る程 ス トッ'クも情報 欲 求 も高 ま る とい う傾 向 が み られ る。 世

帯年 収 別 では,ス トックは 年 収 が高 ま る程 多 くな るとい う傾 向 が み られ るが,

情 報欲 求 の方 は200万 ～250万 円 の層 の ニーズが ピーク とな っ てい る とい う

形 を と ってい る。

IUの 市場規 模 と しては,マ キ シ'マムで54.29・(21位),ミ ニ マ ムで は6.]

%(29位)で あ り,生 活情 報 全体 の 中 では 中程度 の規 模 で あ るが,住 まい

に関 す る情 報 の中 では 上位 グル・一 プに入 る。

IUを 是 非 ほ しい とす る グル ー プが情 報 入 手 上 の問 題 と して強 くあげ てい
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る の は1日 分 の ほ し い 情 報 や 知 識 に ぴ っ た り し た も の が な い]{ど う や,、 て

千 に 入 れ れ ば よ い が わ か ら な い ,il信 頼 で き る 相 観 が 少 な い.iな ど て あ る 、i

●

閻 家屋 の維 持,修 理の た め の情報

これは,大 －IL-1務 店 の所 在 ,簡 単な修 理技 術 な どの情 報 を指 す。

この情報 に関 しては 情 報 ス ト ソク ,情 報 欲求 と も男性 の 方が 高 い 。年 令別

にみ る とス トソクは50代 を除 け ば 「f三令 が高 くな る程 高 くな り,情 報 欲 求 は30

代 以上 は年 令 が高 くな る程 高 ま る傾 向 に あ る。

IUの 市場 規模 は,マ キ シマ ムで53%(27位).ミ ニ マ ム では 「室 内 装飾

に関す る情 報 」 と同 じ く5.5%(35位)で あ る。

IUを 是 非 ほ しい とす る 人の情 報 入手上 の問 題 点 としては 「ど うや ってTz

に 入 れれ ば よい かわ か らな い」,「 関連 す る情 報 や知 識 が少 なす ぎる 」 「信

頼 で き る情報 が少 な い」 な どが多 くあが ってい る 。

2.5.5交 際 に関 す る情 報

$

■

この情 報 を構 成 す る生 活情 報 とは次 の4つ の ものが と りあげ られ た。

24.冠 婚 葬 祭 情 報(式 事に 関す るエチ ケ ソ ト ・ス ピー チ ・しきた りの 知識 な

ど)

25.同 好会 ・ク ラブ ・サー クル情報(趣 味 の会 ・社会 奉 仕 な ど)

26.結 婚 相 談 情報(相 手 の紹 介 ・交 際 の しか た な ど)

27.話 し方,手 紙 の書 き方,電 話 のか け 方 に関 す る情 報

閲 冠婚 葬祭 情報

これ は式 事 に関 す る エチ ケ ソ ト,ス ピー チ,し きた りの知 識,情 報 を指 し

てい る。 この 情報 に関 す る ス トック,欲 求 に っ い ては 殆 ん ど男 女 差 は み られ

な い。 ス トソクは30代,40代 が 豊富 であ り,情 報欲 求 は10代 か ら30代 ま
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で の 間 で 高 いt、 生 だ 家 族 形 態 でts[LI」居li[帯 で の ス ト ッ ク,i青 報 欲 求 が 高 く な

り て い る 、、

1ピ のilitS2一の 大 き さ とLて は,'イ キ シ マ ノ・で61%(3位),ミ ー・マ ム で8.7

%(15位)で あ る か ら か な り大 き い 規 模 で あ り,交 際 に 関 す る 情 報 の 中 で

は ト ッ プ を 占 め て い る 、、

ll;を 是 非 ほ し い と す る グ ル ー プ が 情 報 入T'一上 の 問 題 点 と し て 多 く あ げ て

い る の は,関 連 す る 情 報 や 知 識 が 少 な す ぎ る 」 「同 じ よ うな 情 報 や 知 識 が

多 く て 選 ぶ の が む つ か し い .;「 ど うや っ て 千 に 入 れ れ ば よ い か わ か ら な い 」

な ど で あ る 。
e

㈱1同 好 会,ク ラ ブ,サ ー クル情報

この情報 の ス トック,欲 求 の強 さには 男 女差 が余 りみ られ ない 。年 令別 で

は ス トックはsofkが 高 く10代 が低 い ほか は 年代 間 で 余 り差が な い。 また 情

報欲 求 は10代 で高 い のが 目立 つ が他 の年 代は 年代 間 で 余 り変化 は ない 。 職

業 別で は 経 営 者 ・管 理 職 の ス トック,情 報 欲 求 が と もに高 い点 と,学 生 の情

報欲 求 が高 い の が 目立 って い る。

IUの 市 場 の大 き さ とい う点 に 関 して ぽ,マ キ シマ ムで49%(37位),ミ

.∴ マ ムで40%(45位)で あ るか ら,規 模 として は生 活情 報 全体 で も,交 際

に関 す る情 報 の 中で も 下位 グルー プに属 す る。

|ピ を 是 非ほLい とす る グノし一 プが情 報 入 手上 の 問題 点 と して多 くあげ て

い るのは 「ど うや って 手 に入 れ れ ば よい の かわ か らな い 」 「関 連 す る情報 や

知 識 が少 な す ぎ る」 「自分 の ほ しい情報 や 知 識 にぴ った りした ものが ない 」

な どが あ る 。
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24.
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全.体
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IUを 期 待 しな い人

76.7

84.0

79.4

14.0

17.6

14.7

18.8

23.5

14.7

4.7

5.0

4.1

13.4

109

13.5

6.1

5.0

4.7

13.4

19.3

14.1

16.3

176

21.2

同 好 会..ク

25・ ラ ブ.サ ー

ク ル 情 報

全 体

IUを 是非 ほ しい 入

IUを 期 待 しない人

74.4

84.9

71.8

163

19.3

14.1

14.2

16.0

13.5

6.1

'

10.1

4.1

15.3

14.3

1ユ.8

8.3

6.7

8.2

9.3

11.8

88

16.1

ユ9.3

20.0

結婚 相談 情

26.

報

全 体

IUを 是非 ほ しい人

IUを 期 待 しない人

672

73.1

68.2

13.3

15.1

13.5

8.7

6.7

8.2

1.5

2.5

18

13.1

16.0

10.0

9.3

15.1

5.3

5.7

34

9.4

22.0

21.0

271

話 し方.手

紙 の書 き方
27電 話 の か け

方 に関 す る

情報

全 体

IUを 是非 ほ しい人

IUを 期 待 しない人

739

85.7

724

13.6

168

14.7

15.9

16.8

15.9

3.2

3.4

3.5

153

176

10.6

5.7

8.4

5.3

9.1

14.3

5.9
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●

閻 結婚 相 談 情報

これは結 婚 相手 の紹 介 や交際 の ノウハ ウ とい った情 報 を指 す。

この情 報 の ス トッ ク,欲 求 の強 さに も男 女 差 は殆 ん どみ られ な い 。年 令的

には30代,40代 の 層 の ス トックが その 他 の年代 に比 べ てや や 多 い 。情 報 欲

求 は 当 事 者 と思 わ れ る20代 で低 く,40代,50代 で 高 い 。職 業別 では経 営 者

・管 理職 グルー プの ス トック,情 報 欲求 が ともに高 いが,こ れは年 令,地 位

な どの関係 で仲 介や,子 女 の結婚 問題 で頭 を悩 ます こ とが多 い か らで あろ う。

IUの 市 場 の大 きさは,マ キ シマ ムで369・(52位),ミ ニマム で3.2%(50

位)で あ り,生 活情 報 全体 の 中 で も,「 交際 に関 す る情 報 」 の中 で も下位 グ

ル ー プに 属 す る。

IUを 是 非 ほ しい とす る グル ー プが情 報 入手 上 の問題 点 と して多 くあげ て

い る ものは 「自分 の ほ しい情 報 ・知識 にぴ った りした ものが ない 」 「ど うや

って手 に入 れれ ば よい かわ か らな い 」 「信 頼 で き る情 報 が少 ない 」 な どで あ

る。

●

」

⑳ 話 し方,手 紙 の書 き方,電 話 のか け 方に関す る情 報

この情 報 の ス トソク欲 求 の 強 さに関 して は男 女差 が あ ま りみ られ な い 。 ま

た年 令 別 に も一定 の傾 向 とい うものは ない 。ス ト ソクに 関 しては,経 営 者 ・

管 理 職 ・専 門 職 とい った 層 が他 の層 を圧 倒 して豊富 に もっ てい る と自 負 して

お り,自 信 あ りげ で あ る。 したが って この層 で の情報 欲 求は 低 い 。

IUの 市 場規 模 は,マ キ シ マ ムで57%(16位)ミ ニマ ムで8.9%(14位)で

あ るか ら,生 活 情報 全体 と して は 上位 グル ープ の下 の ク ラスか,中 間 グル ー

プの 上 ク ラスに入 る規 摸 で,交 際 に関 す る情報 の 中 で は第1位 に ラ ンクさ れ

■

る。

IUを 是 非 ほ しい とす る人 々が情 報 入手上 の 問題 点 と して多 くあげ てい る

の は 「ど うや って 手 に入 れ れ ば よいの かわ か ら ない 」 「関連 す る情 報 や知 識

が少 な す ぎ る」 「自 分 の ほ し い情 報 ・知 識 にぴ った りした もの が ない 」 な ど
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で あ る 。

2.5.6学 ぶ こ とに 関 する 情報

この タ イ プの情 報 を構 成 す る生 活情 報 と して と りあ げた のは 次 の6種 類 の情 報

であ る。

28.進 学 情 報(幼 稚 園 ・小 中 高 ・大 学 の入 試,教 育 内容 な ど)

29.子 ど もの情操 教 育 に 関す る情 報(楽 器,絵 画,バ レエ,そ の 他子 どもの

お1すい こご と)

30.子 どもの学 力 向 上 に 関す る情 報(塾 ・家 庭 教師 ・参 考書 な ど)

31.子 どもの体 力 向 上 に関す る情報(ス イ ミングクラブ ・少 年 サ ソカークラブ

な ど)

32.育 児 ・しつ け に関 す る情 報

33.知 識 ・教 養 ・語 学 な どの修 得 に関 す る情報(市 民 講座,通 信 ・放 送 講座

講 演 会,学 習用 機 器 な ど)

`

28)i廷 … 学:]清 華艮

これ は,幼 稚 園 ・小 中学 校 ・大 学 の入試,教 育 内 容 な どに関 す る情 報 を指

してい る。 この情報 の ス トソク水 準,欲 求 の強 さ に男 女差 は み られ な い が,

年 令 別 では10代 の ス トソク水 準,情 報 欲 求 が極 め て高 い のが特 徴 で あ る。

また情 報 の性 質 を反 映 して,学 生 の情 報 ス トソク水 準,情 報 欲求 が 高 い 。職

業 別 で眺 め た場 合,専 門職 や 主 婦 の情 報 ス トック水 準,情 報 欲 求 が 学生 を除

く他 の 層 よ りも高 い のが顕 著 にあ らわ れ てい る 。

IUの 市 場 の 大 きさか らい えば,マ キ シマ 云な需 要 量 では51%(32位),

ミニマ ムでは11%(9位)と な ってお り,生 活 情 報 全体 では 中 の一上ク ラスの

規 模 とい え るが,「 学 ぶ ことに関 す る情 報 」の 中で は トップに ラ ンク され る。

IUを 是 非 ほ しい とす るグルー プが情 報 入 手 上 の 問題 点 と して多 くあ げ て
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い るの は 「関 連 す る情 報 や知 識 が少 な す ぎる 」や 「信頼 で きる情 報 が少 な いi

な どであ る。

句

(29)子 ど もの情 操教 育 に関 す る情報

これ は楽 器 ・絵 画 ・バ レエ,そ の他 子 ど もの け い こご とに関 す る情報 で あ

るカ㍉ 情 報 ス トック水 準,情 報欲 求 の強 さ に男 女 差は な い 。 年 令別 には50

代 を除 けば 年 令 が高 まる程 ス トック が高 ま る傾 向 が顕 著 にみ られ る。 また 情

報欲 求 の強 さは,30代,40代 が他 に比 べて強 い 。 また ライ フ ステー ジで み

る と,第1子 の小 学 校 入学 を 前後 とす る段 階 で の情 報 ス トック水 準,情 報 欲

求 が高 い 。

IUの 市 場の規 模 と しては,マ キ シマ ムで479・(40位),ミ ニ マ ムで7.0%

(22位)と 算 出 さ れて お り,規 模 と しては生 活情報 全体 の 中 で も 「学 ぶ こ

とに関す る情 報 」 の中 で も下 位 に ラ ンク され る 。

IUを 是 非 ほ しい とす る グル ー プの中 で,情 報 入手 上 の問 題 点 と して大 き

く と りあげ られ てい る。 「ど うや って手 に入 れ れ ば よい のか わ か らない 」 や

「同 じ よ皐うな 情報 ・知識 が多 くて 選 ぶ のが む つ か しい」 な どで あ る。

鯵

、

{30)子 ど もの学 力 向上 に関 す る情報

い うまで もな く,塾 ・家庭 教 師 ・参 考書 とい った類 に 関 す る情 報 で あ る。

この情 報 に対 す る ス トック水 準 に男 女差 は認 め られ な いカ㍉ 情 報 欲 求 の高

さの点 で は若干 女性 の方が高 い よ うで あ る 。い わ ゆ る教 育 マ マの存 在 を反 映

して か,主 婦 の情 報 ス トック,情 報 欲 求 は 高 い 。 また年 令別 では30代,40

代 が,情 報 ス ト ソク水準 の意識,情 報欲 求 とも高 くな ってい る。 ライ フス テ

ー ジで は問題 の性 質 上 ,第1子 あ るいは 末 子 の小 学校 入学 の段 階 で ス トソク,

欲 求 とも高 い 。

IUの 市 場規 模 としては,最 大 限 で47%(43位),ミ ニ マ ム で7.7%(17

位)で あ るか ら,生 活情 報 全体 で も,「 学 ぶ こ とに関す る情報 」 の 中 で も中
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規模 で あ る 。

IUを 是 非 ほ しい とす るグル ー プが情 報 入 手上 の問題 と してあ げ る中で主

な ものは 「同 じ よ うな情 報 ・知 識 が 多 くて 選ぶ の がむ つ か しい 」 や 「関連 す

る情 報 や 知識 が 少な す ぎ る」 な どで あ る。 っ ま り情 報 が同 質 的 で 多種 類 にわ

た って な い とい うこ とだ ろ う。

〔 図2-13'〕
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〔表2-7〕

あ な たの望 む 情報.知 識 を手 に 入れ た い場 合,
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轄
知 か

の

の れ な が ぎ て な 知 な な 識 し
% ば い る い 識 い い が い 他

全 体 75.9 15.5 16.5 3.2 11.2 15.3 15.7 14.0

28.進 学 情 報 IUを 是 非 ほ しい人 84.9 143 23.5 5.9 13.4 18.5 12.6 13.4

IUを 期 待 しない人 74.7 147 11.8 1.8 8.2 159 14.1 20.0

子どもの情
全 体 72.5 14.8 108 749 10.6 11.0 14.2 15.5

29.操 教 育 に関 IUを 是非 ほ しい人 82.4 176 12.6 2.4 10.9 126 176 工76

する情報
IUを 期待 しない 人 69.4 14.7 71 4.7 76 10.0 H.2 18.8

子どもの学
全 体 71.4 11.0 11.7 6.6 10.0 12.5 148 16.9

30.力 向 上 に関 IUを 是非 ほ しい 入 79.0 13.4 143 10.1 84 11.8 20.2 18.5

する情報
IUを 期待 しない人 69.4 11.8 6.5 4.7 8.2 16.5一 10.6 ]82

子どもの体
全 体 69.7 14.8 148 6.4 112 76 8.7 16.5

31.力 向 上 に 関 IUを 是非 ほ しい 人 80.7 176 22.7 6.7 9.2 10.1 11.8 14.3

する情報
IUを 期待しない人 66.5 12.4 10.6 4.7 11.2 82 6.5 1914

育児.し つ
全 体 70.6 98 11.4 2.7 14.6 12.9

一

13.8 16.1

32.け に 関 す る IUを 是非 ほ しい人 85.7 9.2 16.0 4.2 14.3 16.0 218 170

情報
IUを 期待 しない人 70.6 10.0 6.5 24 11.8 15.3 11.8 21.2

知 識.教 養 全 体 72.2 13.6 12.3 8.7 16.1 8.9 11.4 13.3

.語 学 など33
.
の修得 に関

IUを 是非ぽしい人 83.2 10.9 19.3 10.1 19.3 76 一16 .0

・、 i二r

16.8

する情報 IUを 期待 しない人 70.6 14.7 8.2

'

7ユ 15.9 71 11.2

一

15.9
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■

(31}子 どもの体 力向 上 に関 す る情報

これ は 今 はや りの 子 どものた め の スイ ミ ング スクールや,少 年 サ ッ カー ク

ラブな ど に関 す る情報 を指 す 。

特 別 で は情報 ス ト ソク水 準,欲 求 度 と も男 性 が若'・卜高 い傾 向 が み ら、れ る。

年 令別 に み る と,ス トソク水 準 は20代 が最 も低 く,情 報 欲 求 は50代 が最

も低 い。 これ に対 して,40代 の ス トック水 準,30代 の情報 欲 求 度 が高 くな

って い る。 ま た ライ フ ステー ジでは 予想 され る通 り末 子 の小学 校 入 学 の段 階

で ス トック水 準が最 も高 くな って お り,第1子 の小 学校 入 学 の段 階 で最 も欲

求 度 が高 くな って い る。

IUの 市 場規模 は,最 大 限 で47%(41位),最 小 に見積 っ て5.8%(32位)

であ るか ら,中 の下 ク ラスの規 模 といえ よ う。

IUを 是 非 ほ しい とす る グル ー プが情 報 入 手 の問題 点 と して あ げ る代 表 的

な ものは 「関連 す る情 報 や 知識 が少 な す ぎる」や 「ど うや って手 に入 れ れば

よい の かわ か らない 」 な どで あ る。 供給 量 が少 な く,従 って情 報 の流 通 量 が

少 な い のを 反映 してい るの であ ろ う。

●

ひ

(3Z育 児 ・しつけ に関 す る情報

この情 報 の ス トソク水 準,情 報 欲 求 度 は 女性 が男 性 を若 干上 廻 る。 年 令 的

には50代 を除 けば 年 令 が高 くな る程 ス トソク水 準 は高 ま り情報 欲 求 は30代

で ピー ク とな る。 もち ろ ん主 婦 の ス トソク水 準,情 報 欲 求 は と もに高 い 。 ラ

イ フ ス テー・一ジ別 で はや は り,第1子 誕 生 前 後 の ス トソク水 準 が 高 く,情 報欲

求 は第1子 誕 生 か ら小 学校 入 学 まで の段 階が ピー ク とな っ てい る。

IUの 市場規 模 に関 しては,マ キ シマ ム な需要 量 で52%(32位),ミ 三 マム

で9.3%(13位)で あ る 。これは 生 活情 報 全 体 か らい えば 中 の上 ク ラ ス の規 模

で あ り 「学 ぶ こ とに関 す る情 報 」 の中 で いえば 「進 学 に関 す る情 報 」 に次 い

で ト ソプ ク ラ スに入 る。

IUを 是非欲 しい とす る グル ー プが この情報 を入 手 す る に当 っ て の問 題 点
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と して多 くあ げ てい る のは 「1司じ よ うな情報 ・知 識 が多 くて 選ぶ のが むつ か

しい 」 「関連 す る情 報 や 知 識 が少 なす ぎ る」 「自分 のほ しい情報 や知 識 にぴ

っ た りす る ものが ない」 な どであ る。 っ ま り同 質 的 な情 報 ば か り流通 してい

て 自分 の問 題 に適 合 す るユ ニー ク な情 報 が な い とい う不 満 が 多 い とい え よ う
。

㈱ 知識 ・教 養 ・語 学 な どの修 得 に関 す る情報

これは,市 民 講座 や ,通 信 ・放 送 講 座 あ るいは 講 演 会,学 習用 機器 な どに

関 す る情 報 を指 して い る 。 この情 報 の ス トソク水 準情 報 欲求 度は 女 性 よ り男

性 の方 が高 い傾 向 に あ る。 年 令別 にみ ると ス トック水 準 には 余 り差 は ない が
,

情 報 欲 求 度は30代 まで の若年 層 が 高 い 。 また職 業別 では
,経 営 者 ・管 理職 ・

専 門職 ・学生 の ス トック水 準 が 高 く,情 報 欲 求 も強 い。 、

IUの 市場 の推 定 規 模 は最 大限 で53%(28位)
,最 小 限 で5.6%(34位)で

あ り,生 活 情報 全 体 の中 で も ,こ の タ イ プの情 報 の 中 で も中規 模 の もの と考

え られ る。

IUを 是非 ほ しい とす るグル ー プ が情 報 入 手 上 ネ ック と考 え てい る こ との

代 表 的 な もの は 「関連 す る情報 や 知識 が少 な す ぎ る」や ,「 自分 の ほ しい 情

報 ・知 識 に ぴ っ た り した もの が な い 」 あ るいは 「同 じ よ うな情報 や 知識 が多

くて 選 ぶ のがむ つ か しい 」な どで あ る。前 の 「育児 ・しつけ に関 す る情報 と

同 様,流 通 して い る情報 は どれ も似 た り寄 った りで ,ユ ニ ーク さがな い とい

うこ とで あ ろ う。

4

2.5.7余 暇活動 ・レ ジ ャー に関 す る情 報

この タ イ プの情 報 を構 成 す る生 活情 報 と して と りあげ た のは 次 の10種 類である
。

34.創 作 活動 に 関 す る情 報(絵 ・俳 句 ・和 歌 ・写 真 ・模 型 づ くり ・日曜 大 工・

手 芸 な ど)

35.け い こご とに関 す る情 報(謡 ・詩 吟 ・楽器 ・お 茶 ・お 花 ・踊 りな ど)
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●

36,観 賞 に 関 す る 情 報(各 種 芝 居 ・音 楽 会 ・展 覧 会 ・映 画 ・ ス ポ ー ソ 観 戦 ・

レ コ ー ド鑑 賞 ・読 書 な ど)

37.ゲ ー ム に 関 す る 情 報(囲 碁 ・将 棋 ・麻 雀 ・ ト ラ ン プ ・室 内 ゲ ー ム ・ パ チ

ン コ ・ ビ リ ヤ ー ド ・ル ー レ ソ トな ど)

38.ギ ャ ン ブ ル に 関 す る 情 報(競 輪 ・競 馬 ・ オ ー ト レ ー ス ・競 艇 な ど)

39.日 帰 性 レジ ャ ー に 関 す る 情 報(博 物 館 ・動 植 物 園 ・遊 園 地 ・釣 り ・ ヘ ル

ス セ ン タ ー ・ ド ラ イ ブ ・ピ ク ニ ソ ク ・海 水 浴 な ど)

40.旅 行 に 関 す る 情 報(温 泉 ・名 所 旧 跡 ・避 暑 ・避 寒 ・帰 省 ・海 外 旅 行 な ど)

41.蒐 集 に 関 す る 情 報(コ イ ン ・切 手 な ど の コ レ ク シ ョ ン)

42・ 各 種 ス ポ ー ツ に 関 す る 情 報(ゴ ル フ ・テ ニ ソ ・ボ ウ リ ン グ ・ ト レ ー ニ ン

グ ・野 球:サ イ ク リ ン グ ・サ ソカ ー ・バ レ ー ボ ー ル ・水 泳 ・柔 剣 道 ・空

手 ・ ボ ー ト ・カ ヌ ー ・ス キ ー ・狩 猟 ・射 撃 ・登 山 ・ヨ ッ ト ・ス キ ン ダ イ

ビ ン グ ・グ ラ イ ダ ー ・気 球 な ど)

43.ペ ソ ト飼 育 に 関 す る 情 報(熱 帯 魚 ・鳥 ・ イ ヌ ・ネ コ な ど)

◆

(34創 作 活 動 に関す る情報

絵 ・俳 句 ・写 真 ・園 芸 ・手 芸 な どの創 作 活動 に関 す る情報 ・知識 を どの程

度 持 ってい るか につ い て は,年 令 ・性別 等 属 性 に よ る大 きな差 はみ られ な い。

また,現 在 よ り詳 しい情 報 ・知識 の必要 性 につ い ては,非 常 に必 要 と答 えた

者 が性 別 で は男 性 が 女性 の約2倍,年 令 層別 では50才 以上 の高年 層 が 多 い

こ とが特 徴 で あ る。

高 年令 層 の情 報欲 求 が強 い こ とは,余 暇 時 間 の増 大 に もか か わ らず身 体 的

な衰 えの た め,動 的 な余 暇 活動 よ りも静 的 な余暇 活動 が 選 好 さ れ,中 で も家

庭 内で も可 能 な和 歌 ・俳 句 とか 園芸 な どが 好 れ るた めで あ ろ う。

1.Uに 対 する期 待 度 の点 で は 創作 活動 に関 す る情 報 は 余 暇 活 動 ・レジャー

関係 の分類 の 中 で は大 きな 方で あ る 。そ して,必 要 な情 報 ・知識 の入 手 にっ

い ての問題 点 と しては,要 求 に ぴ った りした情 報 が な い こ とがあ げ られ てお
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り,絶 対 的な情 報 はの 不 足 とい うよ りも情報 の バ ラ エテ ィの 不足が 十Uに 対

す る期 待 に結 び つ いて い る と 考え られ る、,

{35}け い こご とに関 す る情 報

げ い こご とに 関す る情 報 ・知識 のス トソク 量 につ い ては 女性 が男性 の2倍

と圧 倒 的 に 多い 。 よ'り詳 しい情 報 ・知識 の必 要 性 は つ い て も女性 の 方が高 い

のは け い こごとは 女性 中心 とい う一 般 的傾 向を 反映 した もの とい え よ う。

LUに 対 す る期 待 度 は か な り小 さい。 そ の原 因 は ,情 報 ・知識 の入 手上の

問 題 が それ ほ どな いた め と考 え られ る。情 報 ・知 識 の入 手上 の困 難 につ い て

は,手 間 や お金 がか か る こ と,情 報 要求 に ぴ った りした もの がな い こ とが あ

げ られ て い る。

4

⑯ 観賞 に関 す る情報

観 賞 に関 す る情報 ・知 識 の ス トック量 に っ い ては す で に かな りの水準 に あ

る。 性別 で は男 性 が 女性 を か な り上 まわ っ て お り,年 令 層別 には10代20代

の若年 層 に多 い 。 これ に反 して情 報欲 求 にっ い ては,性 別 年 令別 に大 きな差

はみ ら れ ない 。これ は現 在 の情報 ス トック量 が性 別,年 令別 にみ て各 層 の情

報 欲求 にか な り対 応 して い る ため と考 え られ る。

1.Uに 対 す る期 待 度 は 非 常 に大 きい。 余 暇 活動 の 中 では 旅行 や 日帰 りのレジ

ャー と・並 ん で群 を ぬ い て い る。観 賞 に関す る情 報 欲求 の特 徴 は,ス ト ソク量

の多 い 層 ほ どよ り詳 しい情報 を必 要 と して い る こ とで あ り,そ の理 由 と して

は 要 求 にぴ った り した情 報 が ない ことが あげ られ てい る。 この分 野 にお い て

は す で にか な りの情 報 が流 通 して お りス トック量 もか な りあ るた め,情 報 欲

求は さ らに高 度 化 して バ ラエ テ ィに富 んだ情 報 を求 め る段 階 に達 し てい る と

考え られ る。

◆
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(幼 ゲ ー ム に関 す る情報

ゲー ム に関す る精 報 ・知 識 の ス トックi'ilQS,男 性が 女性 を圧 倒 してい る,,

また 必 要 性 に おい て も同 様 であ る。

1.Uに 対 す る期 待度 は か な り小 さい。 情報 入 手.Lの 問題 に つ い ては,要

求 にぴ った り した もの が ない こ とがあ げ られ て い る。

期待 が 小 さい原 因 は,ゲ ー ム の性 質 か ら家庭 内 でで きる もの が多 い こ と,

近 隣地 域 内 に も相 当 施 設 が あ るこ と,各 種 ゲ ー ムがす でに相 当 普及 してい る

こ とな どの ため,情 報 ・知識 を外 に求 め よ うとす る欲 求 が そ れ ほ ど存 在 しな

い こ と,お よび 女性 の欲 求 が ほ とん どな い こ とか ら くる もの で あ る と考 え ら

i

れ る 。

{38)ギ ャ ン ブルに関 す る情報

ギ ャ ン ブルに関す る情報 に つ い ては,当 然の こ となが ら男 性 が圧 倒 的 に優

位 を占 め てお り,女 性 は ス トソク量 ・情 報 欲 求 ともに小 さい。 職 業別 には 企

業経 営 者 ・管 理 的職 業 が ス トプ ッ量,情 報 欲求 と もに大 き くな っ てい る。

1.Uに 対 す る期待 の点 で は極 め て小 さい。 これは,女 性 の情 報 欲 求 がほと

とん どな い こ と。ギ ャ ン ブル に 人口は現 在 で もそれ な りの情 報 経 路 を持 って

い る ことな どが原 因 で あ る と考 え られ る 。
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〔表2-8〕

あ なた の望 む情報.知 識 を 手 に入 れた い場 合,

どん な点 が問題 なので し ょ うか

ど ど 関 手 自 に 信 岡 多 そ

れ う 連 間 分 ぴ 頼 じ く

か や す や の つ で よ て

1こ

回

答

し

た

つ よ

て い

手 か

に わ

入 か

る
情
報
や少
知 な

お手
金 軽
が に
か 得
か ら

ほ た

しζ
いた
情 も
報 の

き
る
情
報
が

う選
な ぶ
情 の

鷲

の

人 れ ら 識す っ れ や が 少 知 か
の

%
れ な
ばい

がぎ
る

て な

い

知 な
識 い

な
い

識 し
が い 他

創作活動に 全 体 748 13.4 1L9 ユ■9 19.5 5.9 9.8 14.4

34. IUを 是非 ほ しい 人 80.7 11.8 12応 11.8 26.9 6.7 7.6 ]6.8

関する情報 IUを 期待 しない 人 759 14.7 8.8 124 171 6.5 8.8 16.5

け いこ ご と 全 体 69.7 9.7 78 14.0 15.0 5.7 1L7 15.5

35.に 関 す る情 IU・ を是非 ほ しい人 83.2 13.4 8.4 176 22.7 4.2 10.9 168

報 IUを 期 待 しない人 66.5 10.0 4.1 12.9 10.6 4.1 9.4 19.4

観賞に関す 全 体 748 9.3 9.3 15.0 17.2 4.4 14.8 142

36. IUを 是 非 ほ しい 人 85.7 11.8 9.2 16.8 25.2 4.2 15.1 16.0

る情報 IUを 期 待 しな い人 76.5 工0.6 6.5 14.7 18.2 4.」 ユ4.7 15.3

ゲ ームに関 全 体 64.4 6.4 49 95 11.7 5.3 11.2 21.8

37 IUを 是 非 ほ しい人 773 42 3.4 12.6 16.0 8.4 13.4 28.6

する情報 IUを 期待 しない人 61.8 76 24 6.5 88 3.5 12.4 22.9

ギャ ンブ ル 全 体 60.6 6.4 2.8 8.0 7q 7.8 8.9 25.8

38.に 関す る情 IUを 是非 ほ しい 人 66.4 50 3.4 11.8 9.2 10.1 6.7 29.4

報 IUを 期 待 しない 入 61.2 5.3 1.8 4.7 5.3 8.2 9.4 29.4

日帰性 レジ 全 体 73.5 9.8 14.6 10.8 174 5.5 134 14.0

39.ヤ ー に関 す IUを 是非 ほ しい 人 86.6 15.1 15.1 11.8 21.0 5.0 15.1 18.5

る情報 IUを 期待しない人 73.5 106 8.8 9.4 159 6.5 15.3 15.3

旅行に関す 全 体 78.2 10.2 13.1 133 189 8.7 18.6 12.9

40. IUを 是非 ほ しい人 88.2 126 14.3 13.4 244 118 16.8 176

る情報 IUを 期 待 しない人 78.8 9.4 118 1L2 17口 10.0 ユ9.4 14.1

蒐集に関す 全 体 62.7 9.5 9.2 78 78 6.3 6.3 23.7

41. IUを 是 非 ほ しい 人 739 H8 12.6 6.7 118 8.4 76 26.1

る情報 IUを 期 待 しな い人 62.4 8.2 5.3 9.4 6.5 4」 5.9 26.5

各種 ス ポ ー 全 体 72.2 11.0 9.3 9.1 15.9 4.9 13.4 18.2

42.ッ に 関 す る IUを 是非 ほ しい 人 84.0 11.8 10⑨ 10.1 218 59 16.0 21.0

蹴 IUを 期 待 しない 人 71.2 9.4 8.8 9.4 10.6 4.7 12.4 224

ペ ッ ト飼育 全 体 67.2 10.0 8.9 7.8 10.2 5.5 70 23.7

43.に 関 す る情 IUを 是非 ほ しい人 75.6 9.2 10⑨ 76 11.8 5.0 76 26.9

報 IUを 期待 しない 人 671 10.6 4ユ 71 9.4 76 71 28.2
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{謝 日帰 り性 レジャー に関 す る情報

動 植 物 園 ・ドライ ブ ・ピク ニ ックな どの 日帰 り性 レジャ ーに つ い て の情 報

ス トッ
,クは全休 と してか な り高 い。性 別 には 男性 が 女性 を 上 まわ ってい る。

情報 欲求 の 点 で は,性 別 には男 性 が 女性 よ り強 い 。 また年 令別 には10代 と

50代 以 上 が 強 い のが特 徴 で あ る 。これ は,行 動派 のヤ ン グ と外 出 す る こ と

の少 い 老 年 層 の 日帰 り性 レジ ャ ーに対 す る欲 求 を反映 してい る もの と考 え ら

れ る 。

1.Uに 対 す る期待 は非 常 に 大 きい。情 報 入 手 の 問題点 と しては,要 求 に ぴ

った りあ った も の がな い こ とが あげ られ て い る。情報 ス ト ソク量 が か な り大

きい に もか か わ らず,1.Uに 対 す る期待 が大 きいのは,日 帰 り性 レジ ャーが

アクテ ィ ビテ ィとし て 日常生 活 に定着 して お り,情 報 を必 要 とす る頻 度 が 高

い こと,選 択 の 巾が広 いため よ り詳細 な情報 の必 要 性が高 い こ とな どの要 因

に よる もの と思 われ る。

0

ω 旅 行 に関 す る情 報

旅 行 は 日本 人に 非常 に 人気 の あ る余 暇 活動 で あ るが,こ れを 反映 して情 報

ス トック量 もかな り多 い 。性 別 に は あ まり大 きな差 は ない 。年令 層 別 には10

代20代 の情報 ス トック が大 きい。情報 欲 求 にっ い てみ る と,情 報 ス トック

量 に比 例 して10代20代 の欲 求 が大 きい 。

1.Uに 対 す る期 待 とい う点 では,余 暇 活動 の分類 中 で最 も高 い期 待 率 を示

してい る 。情 報 入手 上 の問 題 点 と して は,要 求 にぴ った りあ った ものが な い

こ とが あげ られ て い る。 これ はや は り情 報 ス ト ックの水 準 が高 い の に加 えて

情 報 欲 求 が 強 いた め,よ り高 度 の,ま た広範 囲 の情報 が要 求 され て い る こと

を あ らわ して い る と考 え られ る。

⑪ 蒐 集 に関 す る情報

コイ ン ・切 手 な どの コ レク ショ ンに関 す る情 報 にっい て ,ス ト ソク量 をみ

一一77一



●

る と,性 別 には 男性 の 方 が 多 く,こ れ に対 応 して情 報欲 求 の面 で も男性 の方

が 強 い 。年 令別 には各 階 層 と も大 きな兄:はみ られ ない 。、

1.Uに 対 す る期 待 は 非常 に小 さ い 。 これ は情報 欲 求 自体 が非 常 に小 さい こ

とお よび情 報欲 求 の強 い 層 はす で にそ れ な りの情報 獲得 手段 を持 って い るこ

とな どが原 因 で あ る と思 わ れ る。情 報 の入 手を 妨 げ る問題 点 と しては,要 求

にぴ った りした ものがな い こ とが あげ られ てい る。

⑰ 各 種 ス ポー ソ に関す る情報

この分 類 で は観 戦 スポ ー ソは 前述 した観 賞 に関す る情 報 に含 まれ てい るの

で 「す るス ポ ーツ が 中心 であ る。 」した が って情報 ス トック量 に つい ては,

男 性 が 多 く,年 令 層別 には10代20代 が圧 倒 的 に大 きい 。情 報 欲 求 に つい

て も同様 で あ る。職 業別 には,当 然 の こ とな が ら学 生 の ス トック量,情 報欲

求 が群 を ぬい てい る 。身 体 的 な能 力 が 必要 なす るス ポー ツ にあ っ ては,情 報

ス トックや 情報 欲 求 が特 定 層 に片 寄 る のはや む を えない として も男 性 と女性

の大 きな 格差 と若年 層 と中高 年令 層 の格 差 の 大 きさはや は り問 題 で あ り,ま

だ まだ コ ミュニテ ィス ポ ー ツ な ど定着 す る よ うな基礎 的 条件(た とえ ば施 設

や 指 導 者 の不 足な ど)が 欠 け て い る こ とを 感 じ させ る。

1.Uに 対 す る期 待 は そ れ ほ ど大 き くは な い。 これは 情報 ス トック の水 準が

かな り高 い こ と,情 報 欲 求 の強 い 層 が若年 層 に片寄 って い る こ とな どのた め

で あ る と考 え られ る 。情 報 入 手 上 の問題 点 と しては,要 求 に ぴ った りあ った

情 報 が ない と,類 似 の情報 が多 く選択 が難 しい こ とな どが あげ られ て い る。

b

占

⑬ ペ ソ ト飼 育 に関す る情 報

情報 ス トソク量 に つい ては,'か な りの水 準 で あ り,性 別 に は男 性 の 方が ス

ト ック量 が大 きい 。情報 欲 求 につ い ては 全 体 と しては小 さいが,性 別 には男

性 の 方が 強 い 。

1.Uに 対 す る期待 は 非常 に小 さ い 。 これ は,情 報 欲求 そ の もの が小 さい こ
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と,関 心 の あ る層は す で に相 当 の情報 ス トソクを持 ってい る ことな どが原因

で あ る と思 わ れ る。情 報 入 手 上 の問 題 点 と して特 にめ だ つ ものは な い。 問題

点 がな い と してい る者 が か な り多 い 。

`

2.3.8移 動 に関 す る情 報

このタ イ プの情報 を構成 す る生 活情 報 と して と り'あげた の は次 にあ げ る種類 の

情報 であ る。

44.自 家用 車 に関 す る情 報(物 件 ・免 許 ・修 理 ・税 ・保 険 な ど)

45.交 通 に 関 す る情報(駐 車 場 ・ガ ソ リンスタ ン ド ・道 路情 報 ・通 勤 ・通学

ダイ ヤな ど)

46.天 気 ・気 象 に関 す る情報

●

⑭ 自家 用 車 に関 す る情 報

自家 用 車 に関す る情 報 と しては,車 その もの の種 類,ス タイ ル,価 格 性 能

な どの問題 と免許 ・修 理 ・税 ・保 険 な どが含 まれ る。

情 報 ス ト ックの レベ ル は か な り高 く,男 性 の 方が 女性 に比 べ て非常 に大 き

い 。年令 層別 にはや は り所 有 経 験 が物を 言 うため,20代 ～40代 の 層 がス ト

ソク量 が大 きい 。

情 報欲 求 に っ いて は,性 別 に は ス トソク量 と同 じ く男 性 が強 い カ㍉ 年 令 層

別 には,10代20代 の若 年 層 の欲 求 が強 い 。この点 は ス トック量 と対 照的 で

あ る。

1.Uに 対 す る期 待 は それ ほ ど大 き くな い 。 これは ス ト ソク量が 多 いことに

対 応 して情報 欲 求 が かな り小 さ い こ と,女 性 の情 報 欲 求 が小 さい こ とが原 因

で あ ると考 え られ る。情 報 入 手 上 の問 題 点 と しては,手 間や お金 が か か って

情 報 が手 軽 に 得 られ ない こ と,要 求 に ぴ っ た りあ った 情報 がな い こ とな どが

あ げ られ て い る。
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岡 交通 に関 す る桔報

交通 に 関す る情報 には,駐 車場,ガ ソ リンスタ ン ドに関 す る情 報や 道 路 交

通 情報 な どが含 ま れ てい る。情 報 ス トソク量 と しては,か な り水 準 が 高 く,

男 性 が 大 きい こ と も前 述 の 自家 用 車 に関す る情 報 と同様 で あ る。情 報欲 求 に

つ い て も男 性 が 女性 を か な り上 まわ っ てい る。年 令 層別 には 大 きな差 が ない。

1.Uに 対す る期待 は か な り大 きい。 これ は道 路交 通 情 報 な ど 日常 的 に必 要

な情 報 が含 まれ て い るため と思わ れ る。情 報 入 手 上 の問 題 点 につ い ては,ラ

ジ オ等 で あ る程 度 パター ン化 され た 情報 が提 供 され て い る もの と駐 車場,ガ

ソ リン スタ ン ドな ど情報 提 供 が な され てい な い もの とが混 合 して い るため 一

般的 傾 向は捉 え難 い 。

b

(46}天 気 ・気象 に関 す る情 報

情 報 ス トソク の量 と して は男 女 ともか な り大 き い。 これ に対 応す る形 で情

報 欲 求 もか な り強 い。 年 令 層別 には 際 だ った 差 はみ られ ない 。情 報欲 求 の強

さを 反映 してLUに 対 す る期 待 もか な り大 きい 。

情 報 入手 上 の問 題 点 にっ い て は,現 在 各 種 の マ ス メ デ ィアや テ レホ ンサ ー

ビスで情 報 が提 供 され てい る こと もあ って 大 きな問 題点 は あ が っ てい ない 。

信 頼 で き る情報 が少 な い とい う問 題点 が あ が ってい るが,こ れは 天 気予 報 な

どの適 中率 の悪 さが反 映 して い る もの と考 え られ る 。

〔図2-17〕
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〔表2-9」
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知 か
識 し
が い

そ

の

他

自家用 車 に

44.

関 す る情報

全 体

IUを 是非ほしい人

IUを 期待しない人

71.4

82.4

665

12.9
、

10.9

8.8

108

143

5.9

89

12.6

6.5

98

12.6

8.8

76

9.2

4.7

11.0

9.2

11.2

2].4

29.4

26.5

交通 に 関す

45.

る情 報

全 体

IUを 是非ほしい人

IUを 期待しない人

66.9

815

64.7

10.6

13.4

8.2

13.8

176

12.4

1.3

2.5

1.2

10.0

9.2

76

74

76

6.5

6.1

6.7

5.3

22.7

29.4

276

天気.気 象

46.に 関す る情

報

全 体

IUを 是非ほしい人

IUを 期待 しない入

66.1

739

69.4

72

3・4

59

10.0

12.6

8.8

1.5

2.5

0.6
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4.2

3.5

19.3
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239
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2.ろ.9金 銭 家計 のや り く りに 関す る情 報

この タ イプ の情 報 を構成 す る生 活情報 と して と りあ げた のは 次 に あ げ る5種 類

の情報 であ る。

47.預 貯金 に関 す る情報(各 種金 融機 関 ・そ のサ ー ビス体制 ・金 利 な ど)

48.投 資 に関 す る情報(有 価証券 ・信 託 ・不 動産 ・貴金 属 ・会 員権 な ど)

49.ロ ー ン ・ク レジ ッ トに関 す る情報(種 類 ・条 件 ・利用 法 な ど)

50.保 険 ・年金 に関 す る情 報

51.税 に関 す る情報(申 告 の 方法 ・節税 法 ・税 の し くみな ど)

岡 預貯 金 に関 す る情 報

情報 ス トックの水 準は か な り高 い。 男 女別 には 大 きな差は ない カ㍉ 年 令 層

別 には高 年 令 層 が高 い とい う特 徴 が あ る。所 得 階 層別 には,世 帯 年収400万

円以 上 の層 の ス トック量 が大 きい 。情報 欲 求 の面 では性 別,年 令 層別 と も大

きな差 は な い 。全体 として の欲 求 の レベ ルは かな り高 い とい え る 。 これ に対

応 して1・Uに 対 す る期待 もか な り大 きい。情 報 入 手 上 の問題 点 としては 要 求

にぴ った りした ものが な い こ とが あ げ られ て い る。

◆

⑱ 投 資 に関 す る情報

全般 的 に この情 報 の ス トック水 準 は あ ま り高 くない 。性 別 にみ て もあ ま り

大 きな差 は な い 。年 令 層別 に は中 高 年 令 層が 高 くな ってい る。職業 別 には 企

業経 営 者,管 理 的 職 業 の ス トソク量 が 大 き く,年 収別 では世 帯 年収400万 円

以上 の層 が大 きい 。 この こ とは経 営 に関係 す る者,余 裕 資金 の運 営 に関 心 を

持 つ者 ど して当然 の こ と と考 え られ る。 これ に対 して情報 欲 求 の面 で は,レ

ベ ルは そ れ ほ ど高 くないカ㍉ 性別 には 男性 の欲 求 が 女性 の欲 求 を 上 まわ って

い る。 年 令 層別,職 業別 世 帯 年収 別 には 情報 ス トソクほ どの きわ だ った特 徴

は み られ ない。
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1.Uに 対 す る期 待 は それ ほ ど大 き くな い。 これ は資産 を投 資 に まわ せるほ

ど余 裕 が な い こ と,日 木 人 の資産 運 用 が投 資 よ りも預 貯 金 に片 寄 って い る こ

との反映 で ある と思 わ れ る。情 報 入手 上 の 問題 点 と しそ は,要 求 にぴ った り

した情 報 がな い こ と,信 頼 で き る情報 が少 い こ とが あげ られ てお り,こ の分

野 での情 報 市場 が未成 熟 で あ るこ とを示 してい る。

例 日_ン ・ク レジ ッ トに関 す る情 報

情 報 ス トック の レベ ィレは あ ま り高 くない 。 また性 別 に みて も大 きな差 はな

い 。年 令 層別 にぽ30代 が 一 番高 い 。情 報欲 求 にっ い ては 全体 と しての 水 準

は それ ほ ど高 くな い が男 女別 には 男性 の 方が欲 求 が強 い 。年 令 層別 には 若 い

層 の欲 求 の強 い のが 特 徴 で あ る 。

1.Uに 対 す る期待 は そ れ ほ ど大 き くな い。 これ は ・一 ンに関す る情報 な ど

は,そ れほ どひ ん ば んに利 用 され る ものでは な く,必 要 な 場合 には随 時収 集

す る こ とに な る と思 われ るの で期 待 度 が小 さ くな った もの と思 わ れ る。

㈹ 保 険 ・年 金 に関す る情 報

情報 ス トック の レベ ル は か な り高 い 。男 女別 には ほ とん ど差 がな い 。年 令

層別 に は50才 以 上 の高 年 令 層,ラ イフ ステー ジ別 には,子 供 が全 員 独 立 し

た段 階 の ス トソク量 が 大 きい 。情報 欲 求 の面 で は レベ ル は か な り高 い。性別,

年 令 別 には 大 き な 差 は な い。 世 帯 年 収 別 に は,300万 円以 上 の階 層 の

情 報 欲 求 が低 い のが 特 徴 であ る。

1.uua対 す る期待 は,か な り大 きい 。 これは老 後 の問題 や 交通 事 故,病 気

の問 題 な ど生 活 設計 の上 で保 険や 年金 の役 割 が 認識 され て きた こ との反 映 で

あ る と考 え られ る。 情報 入 手 上 の問題 として,入 手 の 方法 が わ か らない とか

信 頼 で きる情報 が少 い こ とが あ げ られ てお り,情 報 収集 の パター ンが確 立 し

て い な い こ と を 下 し て い る 。

、
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間 税 に 関 す る情 報

情報 ス トソクの レベ ルは そ れ ほ ど高 くな い。 男 女別 には 男性 がや や 上 まわ

って い る。年 令 層別 には 当然 の こ となが ら30才 以上 の ス トソク量 が大 きい 。

職 業別 には企 業 経 営 者,管 理 的職 業 の ス トソク量 が大 きい 。

情報 欲 求 にっ い ては,か な り強 く,詳 しい情報 が非 要 だ と して い る層 が2]

.%に も達 してい る。男 女別 に はや は り男 性 の欲 求 の 方が強 い 。年令 層 ・職 業

別 には 大 きな差 は ない 。

1.Uに 対 す る期待 は,か な り大 きい 。 これ は税 負担 が痛感 され てい るわ り 、

には,税 法 その他 の し くみや 手続 きが複雑 難 解 で 一般 にな じみ に くい ため と

思 わ れ る。 した が って情 報入 手 上 の問 題 点 と しても ,情 報 の入手 方 法 がわ か

〔 図2-19〕
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(一メミ2-10〕

あ なた の望 む情 報.知 識を 手`こ入れ た い場 合,

どん な点が 問題 なの で しょ うか

ど ど 関 手 自 に 信 同 多 そ

れ う 連 間 分 ぴ 頼 じ く

か や す や の つ で よ て

{こ

回

答
し

た

人

の

%

っ よ

て い

手 か

に わ

入 か

れ ら

れ な

ば い

る
情
報
や少
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識す
が ぎ

る

お手
金 軽
がに
か 得
か ら
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て な

い

ほ た

酩
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報 の
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知 な
識 い

き
る
情
報
が
少
な
い

う選
なぶ
情 の
報 が
や む

纏
がい

'

の

他

全 体 75.6 14.8 129 ゴ5 14.0
-
1L9 18.4 12.9

預貯金に関
/17. IUを 是 非 ほ しい 人 84.0 15.1 n.8 3.4 16.8 ]4.3 20.2 16.0

する情報
1Uを 期 待 しない人 771 14.1 12.4 0.6 12.9 11.2 19.4 15.9

全 体 729 16.9 8.5 3.6 】4.2 14.0 14.2 14・0

投資に関す

48、 1Uを 是非 ほ しい 人 85.7 ]6.0 10.1 6.7 18.5 18.5 16.8 16.0

る情報
1Uを 期待 しな い人 74.7 18.2 4.7 2.9 11.2 14.1 18.2 16.3

全 体 71.2 16.3 11.2 19 13」 8.7 13.8 14.8

ロ ー ン.ク

49.レ ジ ツ トに lUを 是非 ほ しい 人 83.2 16.0 15」 2.5 14.3 10.9 16.0 168

関する情報
IUを 期 待 しな い人 70.0 】76 71 0.6 H.8 8.8

'

16.5 171

全 ・ 体 73.] 16.3 15.9 2.5 12.3 10.4 106 15.3

保 険.年 金

5α に関 す る情 1Uを 是非 ほ しい人 85.7 21.0 ]4.3 4.2 13.4 13.4 11.8 2L8

報
IUを 期待 しな い人 74.7 」3.5 16.5 2.9 10.6 9.4 15.3 15.9

全 体 75.9 23.1 23.5 1.5 11.4 8.3 59 14.0

税に関する

51. lUを 是非 ほ しい人 866 28.6 19.3 5.0 9.2 6.7 9.2 19.3

情報
IUを 期待しない人 82.4 24.7 26.5 0.6 12.4 8.2 8.2 15.9
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2.3.10働 く こ と に 関 す る 情 報

こ の タ イ プ の 情 報 を 構 成 す る 生 活 情 報 と し て と り あ げ た の は 次 に あ げ る4種 類

の 桔 報 で あ るb

52.転 就 職 に 関 す る 情 報(賃 金 ・待 遇 ・雇 用 条 件 ・労 働 条 件 な ど)

53.サ イ トビ ジ ネ ス に 関 す る 情 報(翻 訳 ・家 庭 教 師 ・ コ ン サ ル テ ィ ン グ ・そ

の 他)

54.・ く一 ト タ イ ム に 関 す る 情 報(ベ ビ ー シ ッ タ ー ・メ イ ド さ ん ・洋 ・和 裁 ・

編 物 な ど の パ ー ト タ イ ム 労 働)

55.実 務 教 育 に 関 す る 情 報(タ イ プ ラ イ タ ー ・速 記 ・コ ン ピ ュ ー タ ー プ ロ グ

ラ ム ・簿 記 ・そ の 他)

1閲 転就 職 に関す る情報

情 報 ス トック の レベ ル は そ れほ ど高 くない。 男女別 に は男 性 が上 まわ って

い る。 年 令 層別 には30代 の ス トック レベ ル が高 い。 これは この年代 の転就 職

に関 す る関 心 が 高 い こ との あ らわ れで あ る と思 わ れ る。 情報欲 求 の面 で は男

女 の差 が大 きい。年 令 層別 には10代 の欲 求 が最 も強 く年代 が上 るにつれて レ

ベ ルが 下が っ てい る。職 業別 には 技術 的職 業,エ ンジ ニアの欲 求 が最 も強 く

約26%が 詳 しい情報 が必要 で あ る とし てい る。世 帯 年収 別 にみ れ ば250万

円 以上 の層 の情報 欲 求 が 非常 に低 い こ とが特 徴 で あ る。 した が って職 業 的 に

は専 門 技術 を持 ち,若 くて年 収 の低 い 層が転 就 職 に対 して強 い関 心 を 持 ち,

情報欲 求 が 強 い とい え よ う。

1.uva対 す る期 待 は それ ほ ど大 き くな い。 この原 因 は転 就 職 を 考 え る年 代 が

せ い ぜ い30代 ま で に限 られ女性 の関 心 もそ れ ほ ど高 くないことで あ ろ うと考

え られ る。情 報 入手 の問題 点 としては,関 連 す る知識 や 情報 が少 な す ぎ るこ

と があげ られて い る。

⑨

、
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、

㈱ サ イ ドビジ ネ ス に関す る情報

情 報 ス トソクの レベ ルは あ ま り高 くな い。 また 男女 の差 もほ とん ど な い 。・

年 令 層別,職 業 別 に み て も大 き な差は み られ ない。情報 欲 求 につ い て は,男

性 が女性 を 上 まわ って い るが,全 体 と して の欲 求 は 小 さい。年 令 層別 には10

代,20代 の欲 求 が強 い。

1.Uに 対 す る期 待 は か な り小 さい 。 これ はサ イ トビジネ スが 可 能 な層 か ま

だ薄 く関 心 は あ って も現 実 には 技術 が な い。 余裕 が ない な どの理 由で情報 欲

求 に結 び つ か な いた め で あ る と考 え られ る。情 報 入手 上 の 問題 点 と しては,

情報 入 手 の 方法 がわ か らな い⊂ と,自 分 の欲 しい情報 や知識 にぴ った り した

ものが ない こ とな どが あ げ られて い る。

(50パ ー トタ イ ム に関 す る情報

情報 ス トソクの レベル は あ ま り高 くない 。男 女 の差 は ほ とん ど な く,年 令

層別 には 中 年 層 がやや 高 い 。職 業別 に もほ とん ど差 がな く主婦 の関 心 が特 に

強 い とい うわ け で もない 。情 報欲 求 の面 では女 性 が男 性 を 上 まわ っ ては い る

が全体 と しては 欲求 は小 さい 。年 令 層別 ・職 業 別 には ほ とん ど差 が な い。

1.Uに 対 す る期待 は か な り小 さい 。 これ は パ ー トタ イム に関 心を寄 せ る層

が まだ 薄 い こ とに ょる もの と思 わ れ る。情 報入 手 上 の問題 点 と して は,関 連

す る情報 や知 識 が少 なす ぎ る こ と,要 求 にぴ った りあ った情 報 が な い こ とな

どが あ げ られ てい る。 一

㈲ 実 務 教 育 に関 す る情 報

情 報 ス ト'ックの レベ ル は あ ま り高 くな い。 男 女差 もほ とん・どな く,年 令 層

に よる差 もほ とん ど認 め られな い。 職業 別 に も大 きな情報 ス ト ックの差 は な.

い 。情報 欲 求 に っ い て は ス トック量 の小 さ さにみ られ る とお りか な り小 さ い 。

男 女 の情 報 欲 求 の格 差 もな く,た だ年 令 層 の 上 で10代 の情 報 欲 求 がや や強

い ζとが特 徴 であ る。
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1.Uに 対 す る期待 は か な り小 さい 。 これ は 目木 では特 殊 技 能 が待 遇 の上 で

あ ま り評 価 され な い こ と もあ って ・般 に実 務 教 育 に対 す る関 心 が 薄い こ と

に よ る もの で あ ろ うと推測 され る。情 報 入 子上 の問題 点 と して は,入 手の

方 法 がわ か らな い こ と,関 連 す る情報 や 知 識 が少 なす ぎ る こと,自 分 のほ

しい情 報 や 知識 に ぴ っ た り した ものが な い こ とな どが あげ られ てい る。

〔 図2-2]〕 望 ・ る ・ 齢 一
、c力

二

52. 再就職に関する情報

9.6 153124.3 1 50.9
'

'

''

!

!

/!

!
ノ

53. サイ ドビジネスに関 す る情 報
・・巨 ・〔 26.8

」
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㌶
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'

!
ノ

54。 ・ミー トタ イム に関 す る情 報
5.88.6 24.3 1 61.3

'

'

'

' 8

55. 実務教育に関する情報
。]。.1 26.1 1 61.0

〔表2-11〕 あなたの望む情報.知 識を手に入れたい場合,
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の
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転就職に関
全 体 72.0 157 174 09 15.9 13.1 4.9 16.9

52. IUを 是非 ほ しい人 82.4 11.8 19.3 0.8 16.8 15.1 4.2 25.2

する情報 IUを 期待しない人 729 176 11.2 0.6 14.7 13.5 7.6 171

全 体 70.6 18.8 12.5 1.5 15.0 9.8 4.71 19.5

サ イ ドビジ
.

53・ネ ス に 関 す IUを 是 非 ほ しい人 86.6 22.7 15.1 4.2 21.0 11.8 5.9 21.0

る情報
1Uを 期待 しな い人 70.6 18.2 8.8 1.2 ll.8 11.2 3.5 24.1

全 体 69.3 170 12.9 ]3 14.0 10.0 5.5 20.5

パ ー トタ イ

54ム に関 す る IUを 是非 ほ しい人 81.5 15.1 19.3 3.4
亀

15.1 15.1 6.7 22.7

情報 Iuを 期待しない人 71.8 18.8 9.4 0.6 129 10.0 5.3 23.5
'

全 体 66.9 13.6 9.7 4.0 10.6 76 6.1 33.1

実 務 教 育 に
55. IUを 是 非 ほ しい 人 79.8 16.0 109 6.7 14.3 8.4 4.2 28.6

関する情報
IUを 期 待 しない 人 64.1 11.2 88 2.4 6.5 71 6.5 28.2

1
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2.5.11悩 み ご と,も め ご と 処 理 情 報

こ の タ イプ の情報 を構 成 す る生 活情 報 と して と りあげ た のは 次 の3種 類 の情 報

で あ る。

56.事 故,も め 事,手 説 き に関 す る情 報(交 通 事故 ・離婚 ・相続 ・日照 権 な

ど住 民運 動 ・そ の他)

57.・精 神 的,肉 体 的 悩 み ご と解 消 の た め の情報(相 談 相 手 ・機 関 ・うらな い

書 物 な ど)

58.宗 教 に 関す る情報(信 仰 ・宗 派 ・教義 内容 ・活動 な ど)

陶 事 故,も め ご と処 理,手 続 きに関 す る情報

情報 ス トックの レベ ルは あ ま り高 くない 。男 女を 比 べ る と男 性 がか な り女

性 を上 まわ っ て い る 。年 令 層別 にみ る と30代 の ス トソク量 が一 番大 きい。 職

業 別 に み る と企 業経 営 者 ・管 理 的職 業 の ス トック量 が最 大 で あ る。 これ は経

営 上各 種 の もめ事 処 理 な どに精 通 してい る こ との反映 で あ ろ う。

情報 欲 求 につ い て は,か な り欲 求 が 強 い とい え る 。性別 には 男 性 の欲 求 の

方 が強 い。年 令 層別 には 大 き な差 は な い 。職業 別 には企 業経 営者 ・管 理 的 職

業 の欲 求 が最大 で,こ れ と対 照 的 に専 門的 職 業 の欲 求 が 非常 に小 さい こ とが

特 徴 的 で あ る。専 門 家 は あ ま りもめ 事 処 理 には 関心 が な い とい うこ とで あ ろ

う。

1.Uに 対 す る期待 は か な り大 きい 。 これは最 近 の 世相 を反 映 し て交通 事故,

離 婚,日 照 権 な どの住民 運 動 な どが身近 の問題 として感 じられ る よ うにな っ

た 結 果,関 心 が強 まっ てい る に もかか わ らず,こ れ らに関 す る情報 が 不 足 し

て い る こ とに よる もの と考 え られ る 。 この ことは,情 報 入 手 上 の 問題 点 とし

て,情 報 入 手 の 方法 がわ か らない,あ るいは 関連 す る情 報 や 知識 が少 な す ぎ

る こ とな どが あげ られ てい る ことか ら も裏 づ け られ る。
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●

岡 精神 的,肉 体 的悩 み ご と解 消 の ため の情報

情報 ス トソク の レベ ル は それ ほ ど高 くな い。 また ス トソ クに お け る 男女差

もほ とん どな い 。年令 層別 ・職i業別 に も大 きな差 は 認め られ ない。 情 報 欲 求

に っ い てみ て も男女 差 は な く,欲 求 自体 か な り小 さい 。年 令層 別 にみ れ ば,

若 年 層 ほ ど欲 求 が強 い傾 向 が あ る。

1.Uに 対 す る期 待 は他 の項 目に比 べ る とやや 小 さ いが,情 報 の性 質 を考 え

る と逆 に か な り大 きい と もい え る。社 会 生 活 の複 雑 化,地 域 社会 の解 体,家

庭 の無 力化 な どの要 因 に よ り各種 の悩 み ご とが個 人の周 辺 で解 決 され ず,む

しろ匿 名性 を保 った形 で外 部 の判 断 に頼 ろ うとす る傾 向 がLUに 対 す る期待

に結 び つ い て い る とい え よ うか。 この こ とを反 映 してか情報 入 手 上 の問 題 点

と しては,情 報 入手 の 方法 が わ か らな い こ と,関 連 す る情 報 や知 識 が 少 なす

ぎ る こと な どが あげ られて い る。

唱

㈹ 宗 教 に関 す る情報

情報 ス トソクの レベ ル としては それほ ど高 くない 。 ス トソク量 につ い て男

女差,年 令 層別 の差 は ほ とん どな い。情 報 欲 求 につ い てみ て も,欲 求 自体 が

非常 に小 さ く,男 女差,年 令 層別 の差 も認 め られ な い 。

1.Uに っ い て もあ ま り期待 さ れて い な い 。 これは宗 教 に関 す る情 報 とい う

情 報 の性 質 か ら,個 人の精神 のあ り方に深 くか か わ る もの で あ って,.情 報 を

豊 富 に持 つ こ とが必 ず しも プ ラ スでは な い こと。 また与 え られ うる情 報 は 画

一 的 ,表 面 的 な もの に す ぎず 事 の本 質 に かか わ る よ うな情 報 を1.Uに 求 め る

こと には 無 理 が ある こ とな どの理 由 に よるもの と思 わ れ る 。 また情 報 欲 求 の

低 さ に もあ らわ れ てい る よ うに 日本 人 と宗 教 の かか わ りあい が 薄 く,生 活 の

中 に宗 教 が溶 け込 ん で い る欧 米 とは 違 って宗教 的 行 事 な どに参 加 す る こ とも

ほ とん どな い の で,こ の こ とが1.Uに 対 す る期待 の低 さ に結 び つ い てい ると

もい え よ う。情報 入 手 上 の問題 点 と して は,情 報 入 手 の 方法 がわ か らな い こ

と,欲 しい情 報 や知 識 に ぴ った りした ものが ない こと,信 頼 で き る情 報 が少
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い こ とな どがあげ られ てい る 。

〔図2-23〕
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〔表2-12〕
●

あなたの望む情報 ・知識を手に入れ たい場合,

ど んな点 が 問題 な ので しょ うか

ど ど 関 手 自 に 信 同 多 そ
れ う 連 間 分 ぴ 頼 じ く
か や す や の つ で よ て
{こ

回

答
し

た

人

つ よ

て い

手 か
{こわ

入 か

れ ら

る
情
報
や 少
知 な
識 す

お 手

金 軽

が`こ

か 得

か ら
つれ

ほ た

しヒ

捷
報 の
や が

も
る
情
報
が
少

う選
なぶ
情 口

聾
知 か

の

の れ な が ぎ て な 知 な な 識 し
% ばい る い 識 い い が い 他

A

事故,も め 全 体 73.3 23.5 22.2 2.7 8.5 8.3 40 15.7

事 処理,手56
.続 き

に関 す .IUを 是非 ほ しい人 86.6 269 22.7 6.7 109 6.7 5.9 20.2

る情報 IUを 期待しない人 74.1 24.7 20.6 18 6.5 71 4ユ
218

精神的,肉 全 体 684 170 78 1.9 11.6 11.6 5.3 208

体 的悩 み ご57
. と解 消 の た IUを 是 非 ほ しい人 773 17.6 59 3.4 17.6 13.4 5.9 22.7

めの情報 IUを 期待しない人 69.4 171 76 12 6.9 1α6 4.7 271

宗教に関す
全 体 63.3 8.7 4.7 0.6 9.3 11.2 49 29.9

58. IUを 是非 ほ しい人 73.9 12.6 4.2 0.8 11.8 15.1 4.2 30.3

る情報
IUを 期待しない人 65.3 8.8 35 0 71 8.8 53 371

●
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5生 活 情 報 ・知 識 ・技 術 の 習 得 経 路

人 々の間 で伝 達 さ れ,人 々に習得 され て い く情報,知 識,技 術 の内容(メ

ッセー ジ)と そ の伝 達,習 得 経 路(メ デ ィア)と は,対 に して把 握 され な く

て はな らな い。様 々な メ ソセー ジは,各 々の特 性 に ふさ わ しい 特性 を 持 っ た

メ デ ィアに乗 っては じめ て,人 々の心 と頭 とに入 りこむ こ とが で き,人 々の

意 志決 定 を支 え られ る。

イ ンフォー メ ー シ ョン ・ユー テ ィ リテ ィ(IU)の 設 計 に 当っ て も,こ

うした,メ デ ィ ア面 で の配慮 が不 可欠 にな る。 これ まで の分 析 に よっ て,ど

の よ うな生 活分野 で情報 要 求 が強 いの か を明 らか にす る こ とがで きた 。 この

章 では,ど の よ うな メ デ ィアが 人 々の中 で活 用 され てい るの カ㍉ とい う点 に

関 して,検 討 を 加 え るこ とにす る。

分 析 を進 め るに際 して,主 に前提 に した のは,次 の3つ の仮 定 であ る。

1)情 報 要 求 が発生 す る場 で あ る 人々の生 活 に関 して,

O型'伝 統 的 生 活 様式

N型:新 しい生 活様 式

の区分 を設 げ る こ とが で きる

2)メ デ ィ アに 関 しては,こ れ も大 き く分 け て,

P型 パー ソナ ル ・メ デ ィア

M型:マ ス コ ミュニ ケー シ ョン ・メ デ ィア

の2つ を と りだす こ とが で きる。

3)生 活様 式 の型 と選好 さ れ るメデ ィア の型 との間 に は,な ん らか の関 係 が

存 在 す る。

この仮 設 に沿 っ て,デ ー タの読 み と りを試 み て み よ う。

一96一

'

●



5.1伝 統的生活様式 と新 しい生活様式

ま ず,問7の クPス 集 計 に 基 い て,伝 統 的 生 活 様 式(O型)を よ り 好 む 人 と,

新 し い 生 活 様 式(N型)を よ り好 む 人 と の 特 性 を 分 析 す る。

問7で は,16の 項 目 に っ い て,表3-1の よ うな 質 問 が な さ れ て い る 。

〔表3-1〕

問7.次 に あ げ る1番 か ら16番 まで の それ ぞれ に対 して,あ なた ご 自身 の性 分 は どれCCなbま すbb

'設 問

回

答

性 分

あ なた ご 自身 の性 分 は

全

く

そ

の

通

り

ま

あ

そ

う

で

あ

る

そ
れ
程
で
も
な
い

全

く

違

う

お買徳 商品や バー ゲ ンセー ル の広 告や チ ラ シを見1
. るのが好 き 1 2 3 4

・覧㌶難罐 瓢 籠 国璽霊 《∠ 1 2 3 4

3.世 の中の流行には努めて意識的に抵抗する 1 2 3 4

父母 か ら受 け継 い だ生 活技 術 をた くさん も ってい4
. る と思 う 1 2 3 4

5.家 事 の手 間 を省 け そ うな モノ は進 ん で と り入 れ る 1 2 3 4

身 の まわ りの もの,食 べ もの な どは手 間 ヒマかけ6. た手 づ く りの ものが好 き 1 2 3 4

7衣 服は色柄スタイルよりも素材を重視する方 1 2 3 4

8,た た みの 部屋 は好 きで はな い 1 2 3 4

9.庭 を もて ぱ是非 一面 に芝 生 を植 えた い 1 2 3 4

10,米 よ りも パ ン食 が好 き 1 2 3 4

11.食 前 食 中 には ワイ ンをた しなむ の が好 き 1 2

一

3 4

12.家 に居 れ ば和服 で くつ ろ ぐのが 好 き 1 2 3 4

エ3.方 位,吉 日な どに こ こる方 で あ る 1 2 3 4

正 月 は ホテ ルに泊 まる な ど して 家 を脱 出 す るのが14. 好 き 1 2 3 4

15.自 分 は新 しが りやだ と思 う 1 2 3 4

通 勤,旅 行 な どで は週刊 誌 で時 間 をつ ぶ す ことが16. 多 い 1 2 3 4
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O型 とN型 との 区分 を念 頭 に置 い て,こ の 間 へ の回 答結 果 を整 理 す る と,表3

-2が 得 られ る
。

表3-2を 一 覧 し て,ま ず 気 が っ くのは,日 常 生 活 に おけ る伝 統 的 生 活様 式

の根 強 さで あ る 。多 くの 人が 手づ く りの もの を愛 し,素 材 を重視 して衣 服 を 選 び,

たた み,米 食 を好 ん で,家 族生 活 を 大切 に してい る。父 母か らの生 活技 術 の継 承

も,か な りの 程度 行 な わ れ てい る。

た だ し,和 服 で の くっ ろ ぎ,方 位吉 日な どへの 関 心 とい った よ う
.に没 落 しっ っ

あ る伝統 的生 活様 式 も存 在 す る 。

一 方
,パ ン食,ワ イ ン,ホ テ ル へ の宿 泊 な ど,新 しい生 活様 式 へ の支 持 は そ れ

ほ ど強 くな い 。芝 生 の 庭 へ の好 み だ けは強 い が,経 営 ・管 理職 ・専 門職 は と もか

く,独 身 独 立 層 で と くに高 い選好 がみ られ るのは,現 実 性 の あ る要 求 とい うよ り

願 望 の色彩 が濃 い と考 え ざ るを えな い 。

結 局,新 しい生 活様式 は,伝 統 的生 活様 式 の基 盤 を大 巾 に破 壊 しな い程 度 に生

活 の合 理化 を行 お うとい う意識 に適 合 す る範 囲 で,取 入 れ られて い る の が,平 均

的 な姿 の よ うで あ る。

平 均 以 上 に新 しい生 活様 式 を 支 持 す る層 と,平 均 以 上 に 伝統 的生 活様 式 を支 持

す る層 とを生 成 させ て い る基 本 的要 因 は,

1)年 令,ラ イ フ ・ス テー ジ

2)職 業

の2つ で あ る。

年 令,ラ イ フ ・ス テー ジ につ い ては 解釈 が容易 であ る。 若 い世 代 ほ ど新 しい生

活様 式 に な じ んで お り,古 い世 代 ほ ど伝 統 的生 活 様式 を受 してい る とい う状 況 は,

きわ め て 自然 であ ろ う。

しか し,年 令,ラ イフ ス テ ー ジに加 え て,職 業 が効 い て くる こ とを説 明 す るた

め には,背 景 とな る要 因 を 新 た に探 す必 要 が あ る 。問7.の 範 囲 では,と りあ えず

次 の2っ の軸 を想 定 で き よ う。

1)世 帯 のや り く り 一 自分 独 自 の生 活
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2)自 主 判断 一 流行 へ の適応

問7.の 質 問 項 目の第1項 と第2項 をみ る と,お 買徳 商品 やノミー ゲ ンセ ー ル に関'

す る情 報 には注 意 を 払 わ ざるは え ない が,自 分 の趣味 に関 す る情報 に までは 手が

まわ らない 層 と して,主 婦,と くに子 供 を 育て て い る主婦 が 浮 か び あ が って くる。

逆 に,世 帯 のや りく りか らは比 較 的 自 由 に,自 分 の仕 事や 趣味 に生 き てい る層 と

して は,若 い世 代,と くに若 い男 性,そ れ に経 営 ・管 理職 ・商 品経 営者 ・専門 職

を あ げ るこ とが で きる。

また,問7.の 質 問 項 目の第3項 と第16項 か らは,流 行 へ の適応 派 と して若!・

世 代 が と りだせ る 。 これ に対 して,経 営 ・管 理職 や専 門職 の中 には流 行 への 抵抗

派 が か な り存 在 す る。

新 しい生 活様 式 を平均 以 上 に取 入 れて い る 人は,世 帯 の や り く りか ら比 較 的自

由 な 人な の で あ る 。そ して,そ の よ うな 人 の中 で も,若 い世 代 は流 行 に適 応 しな

が ら,経 営 ・管 理職 と専 門職 は あ る程 度 自主 的 に,新 しい生 活 様式 へ接 近 して い

る よ うに思 わ れ る。

例 えば,ワ イ ンを た しな む 人の 典 型的 プ ロフ ァ イルは,年 寄 りで余 裕 の あ る経

営 ・管 理 職 と専 門職 で あ るが,若 い 世代 以外 に この よ うなN型 の 層が あ るこ とは

注 目 に値 す る。和 服 で の くつ ろ ぎも,こ の層 に とって は,O型 の生 活 とい うよ り

余 裕 の あ らわ れ なのか も しれ ない 。

な お,問7.の 質 問 項 目の うち第10項,第12項,第13項 か らは,技 術 職 が とく

に合 理 的 な生 活 を好 む傾 向 に あ る こ とも,読 み とれ る 。

また,問7.の 範 囲 では,男 女 間 の差 が直 接 には効 い てい な い こ と も確 認 してお

こ う。 た だ し,職 業 を通 じて の男 女 の差 は存 在 してい る もの と思 わ れ る。
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〔表3-2〕

① ② ③ 、

ま った くそ

の通 り

ま った くそ

の通 り+ま

あ そ うで あ

ま った くち

が う
《 、

と くにプ ラスの 回

答 の 多い層

と くに マイ ナ スの

回 答の 多い 層

% る% %
　　

4.父 母 か ら受 け継 7.4 43.0 6.6 50才 以 上(①20.4) 10代(③12.9)

いだ生活技術を 子供全員独 立 ①19・4) 学 生(③188)
`夕

た くさん持 って 専 門(①25.0) 独 身独 立(③13.4)

い る と思 う 去㌫ 満(③ …)

伝

6身 め まわ りの も 20.3 61.2 3.8 50才 以 上(①31.5) 経 営 管理(③15.4)

統 の,食 べ ものな
聾 警務サ(①1・・)

どは手 間 ヒマか
-

的
け た手 づ く りも

生 のが好き

活 7衣 服は色柄スタ 12.7 48.3 4.2 独 身独 立(③11.5)

イル よ りも素 材 準 世 帯(③16.1)

様
を重視する方 経営 管 理(③11.5)

式
12.家 に居 れ ば和服 8.1 20.2 37.5 50才 以 上(①29.6) 10代(③64.5)

( で くつ ろ ぐのが 子供全員独立(①258) 学 生(③688)

好き 経営 管理(①26.9) 独 身独 立(③50.7)
0

独身家族と(③548)

型 技 術(③54.8)

)

13方 位 吉 日な どに 5.9 18.8 41.3 50才 以 上(①11.1) 10代(③64.5)

こる方 で あ る 子供全員独立〔①12.9) 学 生(③70.8)

経営 管理(①15.4) 独 身家族 と(③55.9)

登壇 務サ(①…)
独 身世 帯(③52・1)

専 門(③65.0)

技 術(③51.6)

新 5,家事 の手 間を省 9.3 48.1 2.7 経営管理(①192)

し け そ うな モ ノは 専 門(①20.0)

い

生
進んでとり入れ

る

) 単独世帯(①188)

活

様
式 8,た た み の部 屋 は 3.6 8.9 48.5 経営管理(①115) 50.才 以 上(③59.3)

( 好きではない 第1子 が 独立 ③75,0)

N
型 謂 ～250(③623)
)
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じ

① ② ③

ま っ た くそ
ま った くそ

ま った くち
と くに プ ラ スの回 と くに マ イ ナ ス の

の通 り
の通 り十ま

あ そうであ
が う 答の多い層 回答の多い層

% る% %

9.庭 を もて ば是非 25.6 51.4 8.1 経 営管理(①38.5) 商店経営(③176)
一面に芝生を植 1 専 門(①45.o) 末子小学(③16」)

えた い 独身独立(①343)

新 10米 よ り もパン食 4.7 14.0 32.6

1

10代(③ ユ9.4) 経 営管 理(③42.3)

し が好 き 専 門(① ユ50) 商店経 営(③41.2)

い 技 術(①9.7)

生

活 11.食 前 食 中に は ワ 4.2 12.7 50.9 経 営 管理(①11.5)

様 イ ンをた しなむ 専 門(①10.0)

式
のが好 き

'

50才 以 上(① エ6.7)

(

N

子 供 全 員(①16 .1)が 独 立

型 14.正 月 は ホ テ ルに 8.9 18.6 39.6 単独 世帯(⑬16.7) 10代(③58」)

) 泊 ま るな ど して 独 身家 独 と(③18.4)

家を脱出するの 技 術(③48.4)

が好き

15、自 分 は新 しが り 4.9 21.0 25.2 専 門(①1α0) 経 営 管理(③38・5)

や だ と思 う 20代(①9,2)

独 身独 立(①10.4) …臨 円(③36・ ・)

　

1.お 買徳 商品や バ 19.1 50.7 7.4 主 婦(①2,1) 男(③143)

一 ゲ ン セ ー ル の 経営 管理(③23.1)

広告やチラシを 商店経営(③176)

みるのが好き 学 生(③146)
中

2.自 分 の趣 味 に関 28.6 68.2 1.3

1

男(①372) 主 婦(①18.5)

する情報には何 10代(①48.4) 30代(①19.6)

よりも真先に注 学 生(①563り 末子小学(①149)

立 意 を払 ってい る 単独世帯(①417)

100万 未満(①418)

専 門(①55.0)

型
3.世 の 中 の流行 に 4.9 15.3 8.3

1

経 営 管理(①15.4) 独 身 独立(③13.4)

は努めて意識的 専 門(①15.0) 100万 未 満(③13 .4)

に抵抗する 農 林 労務

サ ー ビス(③14:0)

専 門(③15.0)
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〔表3-2〕 続 き

①

ま った く そ

の通 り

②

まった くそ

の通 り+ま

あ そ うで が

③

ま った くち

が う

と くに プ ラ スの回

答 の 多 い層

と くに マ イナ スの

回 答 の 多 い層

% る% %

16通 勤,旅 行 な ど 4.7 23.6 32.2 10代(①9.7) 専 門(③55、0)

では週刊誌で時 独 身独 立(①10・4) 第1子 独 立(③55、0)

間 をつぶ す こと 経 営 管理(①11.5)

が多い

5.2生 活 技 術 ・知識 の蓄 積

さ て,以 上 の分析 を 踏 ま えな が ら,次va!一 問2.へ の回 答 の ク ・ス集 計 結果 を検

討 してみ よ う。

問2.のAとCと では,第3-3表 の よ うな 形 で,52の 生 活技術,知 識 に関 して,

そ の蓄積 と関 心 度 とが きか れて い る 。52項 目 の 中 には,伝 統 的生 活 様式 に係 る も

の と,新 しい生 活様 式 に係 る もの とカs・い くつ かず つ含 まれ て いる ・

〔表3-3〕

問,.下 ・・あげ る ・番 か ら5旙 までの技 術 や繊 ・・つい て次 のA・BrCの 鯛(こ 培 え くだ さ

い。

A.そ れぞ れlcつ いて,あ な たが 自信 を も って い るも の,あ るい は得意 な もの の番 号lcは

○ 印 を,逆 に 自信 が ない もの,不 得手 な もの には ×印 をつ けて くだ さい。

B.そ れぞ れ の技 術 や 知識 を あな た は主tCど の よ うな経 路(人.マ ス コ ミなど)で 習 得 な

さい ま したか 。 い くつ で も○ 印 をつ けて くだ さい 。

C.今 後 は(も)う ま くな って 自信 を つけ た い もの は どれ どれで し ょ うか 。

3
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設 問 A C

回
自意 自得 を
信 な借 手 つ 経 管浮

苔 の も の な け は 信 も る

の あ の な も る ㈲ を の
種 る に い の う つ に

類 も は も に
の ○ の は

ま け は

く た ○

生 活 の 技 術 や 知 識

'印 ∵ ×

得 を 不 印

な い 印
つ と を

↓ ↓

(例)を っ くる ① ①

L生 鮮 食 品(肉,魚,卵 な ど)の 鮮度 を みわ け る 1 1

食
2.料 理 2 2

3.漬 物 をつけ る 3 3

関
4.お 菓 子.ケ ー キ を つ く る 4 4

連 5.家 庭 パ ー テ ィ の 演 出 5 5

6.そ の 他() 6 6

7和 服の着つけ 7 7

衣 8.洋.和 裁 8 8

関 9.編 物,し しゆ う,手 芸 9 9

連 10.生 地,布 地の 良否 を みわ け る 10 10

11.そ の 他() 11 11

12.か らだ の鍛 練法 ]2 12
'

健 13.け が,急 病 な どの応急 処置 13 13

康
14.指 圧,マ ッサ ー ジ ]4 14

関

連 15.育 児 法 15 15

16.そ の 他() 16 ・16

17,子 ど もの しつけ方 17 17

教
18.子 ど もの お もち ゃ.絵 本 の選 定 18 18

育
19.そ の 他() 19 19

20.日 曜 大 工 20 20

住
21,電 気 製品 な どの故 障 修理 21 21

関 22.室 内 装 飾の設計 22 22

'

連
23.植 木 鉢植 の手 入 れ 23 23

24.そ の 他() 24 24
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(問2つ づ き)

設 問

回

答
の

種

類

生 活 の 技 術 や 知 識

A C

1

自 意 自 得 を

信 な 借 手 っ
の も の な け

あ の な も る

る に い の

も は も に
の ○ の は
'印'×

得 を 不 印

↓

今 て 思 つ

後 自 う け
は 信 も る

(も)を の
う つ に

ま け は

く た ○

な い 印
つ と を

↓

(例)を つ くる

1

① ①

余

暇

関

連

25.模 型 づ く り,機 械 い じ り

26,楽 器 の 演 奏

27写 真

28,絵 を 描 く

29,つ り

30.各 種 芸 ご と(お 茶,お 花,う た い な ど)

3L各 種 ゲ ー ム(囲 碁,将 棋,マ ー ジ ャ ン な ど)

32,各 種 ス ポ ー ツ

33.旅 行,ハ イ キ ン グ な ど の プ ラ ン づ く り

34.そ の 他()

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

交

際

関

連

35.つ き あ い の エ チ ケ ッ トや マ ナ ー

36.テ ー ブ ル ス ピ ー チ

37冠 婚 葬 祭 の しき た り や と り し き り

38.そ の 他()

35

36

37

38

35

36

37

38

そ

の

他

39.財 産 の 管 理 運 用

4α 自動 車 の運 転

41.ひ も の 結 び 方 各 種

42.廃 物 利 用 法

43・ 字 を 書 く こ と

44.文 章 を 書 く こ と

45.人 前 で しゃ べ る こ と

46・ 外 国 語 の 会 話

47運 動 神 経

48.視(覚)力

49.聴(覚)力

50.嗅 覚

51.味 覚

52.第6感

1

39

40

4〕

42

43

44

45・

46

47

48

49

50

51

52

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52
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この間2へ の回 答 を,食 関連,衣 関 連 な ど中分類 別 に整 理す る と.,表3-・1の

諸表 が得 られ る。順 を迫 って読 んで い こ うc

〔 表3-4-1〕

食 関 連

O型 ① ② ③
得意な人 不得意な 得意'な 人 が 多 不得意 な人が 今後自信 とに か く関心 とに か く関 心

N型 人
o! い 層 多い層

をつけた が強 い層 が弱 い層
% /o い人%

1.生 鮮食 O 54.5 40.9 女 〔ψ63.9) lo代(①29 .o) .16.8 lo代(③61.3) 経営管理 〔③23」)

品の鮮度 主 婦(①72.3) 学 生(①22.9) 技 術 ◎22,")

を見分け ・・10代(①65 .1) 経営管理(①30,8)

る 末子小学(①7Lo) 技 術(①38.7)

欝 呈(①・・η

2,料 理 中 立 51.1 ・13 .9 女(①672) 男(①29、1) 53.2 女(③66.9) 経 情 理(③1↓o,8)

主 婦(①703) 10代 〔①35.5) 10代 〔③7LO) 専 門(③4([.o)

4。 代(①63、2) 準 世 帯(①355) 学 生(③68.8) 商店経営 ③26.5)

　
第1魂 蚊 ①66.7) 経営 管理(①34.6) 技 術(③25.8)

盆供金蔓(①6・3) 商店経 営(①35.3)

技 ,術(①226)

3.漬 物 を 0 34.7 60.O 女(①49.5) 男(①14,3) 40.7 女(③56.7) 男(、 ミ)18.8)

つけ る 主 婦(①5τ9) 10代(①16 .1) 主 婦(③5.1.4) ・10代 ◎26 ,4)

50代(①51、9) 20代(①22.4) 経営管理 ⑬15.・1)

独身独立(①20.9) 商店経営(③176)

独身家族と(①16.1) 技 術(③22.の

第1子 甦(①23.7) 撃翌(③ ・・.・)

準 世 帯(①22.6)

経営管理(①19.2)

商店経営(①20.6)

技 術(①9の

聾 曇(①・⑩

4.お 菓子 N 16.1 79.2
2;1τ

万(①3・・) 男(①6.3) 35.0 女(③46、2) 男 〔③19.7)

ケ ーキを
ノ人二

技 杯∫(①6.5) 10代 〔③452) 商店経営(③Ll.7)
一

つ くる 学 二{三③45δ) 技;蚕 」(③16.1)

専 門(③45.o) 農林労務(③22.o)

5,家 庭 パ N 22.5 69.7 専 門(①40.o) 準 世 帯(①9.7) 30.0 エo代 ③45.2) ・lo代(③18 、9)

一テ ィ の 利子独立(①33.3)
100万

円未満OlO・4)
、 学 生(③ ・15.8) ξ伏金豊(③1・.・)

演出 裏鉄聾(①1・ の 経営管理(③15、 ・D
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食 関連 の生 活 技 術,知 識 は,な ん とい って も女性 の もので あ る。O型,中 立 型

の技 術,知 識 につい て,多 くの主 婦 が 自信 を持 って い る 。若 い女性 も,現 在 は 自

信 は な くと も,今 後 自信 を つけ・た い と願 って い る。 … 方,多 くの男 性 は,こ の分

野 にあ ま り「|を出 す まい と決 め て い るよ うで あ る。 職 業 の要因 も一…見 効 い てい る

よ うだが,こ の場 合 は は っ き り,性 の要 因 の反 映 に す ぎな い と考 えられ る。 た だ

.し,経 営 管 理 職 と技術 職 は,食 関連 の技術 ・知識 への係 りが,と くに浅 い とい っ

て よか ろ う。 また,生 鮮 食 品 の鮮 度 の見分 け 方につ い ては約40%の 男性 が,料 理

につ いて は約30%の 男性 が,自 信 あ りと答 えて い る こ とも注 目に値す る。

N型 の技 術 ・知識 の蓄積}ま小 さ く,時 間 的 ・収 人 的 に余 裕 が 出は じめ た …部 の

層 で 自信 を持 つ 人が多 い とい った と ころ であ る。 関 心 もO型 や 中立 型 に比 べ て弱

く,若 い世 代 と専 門 職の み が比 較 的 強 い 関心 を示 してい る。 ただ し,若 い女性 の

場 合 は,N型,O型 を とわず,あ らゆ る'食関連 の技 術 ・知 識 の習得 過 程 に あ る と

見 た 方が よい で あ ろ う。

O型 の技 術 ・知識 に古 い世 代 が強 い の は 当然 で あ ろ う。

な お,準 世帯,低 所得 世 帯,子 供 全 員独 立 世帯 で,家 庭 パー テ ィ の演 出 へ の 自

信 が少 い こ と も,機 会 が少 い 以 上当 然 であ る。

衣 関連 の 世界 は,食 関 連 の 世 界以 上 に女性,と くに成 熟 した 女性 の王 国 で ある。

若 い女 性は,基 礎 的 な衣生 活 の 知識 を身 につ け るべ く,現 在,技 術 ・知 識 を 習得

中 の よ うで あ る。

男 は,ほ とん ど この世界 に係 っ て いない 。食 関連 の 場 合 と同 じ く,表 にみ られ

る職業 要 因は 性要 因 の ダ ミー で あ ろ う。 い わゆ るOLが 含 まれ てい る事務 職 で は,

男女 の差 が相 殺 され て,ニ ュー トラルな数 字 が あ らわ れ てい る。 ただ し,商 店 経

営 者 と技 術 職 とは,と くに,妻 の世 界 か ら身を ひい てい る よ うに思 われ る。

0型 の 技術 ・知 識 には 年 令要 因 が効 い てい る こ とは,こ こで も当然 で あろ う。

健康 関 連 に つ い ては,デ ー タ の意 味 す る と ころは必 ず し も明 白で は な い。 か ら

だ の鍛 練 法 は,世 帯 の や りく りでは な く,自 分 独 自 の 仕事 に専 心 してお り,し か

も余裕 が あ る層 で,得 意 な 人が多 く,関 心 も深 い よ うで あ る。 旧来 か らの鍛 練 法
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〔 表3-4-2〕

衣 関 連

O型 ①

得意な人

②

不得意な
得意な人が 不得意な人が ③

今後 ドi信
と にか く関 心 と に か く関 、L・

N型 ・%
人

%
多い層 多い層

をつけた

い人%
が強 い層 が弱 い層

7,和 服 の O 24.6 70.5 女(①37.4)

　

男 ①7.2) .日 .5 .女(め57.り 男((の19.7)
'

着つけ 主 婦(①42.D 10代(①6.5) 経 営 ↑'i;理(③3().s)

50代(①.18.1) 学 ・甘三(① ・12) [、り.門 〔③20.の

第1子独立(①45.8) 独身家族と①12、9) 商店経営(③14.7)

霧 鐘(① ・・6)準 世 帯(①9.7) 技 術〔③16」)

商店経営(①5.9) 難 隻(③・8.・)

技 術(① 一) 仰～川 駅 ③25.8)

8.洋.和 0 23.9 70.3 女(①37,7) 男(①4.9) 35.2 女 ⑬53.1) 男(③lo.8)

裁 主 婦(①43.1) 10代(①65) 主 婦(③50.8) 経 営 π 罫1!(③19.L')

50代(①42.6) 学 生(①8.3) 第}子独立(③55.0) 商店経営(〈:め1|.8)

第1子独立(①50,0) 独身独立(①1α4) 技 微 ③9.7)

雛 金蔓〔①・5・・)準 世 帯(①9.7) 撲惣(③1・.・)
.

経営管理(① η)

商店 経営(①8.8)

技 術(① 一)

攣 警(①12ω

9,編 物. 中 立 37.9 55.9 女(①58.7) 男(①9,4) 35.2 女(③53.8) 男 ◎9、9)
.

.

ししゅ う 主 婦(①58.5) 10代(①29.0) 主 婦(5L8) 経営管理(③15.4)

.手 芸 第1子 独立(①50.0) 学 生(①27、1) 末子小学(46.3) 商店経営〔③8.8)
'

経営 管理(①19.2) 第1う泡 立(45.8) 技 術(③6.5)

商店経営(①2.9) 撃竺㌘(③ ・・.・)

技 術 〔①9.7) 盆供全笠(③1・の

撃空聾(①24.0) 準 世 帯(③}9の
.

10.生 地. 中 立 22.7 40.0 女 〔①35.1) 男(①5.8) 32.8 女 ◎.に3) 男(③19.7)

布地の良 主 婦(①379) 10代(①9,7)
.

lo代(③45.2) 経 営管理(③U、5)

否を見分 刺 子独立(①37.5) 学 生(①1白) 商店経営(③ILs)

け る
2;8;

」(①34・・)
準 世 帯(①9.了) 技 術 ③9.8)

商店経営(①2.9)

技 術(①3.2)

に加 えて,い ろい ろ新 しい 方法 が と りいれ られ て,と の分野 は む しろN型 の色 彩

が濃 い のか も しれな い 。 日常生 活 に 追 われ て い る層 で関心 が 低 い のは 余裕 の 不足

に帰 因 してい よ う。'
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亡k3-・4-3〕

健康 関 連 ・教 育 関連

o型

N型

①'

得意な人

%

②

fミ得意な

人

%

得 意な 人 が

多い層

イミ得 意な 人 が

多い層

③
今後自信

をつけた

い人%

と くに関 心 が

強 い層

と くに関 心 が

弱 い層

12.か らだ

の鍛練法

中 ・1': 33.吐) 58.0 経 営管理(①1u.2)

専 門 〔①65.0)

商ll」糸斑(①47.1)

学 生(① ・17.9)

' 43.6 経 営管理(③53.8.)

300/1胎 〔③55,0)

学 生(③62.5)

専 門 〔③25.0)

40代(③33,0)

末子 小学(③323)

雛 全霊(③…)

B.け が,

急病 など

の応急措

置

ll1・ ン1 33.5 58.7 ・じ 門(①55.o)

2濡
ノ∫(①柵)

剛II}世帯(①46.2)

;o代 ◎9.4)

学 生(①22.9)

53.6 10代(③77.4)

学 生(③70.8)

40代(③40.6)

50代(③35.2)

末子小学(③4L9)

第 仔独 立(③37.5)

繋 金豊(③…)
技 術(③4L9)

14.指 圧.

マ ッサ ージ

O 15.0 77.5 単狛 購(①27.1) lo代(①6.5)

学d三(①6.3)

技 術(①6.5)

26.9 学 生(③39.6)

第1子 独立(③4L7)

商店経営(③14,7)

技 術(③12.9)

15.育 児 法 中 立 34.7 53.8 30代(① ・14.8)

主 婦 〔①5・1.9)

米 子小 学(①58.1)

第1午 独 立(①58.3)

2;㍍

∫(①・6・1)

専 門(①70・o)

男 〔①22.・D

lo代 〔①9.7)

学 生(①8.3)

独 身独立 〔①9.0)

独身家 族と(①8.6)

準 世 帯(①6.5)
'

単独世帯(①20.8)

技 術(①12.9)

聾惣(① …)

31.3 20代 〔③42.5)

剃 ヨ誕 生(③51.3)

40代(③14.2)

50代(③16.7)

末子・」牛(③16.1)

第1子独立(③25.0)

盆供全量(③12・9)

専 門(③15,0)

17.子 ども

の しつけ

方

中 立 37.5 52.7

.

主 婦(①`9.2)

.10代(①50.9)

末 子 ・1・学(①532)

ヅ 門(①75.O)

lo代(①12.9)

学 生 〔①1・1.0)

独 身独立(①16、4)

独身家族と(①19.4)

準 世 帯(①16.1)

単独世帯 〔①27.1)

技 術(①16.1)

.10.7 第1靭 孝(③60.5)

第1子独立〔③62.7)

21… τ

万(③52・1)

40代(③27.4)

50代(③20.4)

準 世 帯 〔③29,0)

経営 管理(③23.1)

専 門(③30.0)

騨 聾(③ …)

18.子 ど も

の お も ち

κ・.紛 ド

のJl舷定

中 、ン= 37.5

'

.19.8 第1イ漣 ヒ(①53.9)

2;品(①1・ .・)

み 門(①60.o)

]o代(①25、s)

5し)代(①25.9)

学 川(①27.1)

班M歩 立(①22.4).

準lil:帯(①25.s、

繍m理(①2:～.1)

㌧1術(e25.s)

29.4

1

r

第1子 誕 生(③ ・lo、8) 50代(③ll.1)

靭 弓独 立(③]6.7)
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■

注 目 に値 す るのは専 門職 の 自信 で あ る。 専門 職は 健康 関連,教 育関 連 の技 術,

知 識 全 般 に非 常 な 自信 を も って お り,お そ ら くは その 自信 の故 に,今 後 は も う習

得 の必 要 が ない と考 えて い る。

け が,急 病 な どの応急 措 置 が,年 令 が高 くラ イフ ・ステー ジ の後 の段 階 に い る'

層 の間 で関 心 を呼 ん でい ない 理 由 は,応 急 措 置では まにあわ ない病 気 に っい て の

懸 念 の 方が強 し・か ら であ ろ う。

学生 層 は,健 康 関連 の 技術,知 識 に っい て も,習 得に熱 心 で,指 圧 や マ ッサ ー

ジ に まで 関心 を示 して い る。 なお,同 居 世帯 で けがや 急病 な どの 応急 措 置 への 自

信 が強 い の は,異 った世代 の知識 が つ きまぜ られ る結果 で あ ろ う。

育児 と教 育関連 の技 術,知 識 に関 しては,ラ イフ ・ステー ジ要 因 が決 定 的 に効

い てい る。 その年 頃 の子 供 が い る層 では,自 信 を持 つ 人が多 く,子 育 て に関係 の

な い 層で は 不得意 な 人が 多 い。近 々 ・育児や 教 育 が必 要 にな る層 で は関 心 が深 く,

す で に 自信 を持 って い る層や 子 育 てを終 った 層 では関 心 が うす い。

この よ うな 当然 の傾 向 とは別 に,専 門職 と技術 職 との対 照 的 な位 置 が興味 深 い。

専 門1戯が この 分野 で も 自信 に あふ れ てい るの に対 して,技 術 職 は あ ま り子 育 て に

口ば しをは さ まない よ うで ある 。

住 関連 の 技 術,知 識 の蓄積 は,日 本 の 住生 活 の貧 困を反 映 して,き わ め て乏 し

い。 か ろ うじ て,男,と くに働 きざ か りの男 に 日曜 大工 を得 意 とす る 人が比 較 的

多 いだ け であ る。 この 日曜 大工 と故 障 の修 理 は 男 の仕事 とみ な され て お り,今 後

自信 をつ け た い と考 えて い る男 は か な り多 数 お り,若 い男 の間 で の関 心 も強 い。

さ す が に技術 職 は,こ の 方面 に強 い よ うで あ る。

N型 の室 内装 飾 設 計 が若 い世 代 に 人気 があ るの に対 して,O型 の植木 鉢 植 の手

入 れ に対 す る関 心は 若 い 人 の間 で うす い 。 しか し,こ の点 につ い ては,N型 対O

型 とい う関係 以上 に,庭 つ きの入 手 可能 性 とい う問 題 もあ るのか も知 れ ない 。 マ

イ ・ホ ー ム への夢 が あ った り,現 実 に持 って い る と考 え られ る層 の間 で は,植 木

鉢 植 の手 入 れ に比較 的 強 い関 心 が 認 め られ るか らで あ る。
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〔鵬く3-4-4〕

住 関 連

o型
ω

得意な人

②

イく得意 な
得意 な 人が 不得意な人が

③

今後ll|信
とくに関心 が とくに関心が

N型
%

人

%
多 い層 多い層

をつけた

い人%
強い層 弱い層

以),11∬d!尺 中 ∪: 23.7 70.6 男 〔①4L7) 女(①10.5) 32.8 男 〔③50.7) 女(③19.7)

1. 経空締 理(①34,6) ヨこ 婦(①12.8) 10代(③45.2) 主 婦(③19.5)

商店締 営〔①382) 第仔 独立〔①12.5) 商店経営(③55,9) 雷 全豊(③12・9)

技 術(①51.6)

騨 曇(①鋤

21.電 気製 中 ウ: 474 51.9 技 術(①6.0) 41.5 男 〔③56,1) 女(③3α8)

品 などの 10代(③5L6) 50代(③29.6)

故障修理 学 生(③52.1) 雛 全量(③1㈱
第}子 ・」蝦 ③56.7)

商店経営(③66.8)

22.室 内装 N 4.9 54.2 37口 10代(③5L6) 50fX③24.D

飾の設計 学 生(③56.3) 讃 全量③12・・)

独 身独 立(③47.8) 準 世 帯〔③25.8)

独身世帯(③542)

23,植 木鉢 O 04 65.5 商店経営(①29) 31.8 結 婚(③423) 10代(③19.4)

植の手入 鯉 隻(① ・・) 第1子小学(③43.3) 学 生(③20.8)

れ 300万 台(③46.7) 独身独立(③194)

準 世 帯(③129)

余 暇 関連 の世 界 は,こ れ まで の と ころ男 の 世界 で あ る 。模 型 づ くり,機械 い じ り,

写 真,つ り,各 種 ゲニ ム,各 種 ス ポ ー ツ と,中 立 型 の技 術,知 識 に つい て は,圧

倒 的に男 に得 意 な 人,関 心 の あ る 人が多 い 。女 は,か ろ うじて,伝 統的 に女 の た

しなみ とさ れ て きた各 種 け い こ ご とを主導 して い るだ け で あ る 。た だ し,各 種 ス

ポ ー ツに つい ては,若 い世代 の 女性,す なわ ち学生 やOLを 先頭 に,女 性 の間 で

の 関心 の高 ま り と,自 信 の蓄積 が 進行 しは じめ て いる よ うです 。男 ・女 を 問 わず

一般 に
,余 暇 の世 界 での若 い世 代 の活 躍 は 目立 っ。多 くの技術 ・知識 に若 い世 代

は長 じて お り,全 ての 余暇 関連 の技 術 ・知識 に若 い世 代 は 平均 以上 の関心 を寄 せ

てい る。 とくに,N型 の楽 器 の演 奏 や絵 を描 く ことは,若 い世 代 の独 壇 場 であ る。

これ に対 して,年 令 の 高 い層,ラ イ フ ・ス テー ジ の後 の段階 に あ る層 で は,お
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〔 表3-4-5〕

余 暇 関 連

O型

N型

①

得意な人

%

②

不得意な

人

%

得 意な 人が

多い層

不得意な人が

多い層

③

今後自身
をつけた

い人%

開 心 が強 い

層

関心 が弱 い

層

25.模 型 づ

くり,機

械 いじ り

中 立 28.0 65.3

'

男(①56.5)

10代 〔①38.7)

学 生(①45.8)

準 世 帯(①4L9)

商店経営(①44.1)

技 術(①61.3)

豊埜蟹(① …)

女(①7.2)

主 婦(①62)

.10代(①]6 ,0)

50代(①1・1.8)

末 子 小 学(①16,1)

第1子 独 立(①83)

岳供全豊(①1・ ・1)

20.8 男 〔③39,9)

lo代 ω35.5)

学 生(③33.3)

輝1世 帯 ⑬35.5)

商 店 経 営(③47.1)

技 術(③38.7)

皇埜整(③ ・…)

女(③i～ 、川

E婦 〔③5.6)

ly門(③|1).の

26,楽 器 の

演奏

N 18.2 75.8 10代 〔①38.7)

学 生(①45.8)

㌘ 縁 族 〔①・・.1)

40代(①75)

末子小学(①6.5)

第1子独立(①4.2)

商店経営(①59)

28.6 10代(③64.5)

学 生(③60.4)

轡 族(③ …1)
2;篇

万(③・・ω

・10代 ⑲10、 の

50代 〔③14.8)

末 イ'小 学(:①)6,1)

第lj独 、Z(③|2、5)

義侠全1}(③1…)

27写 真 中 立 31.6 59.7 男(①50,2)

経営 管理(①42.3)

専 門(①45.0)

技 術(①51.6)

女(①18.0)

主 婦(①16,4)

50代(①20.4)

末子小学(①2LO)

第1子独立(①16,7)

29.7 男(③422)

専 門(③40.o)

商店経営(③44.1)

学 生(③ ・}5.8)

主 婦(③1".4)

・lo代(③17.o)

50代(③18.5)

末 子 小 学(③16、1)

第1子 独 立 ③16.7)

絆 笠(③ ・・7)

28,絵 を描

く

N 23.3 68.4 10代 〔①38,7)

20代(①35.6)

学 生(①47.9)

㌘身家族(①…)

40代(①8.5)

50代(①13.0)

末子小学(①8.1)

曇供金蔓(① …)
経営 管理(①7.7)

25.4 lo代(③45.2)

学 生(③ 手79)

璽撒(③ …1)

商店経営 〔③・112)

50代(③ll>.U)

末 子 小L択 ③12,9)

㌍ 笠(③…)
経営管理 〔③7.7)

29.つ り 中 立 23.1

.

68.8 男(①44.8)

経営管理(①38.5)

商店経営(①35.3)

技 術(①41.9)

蓼埜鯵 ①・…)
独 身独立(①34.3)

準 世 帯(①38.7)

女(①7.2)

主 婦(①5.6)

親 子独立(①83)

憂供金蔓(①12・)

・

18..▲ 男 〔③35.0)

10代(③29.O)

学 生(③33.3)

商店経 営(③33.8)

撃埜蟹(③ ・…)

女 〔③6.2)

主 婦(③.i.6)

第醐 虫立(③8.3)

;供 全i}(③ ・・5)

一 ・ も

30.各 種 げ

いごと

・

O 25.4 65.5 女(①37.4)

剃 拘虫立(①37.5)

男(①9,0)

学 生(①8.3)

'1…τ
万(①1…)

商店 経営(①14、7)

技 術(① 】2,9)

豊竺惣 ①1…)

28.2 女 、(③40.3)

10代(③38.7)

'

男 ◎11.扮

商店経営 〔③ い1.7)

技 術(③9.7)

豊鞭(③1・ ・)
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余暇 関 連(っ づ き)

O型
①

得意な人

②

不得意な
得 意な 人が イく得 意 な 人が

③

今後n身
関心 が強 い 関 心 が弱 い

N型
%

人

%
多 い層 多い層

をつけた

い人% 層 層

31.各 種 ゲ 中 立 27.8 6・1.4 男 〔①5|.6) 女(①lo.5) 25.6 男(③40.4) 女 ◎14.8)

一ム 技 術(①58,1) 一1三 婦(①10.:う) lo代(③54.8) ヨ三 婦(③12.8ノ

学 生(①13.8) 末イ小学(①u.3) 響 家族(③ ・…)
'10代(③15 .1)

準1旦 帯(①41.9) 第1∫ 独 立:(①12、5)
ll吉

万(③ ・6・2)

技 術(③38、7)

末 ・∫・小 学(③9.7)

左傾}(③1… の

32,各 種 ス 中 立 」2.6 ・1u.8 男(①60.5) 女(①29,5) 33.0 10代(③7・12) 主 婦(③17.9)

ボー ン lo代(①6L3) 主 婦(①23.め 学 生(③649) 40代(③15」)

20代(①60.3) 40代(①179) 独身独立(③43.3) 50代(③9.3)

'

独身独立(①65.7) 50代(①18.5) ㌘撚 族(③ …)

`

末・∫小 学〔③2Lの

㌘ 家族(①52の 末子小学(①19の 単独世帯(③43,8) 第1子独立(③12.5)

準 世 帯(①71.o) 第1一了独1∫:(①16.7) 拶 全豊(③ …)

独身世帯 〔①542) 荻伏全盲仰 り
経営管理(①53、8)

Il`務(①6L5)

呈色酸 ①・⑩

33,旅 行. N ・13.0 4715 経営 管理(①53.8) 主 婦 〔①30.8) 33.1 10代(③5L6) 40代(③20、8)

ハ イキ ン 事 務(①54.8) ・10代(①32.D 学 生(③50.0) 末子小 学(③17,7)

グなどの 学 生(①56.8) 50代(①25.9)
独身家族(③49

,5)と 盆供全1}(③1…)

プラ ンづ ㌘嫁 族(① …) 第臼独 立(①25.0) 300万 台 〔:駆6.7) 技 術(③16.1)

くり 3ω 万 台(①6仰)」 孟洪烈(①捌

`

㊨

しなべ て,余 暇 へ関 心 が 弱 くな っ てい る。 仕 事 の上 で は働 きざ か りで あ る40代

か ら,余 暇 に関 しては老 人型 の パタ ー ンが あ らわ れ て い る。

職.業 で は,技 術 職 が,比 較的 に趣 味 人で あ る。 自分 の専 門 分 野 で の仕 事 以外 に,

自分 な りの しか も比 較 的 巾広 い 趣味 を 持 って生 活 してい る人 力㍉ 技術 職 は多 い よ

うであ る 。

なお,な に ご とに よらず 自信 に あ ふれ て い る専門 職 も,余 暇 の世界 に限 っては,

ほ とん ど 目立 たな い存在 にす ぎな い 。.・

交際 関 連 の技 術 ・知識 の得 意 な 人は,一 転 して,経 済 的 ・時 間 的 に余 裕 が でて

きた人,経 営 ・管 理 職 ・']jt門職 に多 い。 と くに専門 職 の 自信 は,N型,o型 を 問

わず,実 に は っき りし てい る 。

若 い川代 は,現 在 得 意 では な い が,習 得 は熱心 に希 望.し てい る 。

技 術職 の 人は,よ くい え ば他 人や 世 間 に とらわれ ず に 生 き る とい う,悪 くい えば
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〔表3-4-6〕

交 際 関 連

●

●

o型
①

得意な人

②

不得,翻 〔
得丘 な人が 不得意な人が

「3)

/「後 自信 関心 が強 い 関 心 が弱 い

N型
%

人

% 多い層 多い層
をつけた

い入%
層 層

35,つ きあ 中 立 ・14 .3 45.6 警砲 管理 〔コ)65.D lo代 〔①226) ・18 .7 10代(③677) 4〔}代(③368)

いの エナ ツ 門 〔①7〔}o) 学 生(①25.o) 学 生(liVti4.6) 経営管理 〔さ川6)

ケ ットや
25

、1后 〔①・7・)
lo})㌃ ノ

、〔①31・) 加 イ・1・学(③597) 専 門(③25,0)

つ ナ ー
;横領 〔①・・D 技 ,術([ユノL,26) 技 術(③355)

盆供触 ③・5…
1

36,テ ー プ N 131 77.1
'

経営管理(①:〕`1,6) 10代(① 一) 367 lo代 〔③58D 専 門(③20川

ル ス ピー 専 門 〔①450) 学 生(①63) 学'k(③521) 盆供鱒 ㈹1・.・)
チ 技 術 〔①32)

37冠 婚葬 O 17.4 718 経営 管理 ω38.5) 10代(① 一) 39.2 1{}代(③516) 専 門(ゆ250ノ

祭 の しき 専 門 〔①35,0) 学 生(①12) 第lr・1!ぎて③50η 技 術(③29.の

た りや と 2『?品 万(① ・8・・) 準 世 駅 ①6.5) 商店経営(③55.9) 第]イ独 虹 ③ 訓s成

りしきり 蔓供祭 ①川) 第1刊 学(①60) 300万 台(③55、O lo㍑ ⑬ ・・u

技 術(①u5)

ノ!へ

●

'

自分 のか ら に と じこ も りが ち で あ る とい う傾 向 にあ る よ うで あ る。、

な お,第1丁 小 学 の ラ イ フ ・ステー ジ にあ る層 で
,比 較 的交 際 へ の関心 が 深

い の は,学 校 を通 じた交 際 の機 会 と必 要 が 多 い故 と思 わ れ る。

そ の他 の種 々の知'識 ・技術 に つ い て も,こ れ まで のみ て きた 層別 の特 徴 が あ て

は ま る 。

まず,若 い世 代 力㍉ ほ とん どあ らゆ る知識 ・技 術 の習得 を希 望 してい る。財産

の 管 理運 用 も うま くや りた い と念 じてい る し,ひ もの結 び型 とい った 技術 に いた

る まで関 心 が 深 い 。 と くに ,外 国 語 の会 話 の上達 へ の願 い が強 い よ うで ある。

40代 か らは じま っ て,古 い 世代 の層 の 間 で は ,自 動車 の運 転 の よ うな余 暇 関

連 とも いえ る技 術 ・知識 だ け で な く,字 を書 くこ と ,文 章 を 書 くこ と,人 前 で し

ゃべ れ るこ と とい った い わば コミュ ニケー シ ョン能 力 とで も呼 ぶ べ き ものへ の関

心 も うす い 。外 国 語 の 会話 な どは,と て も ・とて も とい う感 じで あ る 。

コ ミュニ グ ー シ ・杉 能 加 法 際 関 連 と よ く似 た パタ ー ンを 示 してお り一 ユ緒 の

一113一



〔=ムミ3-4-7〕

そ の 他

O型
①

得意な人
②
不得意な

得 意 な人が 不得意な人が
③

今後 自信
関心 が強 い 関 心 が弱い

N型
%

人

% 多い層 多い層
をつけた
い人% 層

》

層

39.財 産の 中 立 1718 70.3 経営管理(①3α8) 独 身独 立(①3.o) 32.0 10代(③45 .2) 節序独立(③208)

管理運用 50代(①31 、5) 準 世 帯(①6,5)
'00み(③19・)

基供金蔓〔①…) 単独世帯(①6,3)

40.自 動車 N 33.9 57.8 男(①58.3) 女(①16.1) 29,0' 男(③43,0) 女(③187)

の運転 20代(①44.3) 主 婦(①19,0) 10代(③58.1) 主 婦(③15.4)

準 世 帯(①45.2) 50代(①20.4) 学 生(③542) 40代(③179)
,

商店経営 〔①58.8) 離 全豊(①1・1)
準 世 帯(③41.9) 50代(③1L1)

事 務(①48.1) 商店経営(③44.1) 第仔 独立(③83)

技 術(①61.3) 技 術(③452) 雛 壇(③ ・・)
300万 台(①46.7)

射,ひ もの 0

.

1τ2 7LO 10代(① 一) 18.9 10代(③323)
.経営 管理 〔③77)

結び方各 学 生(①4.2) 準 世 帯(③32.3) 専 門(③5.o)

種
10続 万(③3鋤

1

42,廃 物利 O 29.5 59.3 事 務 〔①183) 31.6 雛 金蔓(③1・・)

用法
100㌔(③ …)

`

43.字 を書 中 立 32.6 58.8 農林労務(①18.o) 49.1 10代(③6L3) 40代(③377)

サー ビス

くこと 第1子独立(③375)

雛 全量(③…)
'00熟(③3&8)

1

44,文 章を 中 立 26.9 64.2 経営管理(①50.0) 技 術 〔①16」) 46.0 10代(③64.5) 経営管理(③346)

書 くこと 専 門(①50,0) 第1子独 立⑱12・5) 学 生 〔③60,4) 専 門(③15.0)
,

300万 台(①40.0) 準 世 帯(①129) 40代(③34.9)

末子 小学(③35.5)

第1子独立(③333)

欝 金蔓(③…)
'00朶 滴(③ ・・8)

.

45,人 前 で 中.立 24.2 66.9 経 営管理(① ・12.3) 技 術(①6.5) 48.5 10代(③71.0) 40代(③32,1)

しゃ べれ 専 門(①60.0) 学 生(③62,5) 第1子独立(③33,3)

ること
25顕 万(①41 ・3)

20㌫ 万(③594)
讃 全量(③…)

繋 金豊(①38・)
100朶 満(③ …)

専 門(③20.0)

46,外 国語 N 78 83.3 専 門(①20,0) 33.7 10代(③74.2) 40代(③15.1)

の会話 学 生(③68.8) 50代(③14.8) ,

㌘縁 族 〔③51・・)
第1弓独 立(③8.3)

単独世帯(③45.8) 夢 全§(③ ・.・)
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'間
には緊密 な相 互 関連 が存 在 す るよ うで あ る。例 に よ って,専 門 職 が強 い 自信 を

表 明 して い る。 なお,年 収100万 未満 の層 で,コ ミュニ ケー シ ョン能 力へ の関 心

が弱 い こ と も目に っ く。

〔表3-4-8〕

運動感覚能 力

0型
①

得意な人
②
不il遠な 得意な 人 が 不得意 な人が ③

今後自信
関 心 が強 い 関心 が 弱 い

N型
%

人

%
多い層 多い層

をつけた

い人%
層 層

47.運 動神経 47.3 41.9 男(①61.D 女(35.1)

`

34.3 |o代(③742) 主 婦(③20,0)

独 身独 立(①69.7) 40代(29.2) 20代(③44.8) ・10代(③16 .0)

' 準 世 帯(①74、2) 50代(27.8) 学 生(③60.4) 50代(③18,5)

15》砺(①59
・4) 末子小学(242)

警 族(③…7) 末子小学(③22.6)

事 務(①61,5) 第1子独立33.3) 第 げ独 立(③16.7)'

技 術(①6'1.3)

豊空聾(① ・2.・)

憂供 全量(29・ ・) 曇供全豆(③1・め

専 門(③20.o)

48.視 力 5L7 36.2 準 世 帯(①64.5) 50代(①222) 24.8 10代(③48.4) 40代(③12.3)
.

第1子猫K①20.8) 学 生(③375) 50代(③9.3)

針 金豊(①22・) 第1子独立(③8.3)

経営 管理(①38.5)
盆供金蔓(③ …)

専 門(①35.o) 専.門(③1αo)

49,聴 力 63.6 24.1 50代(①44.4) 25.2 10代(③41.9) 40代(③15.1)

第1子 猿抵 ①45.8) 学 生(④4L7) 50代(③ll.D

盆供金蔓(①41・ ・) 盆供讐(③ …)
技 術(①419) 形'門(③15.o)

50.嗅 覚 6L9 25.6 10代(①74.2) 50代(①50,0) 23.3 10代(③452) 50代(③11.1)

罪 豊(①…) 学 生〔③杜7)
㍗ 全豊(③12・)

技 術(①51.6) 専Fr(③10.0)

■

51.味 覚 68.6 18.2 300万 台(①80.0) 50代(①53.7) 30.9 10代(③48.4) 50代(③16.7)

㌘ 全霊(①・8・1) 学 生(③41、7) 経営 管理(③19.2)

300万 台(③45.0) 専 門(③15,0)

52.第6感 46.4 36.4 300万 台(①60.0) 271 10代(③45.2) 40代(③17.0)

学 生(③52、1) 50代(③IL1)
-

親 子独 立(③8.3)

この他,今 回 の調 査 では,運 動感 覚能 力 にっ いて もきいてみ た 。

集 計 結 果 を み る と,運 動感 覚 能 力 と余 暇 活 動 との 間 の関連 が うか が え る。

若 い世 代 は,技 術 ・・知 識 に加 えて,運 動感 覚 能力 を みが くこ とに,も熱心 で あ る。
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40代 以降 の古 い 世代 で は,運 動感 覚能 力 のお とろえ に対 す るあ き らめ が強 くみ

られ る。

専 門職 は,知 的 な コ ミ ュニ ケー シ ョン能 力 を得 意 とす る の と対 照 的 に,運 動 感

覚 能 力 に対 しては,徹 底 してひ ど く無 関心 で あ る。

な お,グ ール メ(食 通)が 年 収300万 台 に とくに多 く存 在 す る ら しい カ㍉ この

点 にっ いて は これ以 上解釈 不能 であ る。

運 動感 覚 能 力 を調 査 の対 象 と した例 は あま りな く,今 回 の場合 も付随 的 に組 み

こ ん でみ たに す ぎな い が,今 後 は,情 報 関連 の調 査 で も っ と扱 って よい テ ーマ で

は な いだ ろ うか 。

〔表3-5〕

N型
O型

男得意な入 女得意な人
男今後自信
つけたい人

女今後自信
つけたい人

%順 位 %順 位 %順 位 %順 位

生鮮食品の鮮度 を見分ける O 41.7⑩ 63.9② 36、8⑰ 54.1④

料 理 中 立 29.1⑮ 672① 34.5⑫ 66.9①

漬物 をつける 0 ]4.3⑳ 49.5④ 18.8⑭ 56.7③

お 菓 子.ケ ー キを つ く る N 6.3⑭ 23.3⑫ 19.7⑪ 46.2⑫

家 庭 パ ー テ ィの 演 出 N 16.6⑳ 26.9⑱ 23.3⑳ 35.4⑳

和服の着つけ 0 72⑳ 374⑪ 19.7⑪ 574②
・

洋.和 裁 0 4.9⑰ 377⑬ 10.8⑱ 53.1⑥

編 物 ・.し し ゅ う.手 芸 中 立 9.4⑪ 58.7③ 9.9⑲ 53.8⑤

生地の良否をみわけ る 中 立 5.8⑮ 35.1⑭ 19.7⑳ 42.3⑭

か らだの鍛練法 中 立 43.0⑨ 25.6⑳ 52.5③ 370⑰

けが.急 病などの応急処置 中 立 31.4⑬ 35.1⑭ 54.3② 53.1⑥

指 圧.マ ッ サ ー ジ 0 12.6⑳ 16.7⑰ 22.4⑩ 30.2⑳

育 児 法 中 立 22.4⑳ 43.6⑥ 24.2⑳ 36.4⑱

子 どもの しつけ方 中 立 30.9⑭ 42.3⑦ 35.0⑳ 44.9⑬

子どものおもちゃ 絵本の選定 中 立 34.1⑫ 40,0⑧ 26.0⑰ 31.8⑭

日 曜 大 工 中 立 41.7⑩ ]o.5⑪ 50.7④ 19.7⑭

電気製品などの故障修理 中 立 5.4⑳ 3.6⑱ 56.1① 30.8⑳

室内装飾 の設計 N 2.7@ 6.6⑳ 38.6⑭ 36.1⑲

植木鉢植 の手 入れ O 0.4⑲ 0.3⑲ 30.9⑳ 32.5@

模 型 づ く り.機 械 い じ り 中 立 56.5③ 72⑭ 39.9⑬ 6.9⑰

o
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N型
0型

男得意な人 女得意な人
男今後 自信
っ けた い人

女今後自信
っけたい人

%順 位 %順 位 %順 位 %順 位

楽 器 の演 奏 N 233⑳ 14.4⑩ 36.3⇔ 23.0⑪

写 真 中 立 50.2⑤ 18.0⑬ 42.2⑪ 20.7⑬

絵 を 掛 く N 22.4⑳ 23.9⑳ 274⑳ 23.9⑳

つ り 中 立 44.8⑦ 72⑭ 35.0⑳ 6.2⑲

各 種 け い こ ご と O 9.0⑫ 374⑪ 11.7(⑰ 40.3⑯

各 種 ゲ ー ム 中 立 51.6④ 10.5⑳ 40.4⑫ 14.8⑯

各 種 ス ポ ー ツ 中 立 60.5① 29.5⑰ 42.6⑩ 25.9⑳

旅 行 ハ イキ ング な どの プランづ く り N 49.3⑥ 38.4⑨ 33.2⑳ 33.1⑳

つ き あい のエ チケ ッ トや マ ナー 中 立

1

43.5⑧ 44.9⑤ 43.9⑦ 52,1⑧

テ ー ブ ル.ス ピ ー チ N 170⑳ 10.2⑬ 38.1⑮ 35.7⑳

冠 婚葬 祭 の しきた りや と りし きり O 16.1⑰ 18.4⑭ 35.4⑲ 42.0⑮

財産の管理運用 中 立

.

18.8⑳ 170⑳

1

33.2⑬ 31.1⑳

自動車 の運転 N 58.3② 16.1⑲ 43.0⑧ 18.7⑮

ひもの結 び方各種 0 179⑭ 16.7⑰ 14.3⑮ 22.3⑫

廃物利用法 0 24.2⑲ 33.4⑯ 13.5⑯ 6.9⑰

字 を書 く こ と 中 立 25.6⑱ 377⑩ 45.3⑥ 5L8⑨

文章を書 くこと 中 立 274⑯ 26.6⑲ 43.0⑧ 48.2⑩

人 前 で し ゃ べ る こ と 中 立 274⑯ 22.0@ 48.9⑤ 48.2⑩

外 国語 の会話 N 10.8⑳ 5.6⑰ 377⑯ 30.8⑰

以 上,各 分 野 ご とに分析 を進 め て きた が,最 後 に,男 女を 分 け て,

1)得 意 な 人が多 い順

2)今 後 自信 を つ けた い 人が多 い順

に,各 々の生 活技 術 ・知識 に番 号を うってみ ょ う。

結 果 は,表3-5に 一 覧 されて い るが,男 女 差 が明 瞭 に出 てい る。 女性 は,食

関 連 ・衣 関連 ・育児 ・子 育 て関連 の技術,知 識 と,コ ミュニ ケー シ ョン能 力 お よ

び そ れを 生 か した基 本 的な 交際 とに自信 を持 ってお り,こ れ らの分 野 に加'えて,

健 康 関連 の技 術,知 識 に関 心 が 深 い。

男 性 は,職 場 で の仕 事を別 にす れ ば,も っ ぱ ら余暇 関連,な い しは それ に近 い

性 格 の技 術,知 識 と コ ミュ ニ ケー シ ョン能 力,交 際関 連 の技術,知 識 を 得 意 とし,

今 後 は,住 宅 関連 の分 野 で家 庭 生 活を支 え,健 康 に留 意 しよ うと考 え て い る。
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この よ うな 男 女差 を含 め て,こ れ まで の分 析 を整 理 す る と,結 局,次 の よ うな

生 活 様 式 上 の セ グ メ ン トが と りだせ る よ うに 思 わ れ る。

1)家 庭 で の 日常生 活 のや り くりに 追 わ れなが ら,そ の充 実 と合 理化 を め ざ し,

そ れに役 立 つ技 術 ・知 識 を0型,N型 ともに大 切 に し,コ ミュニ ケ ー シ ョン

への 自信 と要 求 とを ひめ て い る層:典 型 例,若 い主 婦

2)生 活 の ほ とん どあ らゆ る知識,技 術 の 習得 に熱 心 で,と くにN型 の もの に

っ いて は他 に先 ん じて 自信 を つ け て き てお り,知 的 な コ ミュ ニケ ー シ ョン能

力 だけ で な く,運 動感 覚 能 力 の多 面 的 な 開発 も心 が け てい る層:典 型例,

学 生

3)自 分 の専 門 分 野 の仕事 と自分 な りの か な り巾広 い趣味 の世 界 に関 心 を集 中

させ,家 庭 の 日常生 活 と社 会 的 な 交際 か ら}鵠 を ひ いてい る層 ・ 典 型 例 ・

技 術 職

4)知 的 な生 活技 術,知 識 と知 的 な コ ミュニ ケー シ ョ ン能 力 とに 自信 を も%,

交 際 に も主導 権 を 発 揮 す るが,余 暇 活動 で は と くに 目立 たず,運 動 感 覚 能 力

には無 関 心 な 層:典 型例,専 門 職

5)職 場 での生 活 が中 心 で,家 庭 生 活 は妻 まかせ で標 準 的 に送 って お り,余 暇

活 動 や コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力,運 動感 覚 能 力 の開発 に不熱 心 な 層:典 型

例,'40代 の男性

6)時 間 的,収 人 的 に余裕 は あ り,0型 の技 術,知 識 も蓄積 してい る一 方で,

運 動 感 覚 能 力は お とろ え,余 暇 活 動 を は じ め とす る外 向 きな 活動 には あ ま り

参 加 で きな いが,静 か な充実 を求 め る能 力 と要 求 が高 い層:典 型 例,子 供

全 員 独 立 した豊 かな 老夫 婦

かな り大胆 な読 み こみ に も とず く スケ ソチで あ る が,こ こでは,と りあ えず こ

の ス ケ ソチ を確 認 して,次 へ進 む こ とに しよ う。
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5.5生 活 用式 のタ イプ と メデ ィア の タ イプ

'
い よ い よ,生 活 様 式 の タ イ プ と メ デ ィ ア の タ イ プ と の っ け あ わ せ に と り か か る

こ と に す る 。 問2のBと し て,表i-6の よ う な メ デ ィ ア を あ げ て,生 活 技 術,

知 識 ご と に,そ の 習 得 経 路 を き い て み た 。●
その習得経路を きいてみた。'

〔表3-6〕
い

B・ 主 に どの よ うな経 路 でそ の よ うな技 術 や知 識 を習 得 し ま したか

L

親

ま
た

は

祖

父

母

2.

そ

の

他

の

家

族

3.

友

令
知

ぐ
隣

人

4.

学(
各

種

学

校

を

含
む校
)

5.

新

聞

6.

雑

誌

7'

単

行

本

8.

テ

レ

ビ

9,

ラ

ジ

オ

]0.

そ

の

他

① 2 3 4

1⑤
⑥ 7 8 9 10

そ の集 計 結 果 を男 女別 ・得 意 ・不得 意別 に 図示 した のが,巻 末 の図3で あ る 。

●

一119一



一般 に
,当 然 の ことな が ら,得 意 な 人ほ どノ デ ィァ利 月1率 が高 い,,ま た,不1[}

意 な 人 の メ デ ィア利 川 が 各 メ デ ィア に比較 的 フラ ッ トに分 散 す る傾 向 が あ るの に

対 して,得 意 な 人の メ デ ィア利 用 は特 定の もの に集 中す る。,

リ}女間 の 差は,ほ とん ど現 れ て い な い。 男 の ほ うが,わ ず か に 友 人,知 人,隣

人の利 川 率 が高 い程 度 の ことで あ る。得意 ・不得 意 別 の 差 に,男 女差 が吸 収 され

てい るの で あ ろ う。

さて,図3を メデ ィアの型崩 に 整理 して,生 活様 式 のO型,N型 と関係 づけ た

の が第3-7表 で あ る。 メデ ィアを大 き く,

1)パ ー ソ ナル 型(P型).

2)マ ス コ ミ型(M型)

に分 け,パ ー ソ ナル型 を さ らに,

1-1)親 ・祖 父 母 ・その他 の家 庭

1-2)友 人 ・知 人 ・隣 人 ・学 校

とに細分 した 。そ して,各 生 活 技術 ・知 識 ご とに,と くに集 中的 に利 用 され て い

るメデ ィア型が あ れば,○ 印 を該 当欄 に エ ン ド リー させ た。 メ デ ィ ア利 用 が われ て'

い る場 合 には△ 印 のエ ン トリー を用 い た。

〔表3-7〕

0型 P型 メ デ ィ ア M型

N型 親祖父母.その他家族 友人.知 人.隣 人 学 校 メ デ ィ ア

生鮮食品の鮮度を見分ける O ○

料 理 中立 ○

漬物をつける O ○

お菓 子 ケ ー キ をつ くる N ○

家庭 パ ーテ ィの演 出 N ○

和服の着つけ 0 ○

洋.和 裁 0 ○

編 物.し し ゆ う.手 芸 中立 ○

生地の良否を見分ける 中立 ○
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●

O型 "P型 メ デ
ィ ア M型

N型 親 祖父母・そ¢弛家族 友 人.知 人.隣 人.学 校 メ デ ィ ア

からだの鍛練法 中立 ○

け が,急 病 な どの応 急措 置 中立 ○

指 圧,マ ッサ ー ジ 0 △ △ △

育 児 法 中立 ○

子 ども の しつけ方 中立 ○

子どものおも㌔,絵 本の選定 中立 ○

日曜 大 工 中立
、

○

電気製品などの故障の修理 中立 △ △

室内装飾の設計 N
'

○

植木鉢植の手入れ 0 △ △

模 型 づ くり,機 械 い じ り 中 立 ○

楽器の演奏 N ○

写 真 中立 ○

絵を描 く N ○

つ り 中立 〇 一

各種 けい こご と 0 ○

各 種 ゲ ーム 中立 ○

各種 ス ポ ーソ 中立 ○

旅 行 ハイキング な どの プ ラ ンづ くり N ○

つ きあい の エチケッ トやマ ナ ー 中立 ○

テ 〒 ブ ル.ス ピ ー チ N ○

冠婚 葬 祭 の しきたりや とりしきり O ○

財産の管理運用 中立 ○

自動車の運転 N ○

ひもの結び方各種 0 ○

廃物利用法 O ○

字 を書 く こと 中立 ○

文章 を書 く こと 中立 ○

人前 で しゃぺ る こと 中立 ○

外国語の会話 N 1 ○
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表3-7の 意 味 す る ところは きわ め て明 瞭 で あ る。

日常生 活 の基 礎 とな って い る中 立型 の技 術,知 識 と くに主 婦 の間 に蓄積 され,

要 求 され てい る技術,知 識 のほ とん どは,家 庭 内 で主 に伝 承 され て い る 。

O型 の技 術 ・知識 の 大部分 も家庭 内 での伝 承 に依 存 して い る。

これ に対 して,典 型 的 なN型 の 技術 ・知 識 は,マ スコ ミ経 由 で生 活 に入 りこん

で きて い る。

興味 深 い のは,余 暇 関 連 お よび そ れ に近 い分 野 の技 術 ・知 識 が,コ ミュニ ケ ー

シ ョン能力 とな らん で,友 人 ・知 人 ・隣 人 ・学 校 とい った家庭 外 の パー ソ ナ ル ・

メデ ィア と結 び つ い てい るこ とで あ る 。 た だ し,表 皿 一7に 示 さ れ てい る以 上

にM型 メデ ィ アが有 力 であ る こ と も忘 れ ては な らない 。第3-1図 に明 らか な ご

と く,一 応D型 に分 類 した技 術 ・知 識 の習 得 に もM型 メ デ ィアが か な りの程 度 用

い られ てい るか らで あ る 。

この よ うな結 果 は,IUの メ デ ィ ア面を 設計 す るに あた って,少 くと も,次 の

2つ の配 慮 が い るこ とを示 唆 して い る よ うに思 われ る。

1)N型 －M型 の組 合 せ 中心 に メ ッセー ジ とメ デ ィアを選択 して しま うと,

ユー テ ィ リテ ィの名 が泣 くは め に陥 りかね ない 。楽 しみ なが ら学 ぶ とい う形

態,そ して,・学 ぶ の プ ロセ スへ 学 ぶ側 が 参 加 で きる よ うな形 態を 持 った メ デ

ィアの設計 が必 要 で あ る。

2)と くに女 性 の間 では,0型 を 含 め て 日常 生 活 の基礎 とな る技術 ・知識 が 家

庭 内を 中心 に,か な り多 角的 に収集,蓄 積,流 通 して い る。 これ を家 庭 か ら

取 上 げ る とい う意 味 では な くて,'し か し,社 会 化 で き る よ うな メ デ ィアが必

要 で あ る。,

3)前 節 で の分析 とつ なげ る と,と くに余暇 周 辺 の技術 ・知識 を 中心 に,様 々

な 運 動感 覚 能 力 の函養 元 利 用 を多 面的 に統 合 で き る よ うな メデ ィ アが必 要 で

あ る。

と もか く,イ ン フ ォ メ ー ション ・リ トリー バ ル の概 念 を 一歩抜 け でた,も っ

とふ くらみ の あ る メデ ィアを イ メー ジす る こ とが肝要 な の で あ る。
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■
1

5.4メ デ ィア へ の 評価

今 回 の調 査 で は,メ デ ィ アに関連 して,も う1つ,14種 の具体 的 な形 のあ る メ

デ ィ アに つい て,生 活 に欠 か せ ない か ど うか とい う点 での評 価 を きい てみ た 。 す

な わ ち,第3-8表 の よ う な 内 容 の 問5を 用 意 し た の で あ る 。

〔表3-.8〕

問4.次 に あ げ る]～14番 の それ ぞれ につ い てあな た は ど う思 い ますか 。該 当す る番号 に○ 印 を

つ け て くだ さい 。

生 い あ 思 な思 な 思

回 活 と れ う く う い う

に 思 ば て 方
答 欠 う 便 も が ・

か 利 よ よ

せ だ い い

な と と と

L－ 般 の 新'聞 1 2 3 4

2.ス ポ ー ツ 新 聞 1 2 3 4

3.週 刊 誌 1 2 3 4

4.女 性 週 刊 誌 1 2 3 4

5.テ レ ビ 1 2 3 4

6.ラ ジ オ 1 2 3 4

7テ ー プ レ コ ー ダ ー 1 2 3 4

&ス テ レ オ 1 2 3 4

9.ビ デ オ カ セ ッ ト 1 2 3 4
〉

1α 電 話 1 2 3 4

1Lテ レ ビ 電 話 1 2 3 4

12.カ メ ラ 1 2 3 4

13.百 科 事 典 1 2 3 4

14.広 告 1 2 3 4

問5へ の回 答 を ク ロス集 計 に基 い て整 理 した の が第3-9表 で あ る。
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〔天3-9〕

① ② ③ ④
生活に欠か 生活に欠か なくてもよ ない 方が よ

せ ない 十あ い十 ないは と くに評 価 の 高 い層 と くに 評 価 の低 い 層

せない れば便利 うがよい い

% % % %

一・般 の 新 聞 71`.9 96.1 1.3 0,・1 縮 曽管理(①88、5) 聾笹蟹(① …)

専 門(①85.0) 単独 世帯(①54.2)

技 術 〔①871)

300万 台 〔①86、7)

スポーツ新聞 7.0 64.・1 31.5 2.5 酬 亮(①16・1) 女(①39)亀

主 婦(①4.6)

週 刊 誌 2.5 16.1 49..1 7.4 独身独立(①6.0) 5(1才以上(④13.0)

準 世 帯(①6.5)
25編 万(④143)

専 門(④15.0)

女性週 刊 誌 2.5 32.8 63.0 18.9 聾竺㌘(① ・・)
10代(④29.0)

学 く1三(④292)

テ レ ビ 56.1 go.6 6.8 1.5 盆供全量(① …) 学 生(③23.0,④63)

25品(①44 .4)

ラ ジ オ 49.・1 9L4 4.6 0.2 専 門(③1α0)

テープレコ ーダー 8.5 78.6 17.4 1.5 経 営管理(①15.4,③77)

専 門 〔①15.0,②90.0)

学 生(①14.6,②89.6)

'

ス テ レ オ lO.5 74.8 21.3 0.8 学 生(①292②85.5)

独身独立(②83.㍉ ③1L9)

豪 族2(①20.4)

F再三虫世£需(②83,4,③12.5)

300万 台(①20,0)

ビデオカセット 2.3 57.0 37..1 4.4 専 門(①1。 δ)

学 生(①8.3)

電 話 82.0
.

97.O o.4 一 専 門(①95.o)

ラ」レ ピ電 話 3・6
.

39.8 54.5 13.6 経 営'管理(①11、5) 技 術(④25.8)

商店経営(①IL8)

カ ノ ラ 27.8 90.7 5.7 〔〕.2 経営管理(①42.3) 聲 全豊(③12・・)

専 門(①4αo)

百};い ド 典 36.0 92.1 5.2 α8 厚 門(①50、0) 10代(③12.9)

技 術(③12.9)

広 告 18.9 752 21.4 .1.5 経営管理(②8・L6◎ τ6)

■
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表3-9で,な ん とい っ て も注 目 され るのは,電 話 と一ー一般 の新 聞 に対 す る評 価

の 高 さ で あ り,こ の2つ の メデ ィアは 完全 に生 活 に溶 け こん でい る とい え よ う。

あ れぽ便 利 とい う回答 を 含 め た肯 定 的評 価 の合計 で,電 話 と一 般 の新 聞 に次 ぐ

評 価 を得 てい るの は,テ レ ビ ・ラジ オ ・カ メ ラ ・百科 事 典 で あ る。この うち テ レビ ・

ラ ジオは カメ ラ ・百 科 事 典 に比 べ て,生 活 に よ り欠 か せ な い と思 われ て い る。

テ ー プ レ コー ダー とステ レオは,こ の と ころか な り普及 して きて お り,そ れ に

伴 って 肯定 的評 価が 高 ま っ てい る よ うで,ス ポー ツ新 聞 ・週刊 誌 ・女性 週 刊 誌 よ

りは 上位 に位 置 して い る。

これに対 して ビデオ ・カセ ソ ト ・テ レ ビ電 話 な どの まった くの ニ ュー ・メ デ ィ

アは,評 価 以前 に,ま だ ど んな もの な のか とい う判 断 が つい てい な い よ うに思 わ

れ る。 ご ユー ・メ デ ィアで は な い に もか か わ らず,ス ポー ツ新 聞,週 刊 誌,女 性

週 刊誌 へ の評 価が厳 しい こ と も注 目 に値 す る。 と くた 女性週 刊 誌 は,女 性 に もあ

ま り支 持 され て お らず,若 い世 代 の か な りの部分 か ら も反援 を受 け て い る 。

広 告 への肯 定 的 評 価は,テ ー プ レコー ダー,ス テ レオ と同 じ ぐら いで あ るが,

否 定 的 評 価 も根 強 く,ス ポ ー ツ新 聞 と同 程 度 の反擾 に さら され て い る。

層別 にみ る と,す で に生 活様 式 の分 析 で と りだ した の と同 様 の傾 向が み られ る。

経 営 ・管 理 職 と専 門職,と くに専 門職 は 知 的 な生 活に傾 斜 して お り,一 般 の新 聞,

テー プ レコー ダー,ビ デ オ ・カ セ ッ ト,カ メ ラ,百 科 事 典 を平 的 以上 に評 価 して

い る代 りに,週 刊誌,ラ ジ オな ど娯 楽型 の メ デ ィ アへの評 価は低 くな っ てい る。

学生 は,テ ー プ レコー ダ ー,ス テ レオな どの 普及 を 先導 してお り,ビ デ オ ・カ

セ ッ トに も興味 を みせ てい る。 また,女 性 週 刊誌,テ レビへ の否定 的評 価 が,と

くに学 生 の間 で高 いの は,娯 楽 型 の メデ ィアのタ テマ エ と しての反 嬢 とい う風 に

だ けは 解釈 で きない 。 た しか にそ うい う一 面 もあ ろ うが,仮 象 的 な 情報 を一 方的・._＼

に受 容 す る ことに満足 せず,も っ と多面 的 な感 覚 と行 動 を望 み,流 行 の 選択 も自

分 の好 去 で行 お うと して い るこ の層 に,ぴ った りこな い要 素 が,テ レ ビや 女性 週

刊 誌 の 中 には 存在 して い るので あ ろ う。 ステ レオが若 い世 代 で好 まれ で←(,百

科 事 典 には 低い 評 価 が与 え られて い る ことな ど,そ の例 証 とな ろ う。 な お,技 術
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職 が テ レビ電 話 に と くに 否定 的 な の は,技 術 上 の 可能性 に対 す る厳 しい 評 価 が で

き る とい う事桔 とと もに,っ きあ い に興味 が うす い とい うこの層 の特 徴 も反映 し

てい る の か も しれ な い 。技 術 職 は また 画料 事 典 に も否定 的で あ る。

結 局,人 々は,

1)新 聞や 酔 口峡 の よ うに豊 富 な情 報 が モザ イ ・クに含 まれ てお り
,

2)し か も,写 真 や ス テ レオや テ ー プ レコー ダー の よ うに 自分 で情 報 の選択
,

蓄積 が で き,

3)電 話 の よ うに手 軽 に,パ ー ソ ナルな情 報 交 換 をや れ ,

4)テ レビや ラジオ の よ うな娯 楽 的要 素 もあ る程 度 あ る 。

その よ うな メデ ィ アを 望 ん で い る と考 え られ よ う。

ぜ

"

5.ま と め

今 回 の分 析 は,ほ とん どク ロス集 計 に のみ に よ り,推 計 学 的 な手 続 きや 多 変 量

解 析 を利 用 してい ない の で,か な りの 読み こみ が入 りこ んで しま ってい るで あ ろ

うが,最 後 に,あ えて,こ れ まで の論 議 を ま とめ て お きた い 。

1)専 門 職 に代 表 され る セ グメ ン トに あ ま りっい てIUを 設計 し
,導 入 す る こ

とは危 険 であ る。 こ の層 は,た しか に新 しい生 活 様 式 を と りいれ る こ とを い

とわず,収 入 面 で もあ る程 度 余裕 が あ り,・ ジャ ー スの い うイ ノベ一 夕ー の

性 格 に め ぐまれ てい る。 しか し,そ の生 活 は あ ま りに知 的 に偏 して お り,他

の層 か ら客 観 的 に は孤 立 して い る 。

2)学 生 に代 表 され るセ グ メ ン トは ,イ ノベ 一 夕 ー と して 有望 で ある 。 この層

は,あ らゆ る生 活技 術 ・知 識 に関 心 を 持 ち ,多 面 的 な能 力 の開 花を 希 望 して

い る。 この層 を つか むた め には,IUの 中 に ,モ ザ イ ソクな情 報 提 供能 力 と

個 人的 な情報 の利 用 を保 証 で きる能 力 とが と もに組 み こ まれてい な くては な

らない 。 また,知 的 な要 素 と感 覚 運 動的 な要 素 と娯 楽 的 な要 素 とが共存 して

い なけ れ ば な らない 。 た だ し,こ の層 は夢 は 大 きい が ,い ざ現 実 にぶ つ か る
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ひ

と ど う行動 で き るか わ か らず ,こ の 層だ け に頼 ってIUを 設 計 す る ことは で

きない 。

3)若 い主 婦 に代 表 され るセ グ メ ン トを ,ぜ ひ,IUの 顧 客 に獲 得 しなけ れば

な らな い 。 この層 は,意 外 に有 能 な情報 処理 者 であ り
,日 常生 活 の基本 に係

る情報 を 中心 に,家 庭 の内 外 で多 くの情 報 を 流 通 させ てい る
。 この層 の 参加

意識 を守 れ る よ うな 形 で情報 の社会 化 を は かれ ば ,生 活 に根 を お ろ した,し

か もか な り動 的 な システムを組 む こ とが で き る。子供 全 員 独 立 した豊 か な老

夫 婦 に代 表 さ れ る セ グ メ ン トに 蓄積 され て い る能 力 も ,こ の よ うな社 会 的 シ

ステ ムの 中で,若 い主 婦 に伝 え られ生 か され て い くこ とが で き よ う
。

4)40代 の 男性 に代表 され るセ グ メ ン トは,職 場 での仕 事 につ い ては と もか

く,生 活 情報 に関 し て は,フ ォ ・ ワ ー の地位 に とど まら ざるを えない
。 男

性 の 中で は,む しろ技 術 職 に代表 さ れ る セ グメ ン トの 方が ,自 分 な りの仕 事

.と趣 味 の充 実 を め ざす 中で ,IUを 利 用 す る可 能性 が あ る 。 しか し,こ の 層

は,自 分 の枠 に忠 実 な の で根 のな い流 行 に終 りかね な い動 きには 乗 っ て こな

い こ とを 認識 してお か な くては な らない 。

5)ユ ー テ ィ リテ ィを 称 す る以上 ,IUは 最 終 的 には,全 国民 に利 用 され,享

受 され な くては な らな い。 イ ノベ一 夕ー とフ ォ ロ ワー の区 別 も ,い つ まで も

固定 して おい ては な らず,イ ノベ一 夕ー の先導 に より社会 にお きた変 化 を
,

フォPワ"一'bs認 知 で き る よ うな援 助 が 必 要 で あ る 。こ の意味 で も,IUの 中

に娯楽 的 な要 素 を 組 み こん で お く必 要 が あ る。娯 楽 もまた
,教 育 の一 形 態 で

あ る。

一127一



'

σ

.



●

(図3)

1.親 または 祖父母

2そ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

学

新

羅

単

テ

4

5

6

7

&

行

レ

校

問

詰

本

ビ

9.ラ ジ オ

10.そ の 他

国
1生 鮮 食品 の 鮮 度 を み わ け る

得手 な人

不 得手 な人 一一ーー一

口
0 50 100

得 手な 人

不 得手 な人 一一ーー一

`

'

1.親 または 祖父母

、2そ の.他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

学

新

雑

単

テ

4

5

6

7

&

行

レ

口
0

4校

聞

誌

本

ピ

9.ラ ジ オ

10.そ の 他

2料

50

理

国
1000

得 手 な人

不 得手 な人 一一一宇一

50 100

得手 な人

不得 手 な人 一ー ー一

一129一



3漬 け 物 を つけ る

L親 また は祖父 母

2そ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5噺

6.雑

7.単

8,テ

行

レ

校

聞

誌

本

ピ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

一
〇 50

国
1000

得手 な 人

不 得手 な人 一一ー一

50 100

得手な人 一

不得手な人 一一…

4

才

1親 または 祖 父母

Zそ の 他 の 家 族

3友 人 ・知人'・隣人

4.学

5噺

6.雑

7.単

8.テ

行

レ

枚

岡

話

本

ピ

9.ラ ジ オ

10.そ の 他

国
0

4k－ 菓 子 ・ケ ー キ を つ く る

50

回
1000

得 手 な人

不得 手な 人 一一ー 一

50 100

得手 な人

不得 手な 人 一ーーー一

4

、

一130一



●

、

1.親または 祖父母

2そ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5.新

6.雑

7.単 行

&テ レ

9.ラ

10.そ

ジ

の

校

閲

監

本

ピ

オ

他

国
0

5家 庭 パ ー テ ィの 演 出

50

国
1000

得手 な人

不得 手 な人 一一一一一

50 100

得 手 な.人 一

不得手 な人 一一ーーー

ぜ

'

1.親 または祖 父母

2そ の 他 の 家 族

3.友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5噺

6.re

7.単

8テ

9.ラ

10.そ

行

レ

ジ

の

校

聞

話

本

ピ

オ

他

匝
0

6和 服 の 着 つ げ

50
口

1000

得手 な人

不得手 な人 一一ー一

50 100

得 手な 人

不 得手 な人 一声ーー一

一131一



7洋 ・和 裁

L親 または 祖父母

Zそ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

学

新

雑

単

テ

▲

5

6

7

a

行

レ

枚

岡

誌

本

ビ

9.ラ ジ オ

10.そ の 他

国

得手 な人

不 得手 な人 一一一一一

50

国
1000 50 100

得手 な人

不得 手 な人 一ー一一

4

ボ

1.親 または祖 父母

2そ の 他 の 家 族

3.友人 ・知 人 ・隣人

4.学'

5.新

6.雑

7.単

8,テ

行

レ

'

校

日

誌

本

ピ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

国
0

8編 物 ・し し ゅ う ・手 芸

50
回

1000

得 手な人

不 得手 な人 一一ー一

50 100

得手 な人

不得 手 な人 一 ーー一

台

`

_亘2一



、

、

1親 または 祖父 母

2そ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

4.学 校

5噺 聞

6.雑 誌

7.単 行 本

&テ レ ビ

9.ラ ジ オ

10.そ の 他

口
0

9生 地 ・布地の良否 をみわける

50

国
1000

得手 な 人

不 得手 な人 一一ーー一

50 100

得手 な人 一

不 得手 な人 一一一一

●

'

口
0

1.geま たは祖 父母7

2そ 、の 他 の 家 族 く

3.友人 ・知 人 ・隣人

4.学

5噺

6雑

7.単

&テ

9.ラ

10.そ

行

レ

ジ

の

校

聞

誌

<本

ビ

マ
`
`

オ

他

10か らだ の鍛 練法

50

国
1000

得手 な人

不得 手 な人 一ーーー一

50 100

得 手な 人

不 得手 な人 一ーー 一

一133一



11け が,急 病 などの応急処置

1.親または 祖父母

2そ の 他 の 家 族

a友 人 ・知 人 ・隣人

学

.
新

づ

雑

単

テ

4

5

6

7

&

行

レ

校

閲
.

読

本

ピ

才

徳

ジ

の

ラ

そ

9

01

一

得 手な 人

不得 手な 人 一ーー一

口

得手 な 人 ,

不 得手 な人 一一…

)

c

12指 圧,〔 ッサ ー ジ

L親 または祖父母

2そ の他 の家 族

3友 人・知人 ・隣人

学

統

雑

単

テ

▲

5

6

τ

&

行

レ

校

閲

誌

本

ビ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

∩ヲ

01

国
0 50

回
1000

得 手 な人

不得 手な人 一層ー一

50 100

得 手な 人

不得 手な 人 一ーー一一

▲

b

－134一

'



b

1親 または 祖父母

2そ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

学

新

羅

単

テ

4

5

6

7

&

行

レ

校

聞

誌

本

ビ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

0
ピ

01

口
13育 児 法

得 手 な人

不得 手な 人 一一ー一

口
1000 50 100

得 手 な人

不 得手 な人 一合ー一

●

ρ

1.親 または祖 父母

2そ の 他 の 家「族

3.友 人「・知 人 ・隣人

4.学 幽

5新

6・雑
,

7.単

&テ

行

レ

校

間

詰

本

ビ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

口
0

14子 ど もの しつ け方

50
回

1000

得 手 な人

不得 手な人 一一ーー一

50' 100

得手 な 人

不得 手 な人 一ーーーー

一135一

1



L親 または祖父母

2そ の 他 の家 族

3友 人 ・知人・隣人

学

新

雑

単

テ

↓

5

6

7

8

行

レ

校

閲

誌

本

ビ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

口
0

15子 ど ものお もち ゃ,絵 本 の選 定

50

口
1000

得 手な 人

不得手 な人 一ーー一

50 100

得手 な 人 一

不 得手 な 人 ・・一…

イ ノ

16日 曜 大 工

1.親 または 祖父母

Zそ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

・5.新

6雑

7.単

8Lテ

行

レ

校

閲

諸

本

ピ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

口
0 50

口
1000

得手 な人

不得 手 な人 一一一一一

50 100

得手 な人

不得 手 な人 一ーー一一

4

、

一136一



0

■

1.親 または 祖父母

2そ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

4学

5.新

6.雑

7.単

8.テ

行

レ

校

聞

誌

本

ピ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

⑨

01

国
17電 気製品 などの故障の修理

得 手な 人

不 得 手な人 一ー一口一

50
口

1000 50 100

得手な人
グ

不 得手 な人 一一…

●

'

1.親 または 祖父母

2そ の 他 の 家 族

3.友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5噺

6雑

7.単

8テ

行

レ

校

聞

諸

本

ピ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

国
0

18室 内 装 飾 の 設 計

50
回

1000

得 手 な人 一

不得 手な 人 一一一一・・

50 100

得手 な人

不得 手 な人 一ー一一ー

一137一



o

■

19植 木,鉢 植 の 手 入 れ

1.親 また は祖父 母

2そ の 他 の 家 族

3友 人 ・知人 ・隣人

学

新

羅

単

4

5

6

7

校

閲

行 本

8,テ レ ビ

9.ラ

.10.そ

.
シ

の

オ

他

国
0 50

一
1000

得 手な人

不 得手 な人 一一ー一.一

50 100

得 手な人 一

不 得手 な人 一ーーー一

◇

国
0

1親 または 祖父 母1

Zそ の 他 の 家 族 ↓

3.友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5噺

6維

7.単

&テ

9.ラ

10.そ

校

問

詰

行 本

し/

グジ

の

ピ

4オ

他

20模 型 つ くb,機 械 い じ り

50
口

1000

得 手 な人

不得手 な人 一一ー一

50 100

得 手な 人

不得手 な人 一 一ー一

一138一



e

L親 また は祖 父母

2そ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5.新

6雑

7.単

8.テ

行

レ

校

閲

諸

本

ビ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

口
21楽 器 の 演 奏

得手 な人

不 得手 な人 一一一一_

口
1000 50 100

得手 な人 一ー一

不得 手 な人 一一一一

●

'

1親 または 祖 父母

2そ の 他 の 家 族

3.友 人 ・知人 ・隣人

4.学

5噺

6雑

7.単

8.テ

行

レ

校

聞

講

本

ビ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

ρ1

口
0

22写

50

真

口
1000

得手 な人

不得 手な 人 一一合一一

50 100

得手 な人

不得 手 な人 一ーーー一

一139一



1.親 また は祖父 母

2そ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5.新

6.雑

7.単

8.テ

行

b/

枚

岡

誌

本

ピ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

口
0

2'3絵 を 描 く

50

口
1000

得手 な 人

不 得手 な人 一一ー一一

50
' 100

得 手 な 人 ・

.不 得 手 な 人 一一ーー一

づ ・

可.

1.親 または祖 父母

2.そ の 他 の 家 族

3.友 人 ・知人 ・隣人

4.学

5.新

6雑

7.単

8,テ

行

レ

校

聞

誌

本

ビ

9.ラ ジ オ

10.そ の 他

国
0

24つ

50

り

四
1000

得手 な人

不得 手 な人 一一ーー一

50 100

得手 な人

不得 手 な人 一ー合一

●

】 ・・

一140一



、

口
0

1.親 また は祖父 母 ↑

Zそ の 他 の 家 族

a友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5噺

6.雑

7.単

8,テ

9.ラ

10.そ

25各 種芸 ご と(お 茶,お 花,う た い な ど)

50

得手 な 人

不 得手 な人 一一ーー一

国
1000 50 100

得手 な人 一

不得 手 な人 一ーーー一

26各 種 ゲー ム(囲.将,マ ー ジ ャンな ど)

●

「"'

1,親 または 祖父 母

2そ の 他 の 家'族

3.友 人 ・知人 ・隣人

4.学

5噺

6.雑

7.単

8,テ

行

レ

校

閲

誌

本

ビ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

口

得 手 な人

不 得手 な人 一一ー一

100
口

得手な 人

不得手 な人 一ーーー

一141一



.[≡ コ
0

1・親 また は祖 父母1

Zそ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

学

新

羅

単

▲

5

6

7

8.テ

行

レ

校

日

誌

ー本

ピ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

27各 種 ス ポ ー ソ

50

国
1000

得手 な人

不 得手 な人 一ーーー一

50 100

得手 な人 一

不 得手 な人 一一一一

'

28旅 行,ハ イ キン グ な どの プ ランづ くり

国
0

1.親 または 祖 父母T

2そ の 他 の 家 族 へ、

3友 人 ・知人 傍 人

4.学

5.新

6.雑

7.単

8、テ

行

|!

校

間

詰

本

ピ

9.ラ ジ オ

10.そ の 他

50

匝
1000

得 手 な人

不 得手 な人 一 一ー一

50 100

得 手な 人

不 得手 な人 一ー一一

亨 ・

ゴ

一142一



●

1.親また は祖父母

2そ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5.新

6雑 ,

7.単

8.テ

行

レ

校

問

詰

本

ビ

口
0

ーオ
他

ジ

の

ラ

そ

9

α1

29つ き あい の エ チ ケ ッ トや マ ナー

50
画

1000

得手 な人

不 得手 な人 一一ーー一

50 100

得手 な人

不得 手 な人 一一ー一

●

?

国
1.親 または祖 父母 ↑

2そ の 他 の 家 族

3.友人 ・知 人 ・隣人

4.学

5.新

6.雑

7.単

&テ

行

レ

9Lラ ジ

10.そ の

壱

1
`
l
l

〆

ー
1
ー
へ

、

校

聞

諸

本

ビ

オ

他

30テ ー ブ ル ス ピ ー チ

得手 な人 一

不得 手 な人 一一 ー一

100

亘

得手 な人

不得 手な 人 一宇ーー一

一143一



1.親 または祖 父母

2そ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5.新

6,雑

7.単

8,テ

9.ラ

10.そ

行

レ

校

閲

誌

本

ビ

.巨三コ

4オ

他

ジ

の

31冠 婚 葬祭の しきた りやとbし きり

得 手な 人 ・

不得手 な 人 一一ーー一

口
0 50 100

得手 な人 一

不得手 な 人 一中一一

●
〉

.,

口
1.親または 祖父 母

2そ の 他 の家 族l

a友 人 ・知人 ・隣人

4.学

5.新

6.re

7.単

&テ

行

レ

校

閲

誌

本

ピ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

q
引.

α1

32財 産 の管 理 運 用

得 手 な人

不 得手 な人 一ー一一

口
0 50 100

得手 な人

不得 手 な人 一一一輪一

●.

㌃

一144一



■

口
L親 または 祖父母r

Zそ の 他 の 家 族1

3友 人 ・知 人 ・隣人 へ

学

新

羅

単

テ

4

5

6

7

&

行

レ

校

閲

話

本

ビ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

33自 動 車 の 運 転

得手 な人.

不 得手 な人 一一一一ー

口
1000 50 100

得手 な人 一

不 得手 な人 一一ー一

●

1.親 または祖 父母

Zそ の 他 の 家 族

3友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

t

5.新

6雑

7.単 行

&テ レ

校

閲

諸

本

ピ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

α1

国
0

34ひ もの結び方各種

50

回
1000

得 手 な人

不 得手 な 人 一ーー一

50 100

得 手な 人

不 得手 な人 一一 ーー

一145一



35廃 物 利 用 法

1.親 または 祖父母

辛 の胸 家族

&友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5噺

6.雑

7.単

|

&テ

9」ラ

　
10.そ

行

レ

ジ

の

国
0

↓

-
ー
1
`̀

校

閲

誌

.{

-

本

ピ

オ

他

50

回
1000

得手 な人

不得 手 な人 一ーーー一

50 100

得手 な人

不得 手な 人 一一ー一

事

・
勺

36字 を 書 く こ と

口
0

1.親 または 祖父 母
ト

2そ の 他 の 家 族

3.友'人 ・知 人r隣 人K、

学

新

雑

単

▲

5

6

7
,

&テ

9.ラ

10.そ

イ
、
、
、
.-

校

間

詰

行 本

レ

ジ

の

ビ

オ

他

50
回

1000

得手 な人

不得 手 な人 一一ーー一

50 100

得手な 人

不得手 な 人 一一 一一

'
「

●'

一146一



、

,

災

1親 また は祖父 母

2そ の 他 の 家 族

3・友 人 ・知人 ・隣人

学

新

羅

単

テ

4

5

6

7

&

行

レ

校

閲

講

本

ビ

オ

他

ジ

の

ラ

そ

9

01

口
0

37文 章 を 書 く こ と

50
国

1000

得手 な人

不得 手な 人 一一一一一

50 100

得手 な人 一

不 得手 な人 一一ーー一

38人 前 で し ゃ べ る こ と

,P

、e

や

口
0

1.親 または祖 父母

2そ の 他 の 家 族 く

3.友 人・知 人 ・隣人

4.学

5.新

6.雑

7.単

8.テ

行

レ

9.ラ ジ

10.そ の

校/

聞

誌?

本

ピ

ォ{

他

50
回

1000

得 手 な人

不 得手 な人 一ー ー一

50 100

得 手な 人

不 得手 な人 一 ー一一

o

一147一



〆

1.親または祖 父母

2そ の 他 の 家 族

a友 人 ・知 人 ・隣人

4.学

5.新

6.雑

7.単

&テ

9.ラ

10.そ

行

レ

.
シ

の

校

閲

諸

本

ピ

オ

砲

口
0

39外 国 語 の 会 話

50
口

1000

得 手 な人

不得 手 な人 一一ーー一

50 100

得 手 な人 一

不得 手 な人 一ーー一

,.

嚢

σノ

'三
・

一148一



7

.

、

P

'

「

、

P

1

.

,

多

.ピ

"

、

、
.

・

～

,
↓■



聯

曇'
・'・ 了

冑=

、婁斗
●、,



/

＼

禁 無 断 転 載

財 団法 人 日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東京 都港 区芝 公 園3丁 目5番8号

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

株 式 会 社 イ フ ・ア ドバ タ イ ジ ン グ

東 京都 千代 田 区隼 町1番 地

半 蔵 門浅井 ビル501

TEL(262)2984(代 表)

48-ROO5

ー

ン



■

ノ

ト


